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はじめに

　

一般財団法人地域創造では、 地域における創造的な文化 ・ 芸術活動のための環境づくりを目的として、

地方公共団体等との緊密な連携の下に、 地域における文化 ・ 芸術活動を担う人材の育成、 公立文化施

設の活性化支援、 情報提供、 調査研究などの事業を実施しています。

これらの事業の一環として、地域創造では平成 17 年度から「公共ホール現代ダンス活性化事業」（通称：

ダン活） を実施しています。

この事業は、 公共ホールの利活用や地域の活性化を図ることを目的として、 全国公募で選ばれたコン

テンポラリーダンスのアーティストと、 コンテンポラリーダンスの公演や地域交流プログラムの企画に詳しい

専門家であるコーディネーターを地域の公共ホールに派遣し、 ホールとアーティストが共同で地域交流プ

ログラム （学校等でのアウトリーチ及び公募のワークショップ） や公演を企画し実施するものです。 A プロ

グラム （地域交流プログラム）、 B プログラム （市民参加作品創作プログラム）、 C プログラム （公演プログ

ラム） の 3 つのプログラムがあり、 ホールが今後のダンス事業のビジョンに基づいて年度ごとに１つプログラ

ムを選択し、 翌年度以降に他のプログラムを継続して実施できます。 また、 コーディネーターによる企画か

ら実施までの支援、 全体研修会の開催など、 充実したサポート体制のもとに、 安心してこの事業に取り組

むことができる仕組みづくりを行っており、 地域創造では、 この事業を通じて、 公共ホールの利活用やホー

ルスタッフの企画 ・ 制作能力の向上、 創造性豊かな地域づくりを支援しています。

令和３年度は、 14 団体 （A プログラム 5 団体、 B プログラム 2 団体、 C プログラム 7 団体） で実施する

予定でしたが、 新型コロナウイルス感染症の影響により 1 団体 （C プログラム） で中止となり、 13 団体で

の実施となりました。

この報告書は、 事業を実施した各地での取り組みを取りまとめたものです。 実施団体からの報告や担当

コーディネーターのレポートを掲載し、 事業に関係して気付いた点や企画制作のノウハウ、 事業を実施す

る過程において生じた様々な課題や問題点などをケーススタディとして記録するように努めています。

コンテンポラリーダンスはアーティストの数だけダンスがあると言われるように、 この事業も地域の実情の

違いなどから、 事業を実施したホールによって事業へのアプローチが全く異なるなど、 地域の数だけモデ

ルがある事業だと言うことができます。

この報告書が、 公共ホールで自主事業を担当されている方の参考となり、 一人でも多くの方にコンテン

ポラリーダンスの魅力をお伝えすることができれば幸いです。

終わりに、 この事業を主体的、 積極的に実施していただいた実施団体、 各地域に寄り添ったプログラム

を実施していただいたアーティスト、 事業の実施にあたりサポートいただいたコーディネーター、 その他多

くの関係者の皆様方のご協力のもと、 令和 3 年度の事業を終了することができましたことに対して、 この場

をお借りして深く感謝申し上げます。

一般財団法人地域創造
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令和３年度公共ホール現代ダンス活性化事業　実施概要

１　趣　　旨
　�　一般財団法人地域創造 （以下 「地域創造」 という。） は、 公共ホールの活性化とコンテンポラリーダン

スによる創造的で文化的な芸術活動のための環境づくりに寄与し、 あわせて公共ホールスタッフ等の企画 ・

制作能力の向上と創造性豊かな地域づくりに資することを目的として、 地方公共団体等との共催により、 公

共ホールを拠点としてコンテンポラリーダンスの公演事業又は地域交流プログラムを実施する。

２　実施内容
　(1) 実施団体 （都道府県順）

　　　　＊対象は地方公共団体、 公益法人、 指定管理者

　　　　※事業中止

　(2) 開催時期 

　　　令和 3 年 7 月～令和 4 年 3 月　

地方公共団体 実施団体名 主会場 （実施ホール名）

【Aプログラム（地域交流プログラム）】

神奈川県茅ヶ崎市 ( 公財 ) 茅ヶ崎市文化 ・ スポーツ振興財団 茅ヶ崎市民文化会館

岐阜県岐阜市 ( 一財 ) 岐阜市公共ホール管理財団 岐阜市文化センター

大阪府堺市 ( 公財 ) 堺市文化振興財団 フェニーチェ堺

大阪府泉大津市 泉大津市 あすとホール

福岡県北九州市 ( 公財 ) 北九州市芸術文化振興財団 北九州芸術劇場

【Bプログラム（市民参加作品創作プログラム）】

福島県白河市 ( 特非 ) カルチャーネットワーク 白河文化交流館コミネス

愛知県豊橋市 ( 公財 ) 豊橋文化振興財団 穂の国とよはし芸術劇場 PLAT

【Cプログラム（公演プログラム）】

岩手県宮古市 ( 特非 ) いわてアートサポートセンター 宮古市民文化会館

山形県鶴岡市※ タクトつるおか共同企業体 荘銀タクト鶴岡

山形県酒田市 酒田市 希望ホール ( 酒田市民会館 )

石川県野々市市 ( 公財 ) 野々市市情報文化振興財団
野々市市情報交流館カメリア / 文化会館
フォルテ

愛知県小牧市 ( 一財 ) こまき市民文化財団 小牧市市民会館

徳島県 ( 公財 ) 徳島県文化振興財団 藍住町総合文化ホール

沖縄県浦添市
浦添市てだこホール指定管理共同企業体　

ティダ ・ コミュニケーションズ＆リレーションズ
アイム ・ ユニバース　てだこホール
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　(3)   事業内容

登録アーティストを地域に派遣し、 地域の公共ホールと共催で以下のいずれかのプログラムを実施。 実

施するプログラムは、 今後のダンス事業を実施するためのビジョンに基づいて選択し実施。

① A プログラム （地域交流プログラム）

学校や福祉施設等でのアウトリーチ及び公募によるワークショップ （4 ～ 5 回）

＊アウトリーチ （3 回以上） ＊公募のワークショップ （1 回以上）

② B プログラム （市民参加作品創作プログラム）

市民参加で創作した作品の有料公演 （1 回） 及び公募によるワークショップ （1 回）

③ C プログラム （公演プログラム）

登録アーティストのレパートリー作品の有料公演 （1 回） 及び公募によるワークショップ （1 回）

　(4) 研修会

① 全体研修会

日　時 ： 令和 2 年 10 月 5 日 ( 月 ) ～ 10 月 7 日 ( 水 )

会　場 ： オンライン （横浜赤レンガ倉庫一号館）

内　容 ：  事業の実施に必要な基礎的な考え方、 企画 ・ 制作の進め方等についてのノウハウの提供及び

登録アーティストによるプレゼンテーション

②現地下見 （個別研修）

事業の実施に必要な打合せ及び実施会場の下見等を行うため、 登録アーティスト及びコーディネーター

等を現地に事前に派遣

　(5) 費用負担

1） 地域創造が負担する経費

　　　　①登録アーティスト等派遣経費

　　　　　 派遣対象者の出演料等、 現地移動費を除く交通費、 宿泊費、 日当、 損害保険料

　　　　　 ※派遣対象者

　　　　　　　【A プログラム】　 登録アーティスト、 アシスタント （ソロの場合 1 名）

　　　　　　　【B プログラム】　  登録アーティスト、 クリエーションのためのアシスタント （共演者） （ソロの場合 2

名まで、 デュオの場合 1 名）、 テクニカルスタッフ等 （公演準備のサポート役とし

て必要と判断されるスタッフ 1 名）

　　　　　　　【C プログラム】　  登録アーティスト、 共演者 （ソロの場合 2 名まで、 デュオの場合 1 名）、 テクニカ

ルスタッフ等 （公演準備のサポート役として必要と判断されるスタッフ 1 名）

　　　　②公演負担金 （B プログラム及び C プログラム）

　　　　　  実施団体が支出した事業実施に係る経費のうち、 対象経費の 2/3 以内で 50 万円を上限に実施団体

に対して負担

2） 実施団体が負担する主な経費 （実施するプログラムで異なる）

　　　　　 地域創造が負担する経費以外の現地移動費、 会場使用料、 舞台製作費 （舞台 ・ 照明 ・ 音響などに

係る経費）、 広報宣伝費など諸経費

　(6) 事業実施に対する支援

　　　①全体研修会の開催

　　　②コーディネーターの派遣

　(7)   主催 ・ 共催等

主催 ： 開催地の地方公共団体等　　共催 ： 一般財団法人地域創造
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３　令和３年度コーディネーター
　　　小岩秀太郎 （東京鹿踊代表／縦糸横糸合同会社代表）

　　　神前　沙織 （NPO 法人 Japan Contemporary Dance Network チーフ ・ コーディネーター、 ディレクター）

　　　坂田　雄平 （NPO 法人いわてアートサポートセンター プロデューサー）

　　　中冨　勝裕 （公益財団法人横浜市芸術文化振興財団）

　　　中西　麻友 （NPO 法人芸術家と子どもたち 事務局長）

　　　宮久保真紀 （Dance New Air チーフプロデューサー）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４　2020・2021 年度登録アーティスト（五十音順）

　��●北尾亘
幼少期よりミュージカルを中心に舞台芸術に携わり、 クラシックバレエからストリートダンスまで

多様なジャンルを経験。 2009 年ダンスカンパニー ［Baobab］ を旗揚げ、全作品の振付・構成・

演出を担う。 振付家として、舞台作品のほか、TV ドラマ、CM、映画へ多数振付。 ダンサー・

俳優として多くの作品に出演。 WS 講師やアウトリーチ活動を全国で展開。 尚美学園大学、

桜美林大学、多摩美術大学非常勤講師。 横浜ダンスコレクション 2018 コンペティション I 「ベ

ストダンサー賞」、 ベッシー賞 （ニューヨーク・ダンス & パフォーマンス賞） 「OUTSTANDING 

PERFORMER 部門」 （2020 年） ノミネートほか、 多数受賞。

©bozzo

　●田村一行
舞踏家 ・ 振付家 ・ 俳優。 東京都出身。 1998 年大駱駝艦入艦、 麿赤兒に師事。 以降、 大

駱駝艦全作品に出演。 2002 年、 『雑踏のリベルタン』 を発表。 同作品により第 34 回舞踊

批評家協会新人賞受賞。 2008 年、 文化庁新進芸術家海外留学制度によりフランスへ留学。

2011 年より （一財） 地域創造 〈公共ホール現代ダンス活性化事業〉 登録アーティストとして、

地域の文化や風土を題材とした作品の創作にも意欲的に挑み、 独自の作品を発表し続けて

いる。 http://www.dairakudakan.com

　●長井江里奈
舞台芸術集団 「山猫団」 主宰。

「伊藤キム + 輝く未来」「まことクラヴ」にてダンサーとして国内・国外の様々な劇場のみならず、

ライブハウス、 商店街、 美術館、 廃墟などありとあらゆる場所でパフォーマンスをしてきた経

験を生かし、 ソロアーティストとしても活動中。 ダンスを通して誰もがお互いの個性と自由を認

められるコミュニティを作ることを目標に、 日本各地で公演活動とワークショップを行う。 愛鳥

のセキセイインコと遊ぶのが日々の癒し。

　●中村蓉
早稲田大学在学時コンテンポラリーダンスを始める。 ルーマニア ・ シビウ国際演劇祭、 東ア

ジア文化都市式典（韓国光州・横浜）など国内外で作品を上演。ロックバンド sumika「MAGIC」

MV などの振付も担当。 ダンサーとして郷ひろみ 「笑顔にカンパイ！」 MV などに出演。

2021 年二期会ニューウェーブ ・ オペラ劇場 『セルセ』 では演出 ・ 振付を担当し、 音楽とダ

ンスの垣根を越えて好評を得た。 横浜ダンスコレクション EX 審査員賞 ・ シビウ国際演劇祭

賞 （2013） 第 5 回エルスール財団コンテンポラリーダンス部門新人賞 （2016） などを受賞。

©金子愛帆
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　●藤田善宏
振付家 ･ 演出家 ･ ダンサー。 ダンスカンパニー CAT-A-TAC( キャットアタック ) 主宰。 コン

ドルズメンバー。 文化庁芸術祭舞踊部門新人賞受賞。 福井国体開会式振付総合監修。 群

馬大学非常勤講師。 身体表現と道具を駆使した台詞のない物語、 柔軟な発想を生かした異

ジャンルや伝統芸能とのコラボが得意。 三世代間で楽しめるダンス劇や児童演劇 ・ 幼児教

育教材の監修、障がい者対象 WS など多様性を重視した活動にも力をいれる。 小栗旬やジャ

ニーズ Jr. 主演舞台、 TEAM NACS、 NODA･M A P、 山田洋次監督演出舞台、 E テレ他、

振付出演ステージング多数。
©阿部章仁

　●マニシア
「ワレワレワークス」 代表／ダンスアーティスト ・ ダンスムーブメントセラピスト ・ ダンサー。 長

期における NY を拠点とした活動後、 福岡で多国籍、 多世代の参加者約 100 名とアジアの

路上生活の子どもたちへの救済チャリティー公演を 13 年間開催。 その後、 障害のある人々

とプロダンサーたちとのダンスグループ、 ワレワレワークスを結成。 難病の子ども、 パーキン

ソン病の方、DV 被害者、不登校生、少年院のティーンを対象とした WS や作品のクリエーショ

ンなどに挑戦しながら、 あらゆる場所にダンスの種を蒔き続けている。 コロナ禍の現在、 移民

問題で出生届けを出されていないマレーシアの子どもたちとオンラインで WS を継続中。

©Nonoko�Kameyama

　●康本雅子
はじまりはダンサー、 いつの間にか振付家、 やめられんのがダンサー。

その昔バックパッカー時代にアフリカンダンスに出会い、 セネガルへ。 ダンス漬けの半年を送

るも帰国後一文なしになりバックダンサーに。 食うためのダンスだけじゃ飽き足りず、 作品を

作るようになって今に至る。 ライフワークは子供たちへの WS。 最近は 「マジな性教育マジか」

も始動中。 どっちもハウツーは教えない。
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１　期　　日
　　　令和 2 年 10 月 5 日 （月） ～ 10 月 7 日 （水）　

２　会　　場
　　　オンライン （横浜赤レンガ倉庫一号館）

３　目　　的
　　　 ・ 事業の趣旨 ・ 役割を理解する。

　　　 ・ コンテンポラリーダンスのワークショップを体験し理解を深める。

　　　 ・ ダン活の企画づくりをするために必要な基礎知識を習得する。

　　　 ・ ディスカッション等を通じ、 それぞれのホールがダン活を実施する際のミッションを明確にする。

　　　 ・ 登録アーティストによるプレゼンテーションなどを通して出演アーティストの情報を得る。

　　　 ・ 事前にホール内で考えた企画原案をもとに、 コーディネーターと相談しながら企画を具体化する。

４　プログラム内容
　　　10 月 5 日 （月）

令和３年度公共ホール現代ダンス活性化事業　全体研修会概要

時間 会場 ： オンライン

14:30 ～ 15:30

セッション① 「事業概要説明」

　講　師 ： コーディネーター

　　　　　　　中西麻友

　　　10 月 6 日 （火）

　　　

時間 会場 ： オンライン

13:30 ～ 14:10
セッション② 「アーティストプレゼンテーション」

　（登録アーティスト 4 組 4 名）

休憩

14:30 ～ 15:00
セッション② 「アーティストプレゼンテーション」

　（登録アーティスト 3 組 3 名）

休憩

15:40 ～ 18:00

セッション③ 「フィードバック」

　講　師 ： コーディネーター

　　　　　　　中冨勝裕 （進行）、 大澤苑美、 小岩秀太郎、 神前沙織、 坂田雄平、 中西麻友、

　　　　　　　宮久保真紀
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時間 会場 ： オンライン

10:30 ～ 12:00

セッション④ 「フィードバック～企画発表」

　講　師 ： コーディネーター

　　　　　　　小岩秀太郎 （進行）、 大澤苑美、 神前沙織、 坂田雄平、 中冨勝裕、 中西麻友、

　　　　　　　宮久保真紀

昼休憩

13:30 ～ 15:40

セッション⑤ 「企画発表」

　講　師 ： コーディネーター

　　　　　　　宮久保真紀 （進行）、 大澤苑美、 小岩秀太郎、 神前沙織、 坂田雄平、 中冨勝裕、

　　　　　　　中西麻友

15:40 ～ 15:50 事務連絡

　　　10 月 7 日 （水）
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令和３年度公共ホール現代ダンス活性化事業　事業の流れ（9 月実施のケース）

時期 （一財）地域創造 コーディネーター 実施団体 アーティスト
令和２年度
10/5 ～ 10/7

10/23 締切

12月上旬

令和３年度
4月上旬

4月下旬～

7月上旬

9月

10月

令和４年度
6月

全体研修会（アーティストプレゼンテーション）

実施計画案の確認

（仮）日程調整

実施計画案作成・提出

（仮）日程調整

コーディネーター会議
（事業日程、ｱｰﾃｨｽﾄ、担当ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ決定）

各種準備
（内容詰め、宿泊手配、
制作ｽｹｼﾞｭｰﾙ打合せ等）決定通知発送

出演料等支払

事業報告書発行

出演料等請求

計画書の内容確認

広報、各種調整
（全体ｽｹｼﾞｭｰﾙ、ﾃｸﾆｶﾙ、
当日ｽﾀｯﾌ体制等の調整）

実施計画書作成

実施計画書提出
（事業実施 2か月前）

実績報告書等提出
（事業終了後 1か月以内）

個別研修（現地下見）
（1回）

コーディネーター
アーティストの派遣

契約書作成
契約締結

事業実施

契約締結
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実　施　内　容　紹　介
（実施日程順）

コーディネーターレポート

A プログラム
（地域交流プログラム）
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スケジュール

岐阜市文化センター　実施データ
Aプログラム

実施期間

11/3（水） 11/4（木） 11/5（金） 11/6（土）
8時

合渡小入り
アーティスト等

入り
4年 1組

アウトリーチ 受付開始

4年 2組
アウトリーチ ワークショップ

振り返り・
インタビュー 昼食休憩

白山小入り ワークショップ

アーティスト等
岐阜着

5年 1組
アウトリーチ 発表会

打合せ・準備 聖マリア
アウトリーチ 全体振り返り

振り返り・イン
タビュー

振り返り アーティスト等
岐阜発

下見

7�/14（水） 7/15（木）

9:00

10:00

11:00 アーティスト等
岐阜着 白山小

12:00

13:00 下見・打合せ

14:00 聖マリア

15:00 合渡小

16:00 振り返り

17:00 インリーチ

18:00 アーティスト等
岐阜発

19:00

20:00

21:00

22:00

実施団体 一般財団法人岐阜市公共ホール管理財団
実施ホール 岐阜市文化センター
実施期間 令和 3年 11月３日（水・祝）～ 11月 6日（土）
アーティスト等 アーティスト：長井江里奈　　　　　　　　　アシスタント：北園優
コーディネーター 坂田雄平

■�アウトリーチ（実施日時、学校名等、対象、参加人数、会場）

① 11 月 4 日 （木） 　8:45 ～ 10:15、 岐阜市立合渡小学校、 4 年 1 組、 31 名、 体育館

② 11 月 4 日 （木） 10:40 ～ 12:10、 岐阜市立合渡小学校、 4 年 2 組、 34 名、 体育館　

③ 11 月 4 日 （木） 15:50 ～ 17:20、 聖マリア女学院中学校 ・ 高等学校、 ダンス部、 21 名、 体育館

④ 11 月 5 日 （金） 13:50 ～ 15:25、 岐阜市立白山小学校、 5 年 1 組、 31 名、 体育館　

■公募ワークショップ（実施日時、対象、参加料、参加人数、会場）

① 11 月 6 日 （土） 10:30 ～ 14:30、 小学校 4 年生～中学校 3 年生、 10 名、 岐阜市文化センター舞台付和室
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合渡小学校 4年 1組 合渡小学校 4年 2組

聖マリア女学院中学校・高等学校ダンス部 白山小学校 5年 1組

市内小学校 2 校 （3 クラス） と中高一貫校のダンス部に実施しました。 当初は、 他施設視察時のアウトリーチ先を参考とし、 「ダンス」 の

裾野を広げる目的として、 まず小学校へのアウトリーチ 1 回、 そして中学校、 高校、 大学のダンス部のうち 1 ～ 2 回、 市内の企業の職員向

け（普段ダンスに縁遠い層に届ける趣旨で）に 1 回を候補としました。 小学校は校長会にて 1 校公募することを決定しました。 次に、中学校、

高校のダンス部は今回実施した聖マリア女学院中学校 ・ 高等学校ダンス部が唯一のダンス部のため選定しました。 大学のダンス部について

は日程調整が難航したため見送りました。 市内の企業については、 地元新聞社を選定しましたが、 新型コロナウイルス感染症の影響のため

辞退されました。 そのため、 市内の企業実施分を小学校への実施とし、 公募する学校数を 2 校に増やして実施しました。

①  合渡小学校 （4 年 1 組、 2 組）

　   各組ともウォーミングアップを実施し、 その後アーティストのパフォーマンスを入れた挨拶、 準備運動を実施しました。 アシスタントのピアノ

の北園優さんによる 「ぐにゃぐにゃ」 などの指示のもと、 縦横無尽に創造力を働かせて体を動かすなど、 自由な表現を楽しんでいる様子

でした。 先生方も 「決まった形ではなく自由に踊れるからのびのびしていた。」 「いつもおとなしい生徒も自分を表現でき、 殻を破れたと思

う。」 など児童の普段との違いについての感想をいただきました。

②聖マリア女学院中学校 ・ 高等学校ダンス部

　   普段のダンス部のウォーミングアップから始まり、アーティストの前で部員による創作ダンス 「フリージア」 を披露しました。 その後、パフォー

マンスを入れながらアーティストの挨拶 ・ 準備体操を実施し、 「舞台はお客さんのためにあり、 満足してもらう必要があること」 などダンスを

舞台で披露する心構えをお話いただきました。 ピアノの即興演奏に合わせて動くなど普段と違う創造力を働かせる身体表現のワークショッ

プを実施しました。 一通りのワークショップ実施後に最初に披露した 「フリージア」 を踊りました。 ダンス部の顧問からは 「普段は学年を

気にしているが、 今日はアーティストの計らいもあり年齢差を気にせず動けたことも良かったし、 創作のコツを教えてもらえて良かった」 な

どの感想をいただき、 ワークショップの前後で普段練習してる創作ダンスのパフォーマンスに大きな変化を読み取ることが出来ました。

③白山小学校　5 年 1 組

　   準備体操、 アーティストの自己紹介を通して、 児童の緊張を解しつつ、 和やかな雰囲気で始まりました。 その後、 アーティストの真似をし

て身体を動かしたり、 ピアノのリズムや合図に合わせて寝転ぶ ・ 起きるなどの表現活動を行う内容を実施しました。 アシスタントのピアノの

北園優さんによる 「どうしても地面が嫌い」 「世界初の三角」 などの創造力を刺激する指示が出され、児童が楽しく指示に応えていました。

先生からは 「勉強が苦手、 運動も苦手という子も積極的に参加できていたことが嬉しい」 などの生徒が楽しんで参加している様子の感想

をいただきました。 そして、 先生が全力でワークショップを楽しんで参加していたのが印象に残りました。

事業概要
Aプログラム　岐阜県岐阜市／岐阜市文化センター

アウトリーチ
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当初は、 ダンス指導者向けのワークショップを実施することを計画していましたが、 7 月の下見時のアーティ

スト ・ コーディネーターとの打合せにおいて、 普段来館されない層に来館してもらうためにはとの趣旨も込め、

対象を小学 4 年～中学 3 年までとしました。 参加しやすいように、チラシ作成では 「楽しくダンス！ワークショッ

プ」 と題し、 写真を多く使用し楽しい雰囲気を出すように工夫しました。 小中学校へチラシ配布を実施しました

が、 ワークショップ実施日が土曜日ということもあり、 土曜授業や運動会などとも重なり、 参加者数が伸び悩み

ました。 岐阜県洋舞家協会へ依頼し、 ダンス教室へチラシ配布してもらった結果、 数名の参加がありましたが、

最終的には定員を満たさない 11 名の応募となりました。 当日は、応募 11 名のところ、10 名の参加となりました。

ワークショップは、 午前中はピアノ演奏に合わせて様々なワークを行い、 午後から保護者の見学が可能な発

表会を実施しました。 決められた振り付けではなく音やテーマに合わせて自由に踊るということで、 酔っぱらい

のような歩き方や体がゆっくり溶けていくイメージで倒れるなど、 アーティストの用意したワークに対して楽しそう

にのびのびと参加している姿が見て取れました。 参加者全員と順番にペアを組んで行うワークなどもみんな積

極的に動くことができており、 発表会の構成を決める作成会議では、 子どもたちからも次々に意見が出ていま

した。 発表会についてはアーティストに衣装とともに大きな布を用意いただき、 振り付けに組み込むことで自然

に参加者同士の距離も確保できたため、 新型コロナウイルス感染症対策としても大きな効果がありました。 ワー

クショップ終了後には参加者から「次も参加したい」「今後も継続して欲しい」といった声も聞くことができたため、

今後のダンス事業の継続にも期待の持てる結果となりました。

22-05-144_本文.indd   1222-05-144_本文.indd   12 2022/06/17   午前 11:51:502022/06/17   午前 11:51:50



-13-

　11 月 4 日（木）聖マリア女学院中学校・高等学校、ダンス部

●ダンス部員によるダンス披露（ワーク実施前）
部活動で練習しているダンスの披露。 「フリージア」 （部員

によるオリジナル振り付け）

●自己紹介・パフォーマンス
パフォーマンスを入れながら講師の挨拶 ・ 準備体操。 その

後、今回のアウトリーチの目的について講師のお話。「ダンスっ

てなんだ」 を考えてもらいたい。 ダンスは動きを揃えることが

目的ではない。 「どうして踊っているのか」 「なぜ人前で踊る

のか」 など生徒に問いかけ、 「舞台はお客さんのためにあり、

満足してもらう必要があること」 「自分が楽しい踊りとお客さん

のための踊りは違うこと」 など、 舞台でダンスを披露するため

の心構えのお話。

●ピアノの即興演奏に合わせて動く
講師の合図に合わせて倒れて起き上がる動きから始まり、

ピアノの伴奏に合わせてゆっくりと石像が解けるようなイメージ

の動き、 脱力した状態から腕を回し、 勢いをつけて手を挙げ

る動きなどに取り組む。 踊る際にカウントをとるのではなく、 音

を聞いて踊れることを目指す。 体育館全体を使用して、 最初

はピアノの即興演奏に合わせて歩くだけの動きから始まり、 次

第に上半身の動きや好きな曲の振り付けが加わった。その後、

ペアを組んで相手の動きに合わせて自分の身体で形を作るな

どの動きも加わると、 音を聞いて動けている人の動きがはっき

りとわかるようになり、 ペアの組み合わせを自由に変える中で

他の人も自分の動きを見直す姿が見られた。

●ダンス部員によるダンス披露（ワーク実施後）
朝起きてからの動作を一連のダンスにしていく。 寝ている動

作からカーテンを開ける、扉を開ける、風を受ける、静かに動く、

スリッパで滑ってみる、 ガラスにぶつかって倒れる、 手を洗う、

歯を磨くといった動作を繋げていった。 これがダンスになるの

か、 といった反応をする参加者が多かったが、 曲がかかって

からは音に合わせて弾んでいる姿が見て取れた。

●振り返り
ダンス部ということで普段は動きを揃えることを重視しなけれ

ばいけない中で、 今日はダンスの楽しみを感じてもらうことが

できた。部員の中にも個性の強い自分の踊りができる子と、きっ

ちり動きを合わせることが得意な子がいるので、 時間があれば

グループを分けて取り組めると良かった。 市内で唯一のダン

ス部ということもあるので、 今後財団とも連携してイベント等取

り組めると良いとの講師のお話。

プログラム詳細

Aプログラム　岐阜県岐阜市／岐阜市文化センター
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担当者の報告・評価
岐阜市文化センター　山田誠

●この事業への応募動機
当財団では、 これまで実施してこなかった 「ダンス」 というジャンルの自主事業として、 平成 29 年度より 「初

心者のためのダンスワークショップ」 を開始しました。 この事業は、 今までダンス経験がない小中高生向けの

事業で、 ダンスに興味を持ってもらえるように、 ダンス分野の裾野を広げることができればという思いで始めた

事業です。 次に、 ダンスの分野の裾野を広げるためには、 地域のダンス指導者のレベルアップも同時に図る

必要があると考え、 その目的を実現するために、 公共ホール現代ダンス活性化事業の A プログラムを活用し、

ダンスの指導者を主な対象としたワークショップの開催と、 地元の学生向けアウトリーチの実施を計画して、 一

昨年度に応募しました。 応募が採択され、 昨年度実施となりましたが、 新型コロナウイルス感染症拡大防止の

観点から昨年度実施を中止し、 同様の内容で今年度実施するため、 再度応募して、 今年度実施する運びと

なりました。

●事業のねらいと企画のポイント
アーティスト、 コーディネーターとの打合せを重ねていく中で、 当初の目的のダンス分野の裾野を広げ、 ダ

ンス指導者のレベルアップというよりは、 「文化センターの認知度を上げる」、 「普段文化センターへ来館しない

層への働きかけ」 を課題と捉え、 そういった課題解決も事業実施の意義と位置づけました。 事業企画への反

映を検討し、 「普段、 岐阜市文化センターに来館しない、 そして岐阜市文化センターの認知度も低い」 と思

われる小中学生に向けて実施できないかと検討し、公募ワークショップの対象を小学 4 年～中学 3 年としました。

●企画実施にあたり苦労した点
アウトリーチの小学校については、 アーティストとの打合せにおいて、 アウトリーチの参加人数は 1 クラス単

位 （30 名前後） が適切ということで、 募集を 1 クラス単位で依頼しました。 応募があった学校から問い合わせ

があり、1 クラスを選定するのが困難なので、1 学年単位で依頼できないかと相談されました。 アーティスト、コー

ディネーターにも相談して、 アウトリーチ回数の上限までは対応可能ということで、 複数クラスの参加も可能とし

て実施することとしました。 学校、 アーティスト、 コーディネーターとのそういった調整に苦労しました。 また公

募ワークショップは、 対象が小学 4 年～中学 3 年まで定員 20 名で応募しましたが、 なかなか定員に達するこ

とが出来ず、 苦戦しました。 市内小中学校にチラシを配布し、 岐阜県洋舞家協会協力の元、 ダンス教室にも

チラシを配布しましたが、 最終応募は 11 名でした。 土曜日の開催となり、 その日が運動会又は土曜授業とい

うことで参加できない学校もあったので、 今後は実施日を慎重に選ぶべきと思いました。

●事業の成果と課題
ダンスのアウトリーチはこれまで実施したことがなく、 市内小学校や市内唯一の中学 ・ 高校のダンス部へ行く

ことができたのは良かったです。 また、 普段岐阜市文化センターへ足を運ばない年齢層の小中学生を対象に

実施したワークショップは、 定員に達することはできませんでしたが、 「次も継続してほしい」 との参加者の意

見もあり、一定の成果を上げることが出来ました。 今回実施したコンテンポラリーダンスを通した表現活動のワー

クショップでは、 ダンスの優劣や技術の習得ではなく、 個性豊かな創造力に力点が置かれ、 普段の学校生活

では評価されにくい児童も褒められるプログラム内容であり、 自己肯定感が高まる事も期待できると感じました。

文化施設に求められる役割として、これまで財団で実施できてこなかった文化芸術を通した地域の課題解決に、

今後繋げていければと思います。

●今後の事業展開や展望
アウトリーチ先の小学校の先生やワークショップ参加の生徒 ・ 児童からもまた参加したいと要望もあり、 何ら

かの形で次へ繋げられるように検討していきたいです。 また、 今回実施したアウトリーチ先の聖マリア女学院中

学校 ・ 高等学校ダンス部は市内唯一の中学 ・ 高校のダンス部のため、 今後も文化施設と繋がりを持てるよう

に関係を構築していきたいです。 今回、 A プログラムを実施したので、 B、 C プログラムへのステップアップも

視野に入れていくべきではありますが、 A プログラムで実施したアウトリーチ、 ワークショップの回数を積み上げ

ていくなど地道にできることから展開していくことも重要と考えています。
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●この地域のダン活の特徴
岐阜県の県庁所在地、 岐阜市。 駅を降りれば高層ビルと活気にあふれた商店街、 その中心地に位置する

のが岐阜市文化センターだ。 少し車を走らせれば、 織田信長が天下統一を夢見た岐阜城や鵜飼で有名な長

良川といった名所もある。 岐阜市でのダン活は本来、 令和 2 年度に長井江里奈さんによる A プログラムを開

催の予定であったが、 新型コロナウイルスの感染拡大を受け、 今年度 （令和 3 年度） へ延期開催となった。

研修会からカウントすると足掛け３年となった。 今年度のダン活も、 下見後の 9 月には新型コロナウイルスの感

染者数も膨れ上がり、 一時は開催も危ぶまれたが、 担当者の強い思いと徹底した感染症対策をもって開催す

ることとなった。 本番期間は急速な感染者の減少により、 市内の感染者はほぼゼロの中、 無事開催することが

できた。

プログラムは文化センターの利用者 ・ 来場者に高齢者が多いことを背景に、 若い人にも館に足を運んでもら

いたいという方針のもと、 小学生や中学生、 高校生と接点を育むアウトリーチと公募のワークショップが企画さ

れた。 アウトリーチは小学校と、 中高一貫校のダンス部で開催。 小学校アウトリーチは中心市街から少し離れ

た小学校と、 中心市街にある小学校で行われた。 同じ小規模校ながら、 対照的な立地にある小学校での開

催は非常に対照的なものとなった。 中心市街地の学校は下見の段階から、子供たちの自己肯定感・学校生活・

私生活のあり方など、 都市部ならではの課題があることも担任の先生から伺っていた。 本番は、 誰も取りこぼ

すことなくみんなが参加することができるダンスプログラムとなり、 自己肯定感の高まりや多様な課題への一助と

なる可能性も垣間見られる内容となった。 中高一貫校のダンス部は、岐阜市内中学校・高校で唯一のダンス部。

普段は創作ダンスの活動に取り組む中高生 21 名がはじめてのコンテンポラリーダンスに挑んだ。 ダンスのワー

クショップのなか、 自分の身体とダンス、 曲との向き合い方などの長井さんの捉え方についてのメッセージが投

げかけられた。 プログラムではワークショップを挟んで、 最初と最後に生徒たちの同じ創作ダンスを披露する機

会が設けられたが、最後のダンスは個々の自由な身体性が垣間見られ、伸びやかさを感じるものとなっていた。

公募 WS は小学生から中学生までの 10 名がコンテンポラリーダンスを午前と午後に渡って体験し、 最後は保

護者を招いたミニ発表を行うことができた。

●課題とこれからに向けて
全国各地の公立文化施設、 特に歴史のある施設の多くは、 長い年月、 市民の文化活動の拠点である一方、

市民文化団体の高齢化や人口減少に伴う文化活動の縮小、 利用者の固定化などの多くの課題に直面してい

る。 今回のダン活もそうした背景を踏まえての開催となったが、コロナ禍でいっそう文化活動が停滞するなかで、

どのように若い世代と接点を持つのか、 あるいは岐阜市の文化拠点としてこれからどのように地域課題と向き

合っていくのか、 その手がかりを多く見つけることができたダン活だったのではないだろうか。 市内唯一の中高

ダンス部との出会いは、 文化センターの新しいパートナーづくりとしての可能性を、 アウトリーチではダンスを通

じた子どもたちの自己肯定感の獲得や地域課題の解決への一助となる可能性を、 強く感じることができた。 担

当者とアーティストが築いた確かなパートナーシップは大切な財産。 これからもアーティストとともに若い世代や

地域と向き合う事業について意見を交わし、 そして小さくとも確かな一歩を取り組んでほしい。 これからの岐阜

市が楽しみになるダン活でした。

コーディネーターレポート
坂田雄平
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実施期間

11/17（水） 11/18（木） 11/19（金） 11/20（土）

移動 移動

東郷中学校アウト
リーチ（１年生対象）

WS事前確認

移動

東郷中学校アウト
リーチ（２年生対象）

東郷中学校アウト
リーチ（３年生対象）

WS

事前打合せ

移動

フィードバック
先生方とフィー
ドバック

フィードバック

移動

フィードバック
WS事前打合せ

移動

下見

7/7（水） 7/8（木）

9:00 移動

10:00 移動

11:00
東郷中学校
下見・打合せ

12:00

13:00 事前打合せ

14:00

15:00
打合せ・
小劇場下見

16:00

17:00

18:00 移動

19:00

20:00

21:00

22:00

実施団体 公益財団法人北九州市芸術文化振興財団

実施ホール 北九州芸術劇場

実施期間 令和 3年 11月 17日（水）～ 11月 20日（土）

アーティスト等 アーティスト：藤田善宏　　　　　　　　　アシスタント：酒井大輝

コーディネーター 小岩秀太郎

■�アウトリーチ（実施日時、学校名等、対象、参加人数、会場）

①　11 月 18 日 （木） 10 ： 50 ～ 12 ： 40　北九州市立東郷中学校　1 年生 25 名 （うち 1 名見学）　体育館

②　11 月 18 日 （木） 13 ： 30 ～ 15 ： 20　北九州市立東郷中学校　2 年生 23 名　体育館

③　11 月 19 日 （金） 13 ： 30 ～ 15 ： 20　北九州市立東郷中学校　3 年生 28 名　体育館

■公募ワークショップ（実施日時、対象、参加料、参加人数、会場）

①　11 月 20 日 （土） 13 ： 00 ～ 15 ： 00　40 歳以下の表現者　500 円　7 名　北九州芸術劇場 （小劇場）

北九州芸術劇場　実施データ
Aプログラム
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東郷中学校 東郷中学校

東郷中学校 東郷中学校

北九州芸術劇場では、 これまで様々な学校アウトリーチを行ってきたが、 中学生を対象としたダンスのアウトリーチは

実施したことが無かった。 枠にとらわれず自身を表現することで自己肯定感を高め、身体を通して他者とコミュニケーショ

ンをとることの重要性を若い世代に伝えることを目的とし、 北九州市立東郷中学校の 1 ～ 3 年生の全学年それぞれに

授業 2 コマの時間 （100 分） を使って実施した。

学校下見の際に先生方から、 生徒たちが普段外部の人と出会ったり、 新しい何かを見つけたりといった機会が非常に

少ない環境のなか、 さらに新型コロナウイルスによって一層他者とのコミュニケーションが減っているといった問題を抱え

ていることを伺い、 藤田さんにはコミュニケーションを重視したワーク内容をお願いした。 その結果今回のアウトリーチで

は、 「踊る」 ということに意識をせず生徒同士や教師と生徒で互いに信頼し合いながら何かを行うこと ・ 共有し合うこと

の重要性、 楽しさを見出してもらうことができた。

当初は、 中学生という多感な時期にある対象にダンスを届けるということについて、 受け入れてもらえるかどうか不安

要素が多かったのだが、 そういった年代だからこそより強く＜自身と他人の関わり＞を感じてもらうことができ、 コンテン

ポラリーダンスを通して身体表現の楽しさを体験していただくことができた。

実施の際の難点は、 普段、 当劇場で行う 2 日間のアウトリーチプログラムと比較して、 100 分 （1 日のみの単発プロ

グラム） は忙しい中学校のスケジュールと調整がしやすい半面、ほぐしの時間 （恥ずかしさや緊張を和らげる為のウォー

ミングアップ） に時間がかかる為、 少し踏み込んだ内容のワークを行う場合は 100 分では難しかった点と、 新型コロナ

ウイルスの影響によって、教育委員会の定める 「授業実施上の留意点」 のなかで行わなければならなかった点だ。 ワー

ク内容も 「接触は避け、 2 メートル以内で向かい合ってのワークは 15 分程度に収める」 などの制限があり、 今回は学

校とも相談の上、 参加者全員がビニール手袋を着用し実施した。

事業概要
Aプログラム　福岡県北九州市／北九州芸術劇場
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公募ワークショップ
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　【藤田善宏ダンスワークショップ 「ヒトとオドル、 モノとオドル、 ココロオドル」】

普段コンテンポラリーダンスに触れる機会が少ない若年層にも体験していただき、 新たな価値観や自身の可

能性を発見してもらうこと、 演劇 ・ ダンス ・ 音楽 ・ ものづくりなど様々な表現活動を行っている表現者たちが集

い、 普段の活動ではなかなか出会うことのないジャンルの人とコミュニケーションをとることで新たな繋がりが生

まれることを期待して実施した。 対象は 「40 歳以下の表現者」 に絞り、 チラシやポスター、 劇場 HP、 SNS 等

で募集を行った。 集まったのは 18 歳～ 39 歳の様々な表現のジャンルで活動している人々で、 フラダンスや

競技ダンスを長年している人や、 書道教室の講師をしている人、 コスプレイヤー （コスプレ） の衣装を制作し

ている人など多様な経歴を持った表現者の参加となった。 ダンスを全く踊ったことがない初心者も数名いたが、

ダンス経験の有無に関係なく、 それぞれが持ち合わせた個性や発想力を生かしながら、 ペアワークやグルー

プワークを通じ他者と協力しながら作り上げるプログラム内容となった。

ワークショップ終了後、 参加者同士で自身の活動について詳しく語り合ったり、 今後の為にと連絡先を交換

したりといった積極的なコミュニケーションがみられた。 ジャンルに縛られず、 一つの場を通じて色々な表現者

が出会い、 活躍する場を今後も増やしていきたい。
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プログラム詳細

　11 月 20 日（土）「ヒトとオドル、モノとオドル、ココ

ロオドル」

●言葉を使わずに自己紹介→指を指し鬼ごっこ
受付や着替えを終えると、 参加者は元々付けていたマスク

の上から更に顔の上半分を覆うようにマスクをつけ、 お互いに

素顔が見えない状態で会場に入った。 初めに 1 人ずつ前に

出て、 他の参加者に向けて言葉を使わず自身の名前と普段

活動しているジャンルをジェスチャーで表し、 見ている人はそ

れを当てるクイズを行った。 お互いの素性を当て合った後は、

他の人に呼ばれたい名前を決め、 名前を覚えるために鬼ごっ

こを行った。 代表者が 1 名鬼となり、 狙った対象に指を指し

ながら近づく。 逃げている対象者はタッチされるまでに他の人

の名前を呼ぶことで対象をその人に移す、 といったタイミング

やとっさの判断が必要なウォーミングアップとなった。

●イス取りゲーム
東郷中学校のアウトリーチでも同様に行ったゲーム。 代表

者 （鬼） を 1 名決め、 他の参加者は全員イスに座った状態

でスタート。 イスからイスへ移動することで、 1 つだけ空いたイ

スに座ろうとする代表者 （鬼） からイスを守るゲーム。 考えな

がら、互いに呼びかけ合ったり協力し合ったり、コミュニケーショ

ンが重要となるゲームとなった。

●ティッシュの受け渡し
ペアになり、 1 人がティッシュを 1 枚持ち、 無重力空間に

いるようにゆっくりと一定に動かす。 もう一人が相手の身体（腕

や脚） を触って操りながら動きの向きを変え、 その動きに合

わせながらティッシュを受け取る。 ペアを次々交代していき、

最終的には全員で受け渡しを行った。 会場の一部にだけ照

明を当て、 1 つの空間を作ることでより幻想的なものになった。

●イスを奪い合うペアワーク＆発表
ペアで 1 つのイスを使い、 交互に座っている人を押しのけ

たりして奪い合うというワーク （力づくではなく演技で大げさに

転がったり） を行った。 それらを応用して、 ペアで 1 つテー

マを決め、 自身の経歴や特技を反映させながらストーリー性

のあるイスの奪い合いを通した表現を行い、 参加者同士で成

果発表を行った。

Aプログラム　福岡県北九州市／北九州芸術劇場
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●この事業への応募動機
北九州芸術劇場では、 以前からダンスの公演、 ワークショップ、 アウトリーチ事業を実施してきているが、 若

い世代、特に学生など、まだ十分にアプローチできていない層があるため、この事業の力を借りていつもとは違っ

た対象や方法で行うことで、 これまでに劇場が出会ったことのない方々と繋がることへの新たな挑戦と、 北九州

市で活動する表現者の育成を図りたいという思いで応募した。

●事業のねらいと企画のポイント
「若者」 ということを 1 つのテーマに、 他者との繋がりを持つ楽しさや喜びを感じてもらうこと、 そして新規の

劇場ユーザーの開拓を狙いとして企画を考えた。 特に学生へのアプローチを考えたとき、 小～大学生という対

象の中で、 思春期ならではの悩みや、 迷いを持つ多感な時期にある中学生という年代が良いのではないかと

考え中学生対象を第一希望とした。 公募ワークショップでは、 普段の生活や活動ではなかなか出会うことのな

い地元のアーティスト同士を結びつけることで、 影響しあい、 新たな化学変化が起きることを狙って今回の企画

が生まれた。

●企画実施にあたり苦労した点
昨年度の実施延期の判断から今年度実施までの中で 1 番苦労したことは、 アウトリーチの受け入れ先がなか

なか見つからなかったことだ。 企画案の中には大学生 ・ 専門学校生や就活生などいくつか候補先を挙げてい

たが、 新型コロナウイルスの影響で施設の休館や大学が休校になる等、 候補先へのアプローチ自体が難しかっ

た。 アウトリーチ先の対象を中学校に絞った後も、 普段から当劇場が学芸事業でご協力頂いている北九州市教

育委員会に相談したが、 緊急事態宣言ということもあり各学校の状況やスケジュールの見通しがなかなか立たな

かった。 結果的には、 中学校教員の親族がいる当劇場のスタッフの協力で、 今回の東郷中学校とのご縁に結

びついた。

ワークショップは、 表現者がなかなか集まらなかったことが挙げられる。 チラシ ・ ポスター ・ ラジオ ・ SNS 広告

…と様々な方法で広報を行ったが、 実施が芸術活動の盛んな 11 月中旬であることや土曜日ということもあるの

か、 それぞれの表現活動が忙しく、 興味を持ってもらえてもなかなか参加までに繋がらなかった。

●事業の成果と課題
中学校アウトリーチでは、 実施前は生徒たちの中で 「踊る」 ということに非常に抵抗があった様子だった。

しかし、 枠にはまった動きをしなくても良い ・ 自由な発想で良いというコンテンポラリーダンスの特性を生かした

内容で他者とのコミュニケーションや、 自身と向き合うことができることの重要性を実感してもらえた。 ワーク中で

も次第に声を掛け合ったり、 話し合ったりといった積極的なコミュニケーションが見られるようになっていった。

ワークショップは、 今回の参加者 （表現者） の方々にとって普段の活動範囲から 1 歩飛び出して、 異ジャ

ンルに触れてみるきっかけとなった。 実施後のアンケートでは 「日頃は個人で創作することが多いのでとても刺

激的な 1 日になった」 との感想を頂いた。 今後の課題は先にも述べたように、 ワークショップの集客面が挙げ

られる。 対象が集まりやすい時期 （日程） を企画の段階で検討していく必要があると感じた。

●今後の事業展開や展望
今回のアウトリーチとワークショップで得られた経験や情報、 繋がりを劇場内部でも共有しながら、 今後の企

画に活かしていけたらと思う。 「様々なジャンルの若い表現者向け」 のように、 若者に興味を持ってもらい、 足

を運んで貰えるよう、 他では体験できないワークショップ等を今後も継続的に企画 ・ 実施していきたい。 また地

元アーティストを時に支援し、 時には力を借りながら北九州市の芸術文化を共に盛り上げていきたい。

担当者の報告・評価
北九州芸術劇場　秋山夏未
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●この地域のダン活の特徴
北九州芸術劇場は、様々な企画、貸し館業務もあり、また立地も市中心部にあることで、北九州のみならず、

九州全体の芸術文化発信地として知られるところである。 アーティスト藤田善宏氏による A プロであったが、 昨

年度はコロナ禍によって実施できず、 コーディネーター、 地域創造担当者が入れ替わった上で改めて再始動

した今年度であった。 昨年度から引き続きのホール担当者は入館 2 年目、 コロナで現場や企画づくりを経験

する機会がなかったという。 そのような中で、 自分なりに 「若者に芸術が届いていない」 「ホールに若者が足

を運んでくれない」 という北九州市の芸術文化界の課題にたどり着き、 それを起点として、 アウトリーチ （OR）

先を検討した。 結果、 「中学校」 を OR 先に定めて募集をかけ、 コロナ禍でなかなか受け入れ学校の手が挙

がらない、 ペンディング状態でもがきながら、 ようやく市内から離れた中学校の全学年への OR が決定した。

学校事情をリサーチすると、 学区内の３つの小学校から生徒が集まっているが、 その 3 つの小学校児童の多

くが当中学ではなく、 市街地に近い学校や私学を目指し、 当中学に通う生徒は校長曰く 「向上心や興味が薄

い生徒が集まっている」 とのこと。 地元にも外にも興味が薄く、 コロナ禍による例年の学校行事が実施できず、

生徒間の交流や信頼関係の構築ができていないことで、 バラバラな感じがあると先生方は言う。 館側の 「若者

に芸術への興味をもってもらう」 ことに加え、 この学校が現在抱える課題、 さらに多感な中学生を相手に、 アー

ティスト藤田氏がどう打開していくのかが期待された。

藤田氏は、 「引っ込み思案」 「静か」 など、 事前リサーチしていた生徒事情を鑑み、 各学年カスタマイズし

ながら、 ダンスを “やらせる” のではなく、 椅子とりゲームのようなアイスブレイクに時間をかけ、 いつの間にか

体を動かし、 互いの距離感が縮まり相手に向き合う、 力を借りるようなゲームをしているうちに踊らされていると

いう見事な進め方だった。 最後に、 地域の特徴を表すキーワードを生徒からあげてもらい、 振り付け、 学年ご

とのダンスを創作して皆で踊った。

先生方によるフィードバックでは、 普段トラブルメイカーの生徒が、 授業に参加はしなかったがかなり興味を

示していたこと （覗き見したり他学年 OR の際ちょっかいをかけにきた）、 普段積極的ではない生徒も踊ってい

たこと、 コロナなどで距離感があった生徒たちが力を合わせてダンスに取り組む姿が見られて感動したことなど

が挙げられた。 そして何より、 ダンス授業に懐疑的だった体育科の男性教諭が最終的に最大の協力者となり、

自ら体を動かし、 生徒の変化に驚き感激していた姿を目の当たりすることができた。 ダンスが持つ可能性を改

めて感じさせられた一場面であった。

公募 WS では、 市内在住 「表現者」 をターゲットとした。 多方面多分野での WS 実施が豊富な当館だが、

表現者向けは初めてとのこと。 ダンスを通した異ジャンルとの出会いとコミュニケーションを通して、 表現活動の

幅を広げてもらえることを目的とした企画であった。 参加者はダンス経験者や書道家、 コスプレイヤーなど、 芸

術に力を入れている北九州らしい多彩な顔ぶれであった。 この新しい出会いを WS 一回で終わらせない、 今

後も続いていくよう連絡先交換を促すなど、 工夫がなされていた。

●課題とこれからに向けて
本ダン活の振り返りで見えてきた、 芸術経験値が高いホールならではの課題がある。 都市型の当館には多

くの企画実績と成功体験があり、 それを元に作り上げられた円滑な実施のためのマニュアルが、 少し人間関係

を機械的、 一方通行的にさせているのではないかという点だ。 予算や時間の管理徹底は、 文化事業の企画

完遂においても雇用面においても遵守すべき点である。 しかしながら、 事業を実施していく上で、 担当者自身

がアーティストとの出会いを楽しみ、 きちんとコミュニケーションを取ることが大切であり、 そこで得られる喜びや

気付きなどが担当者やホールの大きな財産になるのではないだろうか。

担当者には、 OR での男性教諭の心変わりを目の当たりにしたことや、 WS 参加者である 「表現者」 をつな

げるきっかけ作りができたという経験、 そしてコロナ禍というマニュアルのない対応を求められた中での実施経

験を活かし、 担当者とアーティスト間のコミュニケーションの大切さを実感するとともに、 ダンスにさらなる希望と、

熱のある楽しい企画を今後も期待している。

コーディネーターレポート
小岩秀太郎
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実施期間

1/20（木） 1/21（金） 1/22（土） 1/23（日）

公募WS

さかいっこ
ひろばOR①

市内視察

全体振り返り

集合 さかいっこ
ひろばOR②

公募WS
最終打合せ 大阪市内視察

最終打合せ ひろば振り返り

SAKAIsuns�OR 解散

インタビュー撮影

解散

下見

9/10�（金） 9/11（土）

9:00

10:00

11:00 集合
さかいっこ
ひろば打合せ

12:00 全体打合せ

13:00
ベルデさかい
打合せ

アーティスト
インタビュー

14:00 移動

15:00
英彰子ども食堂
ここなら下見

16:00
さかいっこ
ひろば下見

まとめ・
全体打合せ

17:00

18:00 SAKAIsuns打合せ 解散

19:00

20:00

21:00

22:00

実施団体 公益財団法人堺市文化振興財団

実施ホール フェニーチェ堺

実施期間 令和 4年 1月 20日（木）～ 1月 23日（日）

アーティスト等 アーティスト：マニシア　　　　　　　　　アシスタント（パーカッショニスト）：DAI

コーディネーター 神前沙織

■�アウトリーチ（実施日時、学校名等、対象、参加人数、会場）

①　1 月 20 日 ( 木 )18:45 ～ 20:15　SAKAIsuns　同チームメイト及び見学者　19 名　堺市立健康福祉プラザ体育室　

②　1 月 21 日 ( 金 )11:00 ～ 12:00　さかいっこひろば　1 歳児とその保護者　4 組 8 名　同ひろば

③　1 月 21 日 ( 金 )14:00 ～ 15:00　さかいっこひろば　0 ～ 4 歳児とその保護者　7 組 15 名 同ひろば

■公募ワークショップ（実施日時、対象、参加料、参加人数、会場）

①　1 月 23 日 ( 日 )10:00 ～ 12:30　広く一般　20 名　フェニーチェ堺大スタジオ

フェニーチェ堺　実施データ
Aプログラム
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事業概要
Aプログラム　大阪府堺市／フェニーチェ堺

SAKAIsuns SAKAIsuns

さかいっこひろば さかいっこひろば

堺市が掲げる文化施策の一つとして、 地域に入りその課題解決のため芸術の力を活用する、 社会包摂型アウトリーチへの注

力が当財団には課されている。 通常は学校園での音楽、 造形アウトリーチなどを実施しているものの、 初めてのコンテンポラリー

ダンスという分野を届ける先はどうすべきかと担当者間でも相談し、 マニシアさんの活動や信条としているところから、 障害者およ

び親子と選定した。

①車いすバスケットボールチーム　SAKAIsuns （サカイサンズ）

最初に話を持ち掛けたのは市内の障害者福祉施設で、 担当者とは毎年、 施設内でのコンサートを行っていた関係もあり、 当

人が運営する車いすバスケットボールチームでの実施が決定した。

当日まで参加者数が読めない状況が続いたが、 メンバー 15 名と財団関係者 4 名でのワークが実現した。

チームからの希望で、 マニシアさんも含めた全員が競技用車いすに乗ったままのワークである。

最初に腕の曲げ伸ばしなど各々ができる範囲の動きを確認し合った後、 グループに分かれてチーム名から振りを作る。 全員

が真剣に考え、 バスケ経験や障害の有無、 互いの持つ特性に合わせるよう、 各自ができる動きを丁寧に確認し合いながら動き

を広げる。 ボールを取り出し、 バスケの動きを取り入れるグループもあった。

元々、 障害者、 健常者が入り混じるチームで、 ぞれぞれができる範囲で参加することに抵抗も強制力もない。 ダンスとの親和

性も高かった。

②さかいっこひろば

ホールからほど近い子育てひろば。 午前午後の２回で設定したが、 事前申込が始まるとすぐに枠が埋まった。

1 回目は 1 歳児とママ４組。 2 回目はキャンセルが多く、 急遽その場にいた 0 ～ 4 歳の親子に参加していただいた。

普段と違う様子に不機嫌になる子も多く、 そんな子どもを気にしてなんとか参加させようとしていた母も、 ウォームアップ、 普段

の動きを踊りにするワークと進む内に、 自分が踊っている様子を子どもが見つめていることに気付き、 場に参加することで子ども

の参加を促すような場面も見られた。
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公募ワークショップ
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指定管理を行うフェニーチェ堺事業としては 2020 年、2021 年と 2 年に渡り 8 回のコンテンポラリーダンスワー

クショップを実施している。 担当である財団本部事業課では初の試みであった。

広報については一貫して 「ダンス」 という部分を前面に出さずにチラシ、 ホームページを作成した。 同施設

でコンテンポラリーの実績がある分、 差別化を図りたかったことと、 ダンスという括りを作るとどうしても敷居が高

くなって敬遠してしまうことが予想され、 そういった層にこそ、 体験してほしい機会と考えたためである。 これに

伴い、 全体を通して、 集う参加者の全員が何にも阻害されない自由に表現できる時間と場所の提供をすること、

表現すること、 伝え合うことの大切さを考える機会とすることをコンセプトとした。

参加者の募集は、 大変苦戦したものの、 別事業である学校アウトリーチ先や堺市を通じて高齢者のチアダン

スワークショップへの参加者への広報を行ったこともあり、 申し込みは定員 20 名に上り、 締め切った。

当日は感染状況の拡大の影響もあり、 参加者は 16 名となったが、 3 歳から 68 歳までの多世代が集った。

ダンス経験者、「子どもが踊ることがすきだから」 と参加してくれた親子連れなど、初心者経験者も入り混じり、

穏やかな雰囲気の中進行した。

開始時から参加者はあまり緊張している様子がなく、 アーティストの指示ですぐに動きが広がっていった。 年

代も性別もばらばら、 それぞれに違う体が、 互いのできる範囲で同じ動きをして、 それが広がっていくことを存

分に楽しんでいた様子であった。

ジャンベ ( 西アフリカの打楽器 ) の生演奏も、 参加者のボルテージを上げていくことに非常に効果的で、 本

人たちが一番らしく踊れるように手助けしてくれた。
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プログラム詳細

　1 月 23 日（日）公募ワークショップ　対象：広く市民

●導入・自己紹介、体ほぐし　
円になり、 配った紐を使って名前に動きをつけ、 自己紹介

をしていく。

そのまま体ほぐしをして、 紐の端を掴んで歩き回る。

ジグザグに歩くと紐が絡まるので、 足や脇の下を通していく

と、 会場のそこかしこで笑い声が上がる。

●ストップ・アンド・ゴー、列になってついていく　
スタジオを自由に歩く、 出されたお題の形に音楽と合わせ

て止まる。 お題は「怒り狂うイチゴケーキ」「酔いどれカモメ」「し

かめっ面の床タイル」 …お題を重ねていく毎に徐々にお題の

形を意識しながら歩くようになって、 ステップから変化が見え

てくる。

5 人程度のグループになり、 先頭の動きを真似しながら列

になって進んでいく。 良いところで先頭が追い越され、 最後

の人まで続けて交代していく。

●イニシャルで振りをつくる
2 人組になって、 お互いのイニシャルの動きを作る。

腕や足で文字の形をなぞるだけでなく、 どんどん動きを広

げ、 回る、 寝ころぶ、 フロアを全力疾走で横切ったりするペ

アもあった。

●ショーイング・鑑賞
グループを 2 つに分け、 ショーイングと観客になる。

スポットライトの周りを踊りながら歩き、 音楽が止まるごとに

各ペアが中心に来て踊るワーク。

講師から提示された順番で、 音の間はグループ全員で歩

き、 止まるタイミングで発表組がスポットに入り、 音を待つ。

即興の音に合わせて踊り切り、 また全員が動き出す。 中央

で踊っている間は、 グループの他の組は動かずに 「人の森」

のなかで踊る。

それぞれの動きに合わせ、 ジャンベのリズムが少しずつ異

なる。 生演奏ならではの即興がさらに参加者のテンションを上

げていた。

●クールダウン・振り返り
　全員が踊り終わって互いを讃え合った後、 フリーで音が続

く中、 それぞれ思い思いに踊り続けた。

　振り返りでは 「疲れました」 と笑う人や、 「楽しかった」 と破

顔する子どももいて、 皆笑顔で解散した。

Aプログラム　大阪府堺市／フェニーチェ堺
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●この事業への応募動機
財団本部事業課として、音楽や美術分野でのアウトリーチ等の実績はあるものの、ダンス分野は未開拓であっ

たこと、 市の基本方針として広く地域に入っていくアウトリーチを推奨する動きが大きくなったことから、 体一つ

で飛び込んでいくことのできるダンスに可能性を感じ、 新たな試みとして手を挙げた。

指定管理施設であるフェニーチェ堺では、 コンテンポラリーダンスワークショップを開催しており、 開館 2 年

目を迎えリピーターや経験者の参加も散見されたことから、 フェニーチェ堺でのダンスというものが定着しつつ

ある一方で、 初めて踊りに触れる層をもっと増やしたいという狙いもあった。

●事業のねらいと企画のポイント
参加者に、 障害の有無や年齢、 ダンス経験に関係なく、 集まった全員が 「体で遊ぶこと」 や 「イメージの

世界を広げる」 といったコンテンポラリーダンスの持つ即興や表現の力を感じてもらうこと、 保護者と子ども、 障

害者とスタッフ、 チームメイト同士など、 普段の生活で決まった関係性で結ばれている人々がダンスを通して、

普段の関係性とは違った形でその喜びや表現の違いにふれ、 お互いや他者に向けたコミュニケーションにつ

いて考える機会とすることを目的とした。

そのため障害者と健常者の入り混じる車いすバスケットボールチーム、 子育てひろば、 重症心身障害者施

設でのアウトリーチ、 多世代を対象としたワークショップの実施を決めた。

●企画実施にあたり苦労した点
各アウトリーチ先及び参加者募集における広報である。 どうしても 「ダンス」 とすると苦手意識や恥ずかしさ

から敬遠されてしまう。 企画立案時から一貫して、 参加者にダンスをしてもらいたいのではなく、 ダンスを通し

て自分や他者に出会ってもらう体験をしてほしいという点を強く意識し、 チラシにもダンスという言葉を使わずに

広報をしたため、 結局は何をするのか分かりづらいものになってしまった。

幸い、 アウトリーチ先は元々関係性のあった場所が多いこともあり、 経験になるのであればと受け入れていた

だき、 公募ワークショップも地道な営業が実を結んで実施できたが、 目的の言語化と分かりやすい資料を提供

することは今後も意識しなければならない。

●事業の成果と課題
アウトリーチについては、振り返りの際に「次回はこうできる」と提案をいただいたり、参加者から「次もきっとやっ

てほしい」 とのコメントもあり、 次年度のＣプログラムを含め、 今後の自主事業としてもダンス分野での企画を広

げられる裾野が広がったと感じている。

同時に、 今回参加してくれた方々からさらに横に広がりを持たせ、 ふだん劇場に足を運ばない人々や障害

者や高齢者など普段の事業のターゲットとは違う層にも働きかけをするきっかけにしていきたい。

ダンスワークショップの全容が分からないことによる打合せ不足や、 準備不足があり、 課題としてしっかりと受

け止めて調整の際には役立てたい。

●今後の事業展開や展望
今回、 新型コロナウイルス感染予防のために中止とした施設とも、 次年度以降の実施に向け、 尽力したい。

一方で、 次回も是非やりたいと声をかけていただいている施設には、 参加者の様子などを丁寧に聞き取り、

場所に応じた課題解決の方法としてダンスを届けるような発展ができればと考えている。

アウトリーチを数日かけて複数回行うこと、 地方からアーティストを招聘すること、 ダンス分野、 すべてが初め

ての試みであったが、 身体を通したコミュニケーションがなによりも雄弁であることを目の当たりにし、 感動的な

場面を沢山経験させていただいた。アーティストの思いや活動、実施団体とのマッチングなど、自主事業でもしっ

かりと活かしていきたい。

担当者の報告・評価
フェニーチェ堺　恒川・今野
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●この地域のダン活の特徴
堺市は、 大阪市の次に人口の集中する政令指定都市で、 中世から文化商業都市として栄えてきた街。 仁

徳天皇陵をはじめとする世界遺産の古墳群でも知られている他、 地域資源はたくさんある。 この地域のトピック

は、R2 年に 「堺アーツカウンシル」 が発足し、文化芸術の振興を図る地域づくりが始まったばかりであることだ。

堺市文化振興財団は、 堺市が R3 年に策定した 「第 2 期堺文化芸術推進計画」 に沿った文化活動の振興

及び地域文化の創造に資する事業を行い、 市民文化生活の向上と地域の発展に寄与することをめざしておら

れ、 R1 年秋にグランドオープンした 「フェニーチェ堺 （堺市民芸術文化ホール）」 の指定管理も担っている。

しかし今回ダン活に応募されたのは、 フェニーチェ堺の運営部門とは別の、 当財団の事業本部で、 本年度 A

プログラムでは事業本部の役割であるアートと地域社会の接点を生み出す社会包摂的な事業のモデルとなる

事業を計画しておられた。

アウトリーチ先は、車いすバスケチーム 「SAKAIsuns」 （障がいの有無に関わりなく誰もが楽しめるコミュニティ

スポーツを目指す団体）、 重症心身障害者 （児） 支援センター 「ベルデさかい」、 子育て支援施設 「さかいっ

こひろば」 （0 ～ 12 歳までの子どもと保護者のための支援施設）。 他に、 ダン活枠外で子ども食堂 2 か所にも

赴く予定がコロナで中止。 「ベルデさかい」 も直前まで前向きに検討されていたものの、 オミクロン株の急激な

増加のため残念ながら中止となった。 このように、 初めてのダンスのアウトリーチ事業ではあっても、 市内の横

のつながりを駆使して、 障がいの有無に関わらず多様な市民の方にダンスが届くよう、 そして、 どちらかという

と普段から文化的なことに触れにくい、 触れるのが困難な方々に届ける事を意識されていた。 こうした財団事

業部の姿勢やねらいを、 市民の方々が 「フェニーチェ堺」 のホール事業とまた違うプロジェクトとして認識され

やすくするため、 何か活動名をつけようという話になり 『まるくわをかく』 という名前がついた。

アウトリーチは 「SAKAIsuns」 と 「さかいっこひろば」 の 2 カ所のみになったが、どちらも貴重な出会いとなった。

特に 「SAKAIsuns」 は代表 ・ 大内さんのご自身の活動に対する考え方が、 私たちの考えととても近く、 ジャン

ルは違っても目指すところが同じで、お互いが新たな挑戦に刺激を得る機会となったと思う。「さかいっこひろば」

では、 参加した母子の笑顔が見られた。 所長の池田さんは元教職の方で、 子どもの成長の上で豊かな経験

をさせる事が大事だという信念を持ち、 「さかいっこひろば」 を利用する若いお母さんたちを温かく見守り続け

る気骨のある方だ。 両者とも、 今後もつながりは続いていくと思う。

●課題とこれからに向けて
A プロ事業担当のお一人が任期満了で 4 月から別の職に就かれる事になり、 他の事業本部職員さんも皆が

有期雇用職員である事が課題のひとつだ。 文化で地域社会とつながりを作っていく素晴らしい目標に対して、

組織運営体制が伴っていないと感じる。 アートを地域に届けるにはそのジャンルの文化やアートにある程度精

通し、 地域とアーティストの間に入って調整役を行うコーディネーターの経験が必要で、 経験を積めばできるよ

うになるけれども、 担当者が 3 年程度で入れ替わる体制では、 経験が組織側に積みあがらず、 引継ぎがうまく

できない。 せっかくつながった地域の人とも数年ごとに 「初めまして」 を繰り返すわけにはいかないだろう。 『ま

るくわをかく』 プロジェクトが真に市民に頼りにされるプロジェクトに育つよう、 改革を目指してほしい。

コーディネーターレポート
神前沙織
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実施期間

2/4（金） 2/5（土） 3/23（水）

打合せ・仕込み
調整・昼食

ウォームアップ

受付開始 茅ケ崎駅集合

公募WS 茅ヶ崎タンブー東海
岸到着打合せ・準備

打合せ・
舞台確認 アウトリーチ

振り返り

振り返り 茅ケ崎駅着

退館・ホテル 退館

下見

10/14（木） 10/15（金）

9:00

10:00

11:00

12:00 打合せ

13:00 茅ケ崎駅集合 ホール下見

14:00 小学校下見
（ORは中止） 市内見学

15:00 茅ケ崎駅着

16:00 打合せ

17:00 退館・ホテル

18:00

19:00

20:00

21:00

22:00

実施団体 公益財団法人茅ヶ崎市文化・スポーツ振興財団

実施ホール 茅ヶ崎市民文化会館

実施期間 令和 4年 2月 4日（金）～ 2月 5日（土）、3月 23日（水）

アーティスト等 アーティスト：藤田善宏　　　　　　　　　アシスタント：渡邉未有

コーディネーター 小岩秀太郎

■�アウトリーチ（実施日時、学校名等、対象、参加人数、会場）

① 3 月 23 日 （水） 15 ： 00 ～ 16 ： 00　

　　社会福祉法人翔の会 茅ヶ崎タンブー東海岸 （放課後等デイサービス）、 通所者、 11 名、

　　茅ヶ崎タンブー東海岸デイルーム

■公募ワークショップ（実施日時、対象、参加料、参加人数、会場）

① 2 月 5 日 （土） 14 ： 00 ～ 16 ： 30　小学 4 年生以上、 500 円、 11 名、 大ホール舞台上

茅ヶ崎市民文化会館　実施データ
Aプログラム
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茅ヶ崎タンブー東海岸 茅ヶ崎タンブー東海岸

茅ヶ崎タンブー東海岸 茅ヶ崎タンブー東海岸

茅ヶ崎市でのアウトリーチは、 当初小学校での実施に向け、 回数追加の調整も経ながら綿密に準備を重ねていたが、

新型コロナウイルスの感染拡大に伴い残念ながら開催直前で中止が決まり、 そこから再度の検討 ・ 調整を図って 3 月

に放課後等デイサービス 「茅ヶ崎タンブー東海岸」 での実施がかなった。 同事業所を運営する社会福祉法人とはこれ

まで複数の運営事業所にて音楽を主としたアウトリーチを続けてきたが、 新型コロナウイルスの影響により 2 年前から実

施が途絶えていた。 これまで文化芸術活動を介して築いてきた繋がりを絶やさぬよう、 また今回の訪問先では初となる

ダンスのワークショップという切り口から、 今後に繋がる新たな連携を目指した。

参加されるお子さん達の集中力や疲労度を鑑み最長 40 分間を予定し、 会場の様子によっては短縮もという計画で

進めていたが、 当日会場は大いに盛り上がり、 様々なチャレンジが生まれる 60 分の充実したワークショップとなった。

事業所の方々からは 「子ども達にこんなことや、 あんな表現ができるんだと気付けた場面があった。」 「今後子ども達の

間で今日やったことが独自の遊びとして発展するかもしれない。」 という言葉があり、 それぞれの個性や発想、 達成感

を大事にしつつ、 ダンスのようなアート的なことも取り入れていきたいという思いが語られた。

今回藤田さんの同事業所への訪問は初であったが、 事前に弊館が持参した参考チラシ （藤田さんが大きく写ってい

る公募ワークショップのもの） を事業所の方々が複数の窓に貼って毎日お子さん達の目に入るよう配慮くださっていた。

このようなアウトリーチ先からのご協力も、 当日の場の温まりや、 一層の充実感につながるキーポイントであったと考え

る。 実施決定～当日までの期間が短くコロナの動向も含めハラハラしたが、 コーディネーターの小岩さんや地域創造の

方々にもご助言をいただきながらアーティスト、ホール、アウトリーチ先それぞれができることで連携し態勢を整えた結果、

会場から 「たのしー！！」 と声が上がる素敵なアウトリーチとなった。

事業概要
Aプログラム　神奈川県茅ヶ崎市／茅ヶ崎市民文化会館
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公募ワークショップ
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参加者同士の出会いから、 身近なところにはいろいろな人がいて、 自分を含むみんながいるからこそ、 その

" 場 " や " 空間 " ができていることへの気付きに繋がるワークショップを目指した。

募集対象の年齢幅を広く設定し、 世代間交流が生まれる仕組みづくりを図った広報 ・ 周知の結果、 30 代を

除く 10 代～ 60 代の各層から申込が得られ、 参加者からは 「知らない人とコミュニケーションがとれてよかった」

「普段お話しすることが少ない年齢の方達とも話せてよかった」 という感想がいただけた。

また、 ダンス経験の有無にかかわらず、 一緒に同じ時間を過ごしているうちにいつの間にか踊っていること

に気付くような、 多様な背景の参加者が構えずに取り組める企画を意図した。 参加者同士は初対面で、 普段

身体を動かす機会が少ないという方や 「ダンスは初めてのため勇気をもって参加します。」 とお申し込みくださっ

た方もいたが、 自分の身体の動きに意識を向ける時間と、 他者の動きにも注目したコミュニケーション的要素を

含む展開の双方がバランスよく取り入れられたことにより、 周囲との仲間意識が芽生えるにつれて緊張していた

各々の表現が徐々に生き生きと、 大きくなった。 最後には参加者同士が驚きをもって相互に鑑賞できる舞台作

品の形となり、 大きな感動と達成感が会場を包んでいた。 ダンス未経験の参加者達からは 「初めてだったが

一つの仕草や日常の動きの延長でダンスに見えるのが面白かった。 参加してよかった。」 と好評を得られた。

今回のコロナ禍での実施にあたっては、 各参加者にも随所で協力をいただきながら感染症対策を強化 ・ 徹

底したことで、 「手袋の支給もあり、 より安心してワークショップを受けることができました。」 「コロナ禍で大変な

時期にリスクを背負っての開催に心から感謝を申し上げます。」 といった言葉をいただけ、 現在の社会が直面

している課題の実感と、 地域住民のニーズに対し文化会館としてできること、 果たせる役割を模索する機会とも

なった。
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プログラム詳細

　2 月 5 日（土）　公募 WS（小学校 4 年生以上）

●挨拶・準備体操
アーティスト ・ 会館からの挨拶の中で、 感染症対策への協

力のお願いも行った。 続いて身体をほぐすストレッチからワー

クショップがスタートした。

●エア習字
自身の腕を筆に見立て、 舞台の端から空中に自分の名前

を書いて進む。 「名前」 という書き慣れたテーマにより参加者

全員が自然と動き出せる仕組みとなっていた。 やがて脚や頭

等いろいろな部分を使い名前を書いていく頃には、 こわばり

がほぐれ身体全体の動きが大きくなっていた。

●�紙を使ったワーク
紙を身体に貼り付け、 紙が落ちないように会場の端から端

までを進んだり、 掌に付けた紙が床に落ちないように手と身体

を動かして紙との密着状態を保つ。 （足でも実施。） 参加者の

集中力が増し、 笑顔で夢中になる様子が見えた。

●イスを使ったワーク
イスにいろいろな向きで座ったり、 乗ったり、 寝転んだり、

スポットライトの円周をグループの人達がぐるぐると回る中心で

椅子を用いた即興の動きを披露したりと、 段階的にオリジナリ

ティが出せるワークを展開。 序盤には緊張が見て取れた参加

者が、 一筋のスポットライトに照らされて堂々とソロの動きを披

露する様子が印象的であった。

●決闘シーン
二人が向かい合い、 一人がパンチやキックの動作をスロー

モーションで繰り出し、 もう一人は相手の動きやその軌道に意

識を向けて、 自分の身体に触れないよう動きを止めずに避け

続けてゆく。 暗くしたステージの正面下方からライトを当てるこ

とにより、 バックに影が生じて決闘シーンがよりリアルになり、

参加者の気持ちも高まっていった。

●発表・鑑賞
これまでの動きを結び付けた場面展開の確認後、 舞台と客

席の二グループに分かれて発表と鑑賞を行った。 自分達の

動きが実際にどのように見えるかという視点も持てることで、 舞

台上での表現がより大きく大胆になっていた。 それぞれの参

加者が自分と周りの動きに意識を向け、 開始直後とは別人の

ような生き生きとしたエモーショナルな表現をしており、 驚きと

感動のある発表であった。

●クールダウン・挨拶
ワークショップの最後にゆったりとしたクールダウンの運動を

行い、 再びアーティストと会館からの挨拶を実施。 参加者の

表情には思いっきり身体を動かした後の清々しさが見て取れ

た。 （感染症対策の一環で、 感想はアンケート返送の形式で

実施。）

Aプログラム　神奈川県茅ヶ崎市／茅ヶ崎市民文化会館
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●この事業への応募動機
弊館ではこれまで音楽によるコンサート形式のアウトリーチ事業を中心に実施してきたが、 鑑賞するだけでな

く、 アーティストと共に作品を創る体験の必要性やニーズが感じられていた。

今回はこれまで巻き込めていなかった新しい世代へのアプローチということで応募していたが、 私自身はダ

ン活の実施決定後に前任から引き継ぐ形で担当となり、 参加者の方々の世代間交流を通じた周りとのつながり

の中で、 自分達の可能性が広がってゆくワクワク感やダンスへの関心の醸成を目指して進めてきた。

●事業のねらいと企画のポイント
・ 募集対象の年齢幅を広く設定し、 世代間交流が生まれるワークショップを目的とした。

・ ダンス経験の有無にかかわらず、 一緒に同じ時間を過ごしているうちにいつの間にか踊っていることに気付く

　ような、 多様な参加者が構えずに取り組める企画を目指した。

・ 参加者同士の出会いから、 身近なところには色々な人がいて、 自分を含むみんながいるからこそ、 その

　" 場 " や " 空間 " ができていることへの気付きにつながるワークショップを目指した。

・ コロナ禍で市内 4 大まつりが複数年開催できない状況となり、 世代を超えた交流機会の減少、 行き場のない

　エネルギーの蓄積といった地域課題の顕在に対する公共ホールならではのアプローチを目指した。

●企画実施にあたり苦労した点
入職後、 ダン活の内容や仕組み、 コーディネートについて具体的なイメージが持てないまま事業を引き継い

だこともあり、 漠然とした不安を抱きながら、 時に当館の職員やコーディネーターの小岩さん、 地域創造の方々

にアドバイスを求めつつ、 一つひとつの事務を進めてきた。

特にコロナ禍におけるアウトリーチ実施先の決定や、 実施形態の変更に伴う調整には困難を抱えた。

アウトリーチ先の募集開始後、 応募のないなかからスタートし、 小学校へ直接説明に伺ったり、 下見時の変

更で急遽追加のアウトリーチを調整し実施態勢を整えるも、 感染拡大状況の深刻化に伴い実施間際に中止と

なった。

再度別機関にて実施可否の検討とスケジュールの調整を行い、 3 月に社会福祉法人が運営する放課後等

デイサービスでの実施をするに至った。

●事業の成果と課題
公募ワークショップについてはコロナ禍に公共ホールが果たせる役割として、 鬱積した感情の放出や顔の見

える関係作りの機会をダンスを通して創造したいという思いがあったが、 参加者からいただいた 「沢山の過去

から解き放たれ 『もっと自由でいいんだ！！』 と感じさせられた。」 という言葉に、 当館がありたいと考えたワー

クショップの姿の実現が果たせたことの実感を得られた一方で、 そのような経験ができる体験型の企画は決して

多いとは言えず、 地域の潜在需要に対する機会供給 ・ 情報提供の課題も浮かび上がった。

社会福祉法人でのアウトリーチは 2 年ぶりの連携が実現できたと共に、 中止せざるを得なかった小学校で

のアウトリーチについても、 実施までの過程で先生方と繰り返しコンタクトを図る中で、 ダン活への理解と期待、

そして 「子ども達にプロのアーティストとの出会いや生の文化芸術に触れる経験をさせてあげたい。」 という先

生方の強い思いを伺うことができ、 新たに文化会館と学校との強いパイプができたと考える。

●今後の事業展開や展望
小学校でのアウトリーチが中止となってしまった課題については、 学校ともアーティストの藤田さんとも、 ダン

活に限らず状況が落ち着いたらぜひ改めてワークショップを実施したいという意思共有ができたため、 今後の

弊館自主事業として展開してゆく新たな可能性が増えた。

担当者の報告・評価
　茅ヶ崎市民文化会館　藤本拓磨
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●この地域のダン活の特徴
茅ヶ崎市民文化会館は平成 30 年にリニューアルオープンし、 見た目も設備も新しい。 また、 当該館近くは

再開発が進行中で、 大きな公園もあり、 たくさんの市民の集いの場となっている。 親子連れの姿も多く見られ、

さらに海の開放的なイメージが街の雰囲気を活発にさせている感があり、 文化人が多いのも肯ける。

当該館では 「子供向け事業 （キッズ応援★プログラム）」 を継続的に実施してきたが、 今回は 「子供向け

アウトリーチ （以下 OR）」 と 「多世代交流ワークショップ （以下 WS）」 を、 アーティスト藤田善宏氏と共に取り

組んだ。 OR は、 会館に足を運ぶ機会や関心が少ない子供をターゲットとし、 コロナ禍中でありながらも （コロ

ナ禍で体験ができないからこそなおさら）、アーティストとの出会いや体験を求める学校教員や子供への効果を、

館担当者は懇切丁寧に説明をし、 茅ヶ崎小学校の理解を得て実施にこぎつけることができた。 ところが、 ダン

活規定の 「実施コマ数」 の説明不足による一部実施見直し （課題の項参照） と、 加えて実施開催直前、 当

該校でコロナ感染が拡大し中止となってしまった。 OR 先の新規開拓、 事業見直しは年度末に近いということ

もあり困難を極めることが予想され、 また OR 先が見つからない場合はダン活規定に則り未実施とみなされるも

のであったが、 当該館が日頃から付き合いがあった児童発達支援の福祉施設 「茅ヶ崎タンブー」 の協力を得

ることができた。 この福祉施設は、 当該ホールからの音楽 OR や施設利用者による美術展をホールで開催す

るなど、 相互に深く友好的な文化的関係を築いているようだ。 ダン活事業としてイレギュラーであるが、 学校側

の熱心な思いに応えた館の対応と、 今後の期待も込めて今年度の事業としては、 対応した旨などを加えた報

告をすることで、 事業成立と見做すことになった。

WS では、“ダンスを通じた多世代市民の交流”を設定した。 例年４回ほどある“祭り”が多世代交流や結束力、

地域の魅力発信を促進していたが、 コロナ禍による中止がそれを妨げている。 WS を通じて市民が顔馴染み

になり、 地域への愛着や安心感を育むことを目的に公募がなされた。 茅ヶ崎を代表する海岸スポットでジャン

プする、 アーティスト然とした藤田氏のビジュアルを中心とした明るいチラシは、 コロナ禍の重い空気感や外に

出たい、 動きたいという人々の心を喚起させ、 未経験者や若い世代の参加にもつながったようだ。 藤田氏とア

シスタントによる柔らかな語り口や、 身近な 「モノ」 を使っての動き、 自分の 「名前」 を書いているだけでい

つの間にかダンスになり、 最終的にスポットライトが射す本格的なステージで発表 （発表者以外の参加者は客

席から鑑賞） がなされた。 参加者にとっては、 日常的な動きがダンスになること、 自己肯定感の高まり、 普通

の人であっても何かの能力があることを互いに確認しあえる機会となったのではないだろうか。 WS 開始時、 写

真に写ることさえも拒んでいた方が、最後には楽しかったと明るい表情になって帰っていった姿には、皆が驚き、

感動した。

●課題とこれからに向けて
コロナ禍で日々刻々と変化する状況の中、 ダン活規定の 「実施コマ数」 の認識不足による、 実施先再調

整という問題が起きた。 OR 回数は、 コマ数ではなく対象先ごとのカウントであるが、 今回の小学校では、 コロ

ナ禍の中でより充実した内容で、時間をしっかり取れるという点を優先し、２クラス合同で２コマ続けて実施とした。

当初の予定では、１クラス１コマ×２日で計４回で規定に沿っていたが、下見の際に「２クラス合同で２コマ続ける」

ことがよりよいことを先生方含め決定したのであった。 ダン活規定では OR ３回以上であるが、 私も含め認識の

不足があり混乱を招いてしまった。 またダン活実施要綱 ・ 募集案内等での実施回数の表記の方法の再検討を

要する。

そのような中で、 担当者は粘り強く新たな OR 先を探し出し、 福祉施設の特性である音楽や美術を取り入れ

た福祉サービスに、 “ダンス” を引き合わせることができたことは、 今後ホールと福祉施設との新たな展開に期

待するものである。 また、 小学校への OR は実施できなかったが、 これまで関係が築けていなかった小学校と、

ダンス教育に熱心な教員や校長がいることがわかり、 ギリギリまで実施に向け調整や相談に乗ってもらったとい

う関係性を大事にしていってもらいたい。

そして、 本ダン活を通して最も印象的だったのが、 制作担当者と舞台スタッフの関係性が非常によいという

点である。 スタッフ皆が 「ダンス」 を始めとした文化 ・ 芸術の魅力や面白さ、 人間関係を潤滑にすることを理

解し、 共感し合い、 語り合い、 知恵を出し合うという雰囲気がホール全体に漲っていた。 制作担当者も初めて

のダンス対応とはいえ、 ダンスに混ざり体験してみて、 考え実行するという積極性があり、 今後の BC プログラ

ムに期待したい。

コーディネーターレポート
小岩秀太郎
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実施期間

3/4（金） 3/5（土） 3/6（日） 3/20（日）

泉大津駅集合 ホール集合

OZUスポOR 公募WS

昼食 昼食

フィードバック フィードバック 浜寺公園駅集合

泉大津駅発
《ダン活枠外》
久米田高校OR

ホール集合

打合せ フィードバック

泉大津駅発

《ダン活枠外》
公募WS

下見

10/1（金） 10/2（土）

9:00 泉大津駅集合

10:00 市内案内

11:00 移動

12:00 ホール集合 OZUスポ視察

13:00 打合せ
泉大津駅にて
打合せ

14:00 市内案内 泉大津駅発

15:00 旭小学校

16:00 移動

17:00 久米田高校

18:00 移動

19:00
地域ダンス
チーム視察

20:00

21:00

22:00

実施団体 泉大津市

実施ホール あすとホール

実施期間 令和 4年 3月 4日（金）～ 3月 6日（日）

アーティスト等 アーティスト：康本雅子　　　　　　　　　アシスタント：野村香子

コーディネーター 坂田雄平、神前沙織　

■�アウトリーチ（実施日時、学校名等、対象、参加人数、会場）
①　3 月 4 日 （金） 9 ： 00 ～ 11 ： 30、 泉大津市立旭小学校 （新型コロナウイルス感染拡大により中止）

②　3 月 5 日 （土） 9 ： 20 ～ 11 ： 45　総合型地域スポーツクラブ　OZU スポ　24 名　総合体育館

≪ダン活枠外≫　大阪府立久米田高校ダンス部　14 ： 00 ～ 17 ： 00　24 名　羽衣国際ユースホステル体育館

■公募ワークショップ（実施日時、対象、参加料、参加人数、会場）

①　3 月 6 日 （日） 10 ： 00 ～ 12 ： 00　あすとホール　ダンス経験者　小学生～ 60 代　14 名

≪ダン活枠外≫　

      3 月 4 日 （金） 19 ： 00 ～ 21 ： 00、 あすとホール　ダンス経験者　小学高学年～ 30 歳　13 名

あすとホール　実施データ
Aプログラム
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事業概要
Aプログラム　大阪府泉大津市／あすとホール

総合型地域スポーツクラブ　OZUスポ 総合型地域スポーツクラブ　OZUスポ

総合型地域スポーツクラブ　OZUスポ 総合型地域スポーツクラブ　OZUスポ

「決められた振付を踊るだけがダンスじゃない！自分を自由に表現するダンスを知ってほしい！」

ダンス人口の多い大阪 ・ 泉州地域にある当館では、 次世代育成として、 地域のダンス文化を担う若い世代に普段

触れる機会の少ないコンテンポラリ―ダンスを経験してほしいという思いがあった。

そこで、 アウトリーチに訪れたのは 「OZU スポ」 という地域のスポーツクラブのキッズダンス部門だ。 ダンスをスポー

ツとして捉え、 基礎体力づくりや振付を覚えることを中心に楽しんでいる子どもたちが多く、 多様なジャンルのダンスに

触れる機会に乏しい。 また地域の若い指導者への指導にも繋がると考えた。

①年少～小学校低学年クラス

 子ども達は、 知らない大人がたくさんいる、 いつもの教室との違いにかなり戸惑っているようだった。 1 人で踊る際は

恥ずかしそうにアーティストの真似をしていたが、 2 人１組になって互いの身体を使って遊ぶうちにだんだんと笑顔が

見られるようになった。 見学していた保護者からも 「いつもと違う一面が見えた」 と感想を頂いた。

②小学校高学年クラス

 最初は体育館の端に固まってしまう子もいたが、 ティッシュを使ったワークなど、 初めての動きを新鮮に感じてくれた

ようで、 徐々に楽しみ始めた。 普段の練習時間より長いワークに集中力が続かないなどの課題もあったが、 他者との

関わりの中、 自分で考えながら表現する経験をしてもらえた。

 また、 どちらの回にも大学生の講師が参加しており、 「やったことのない表現がとても楽しく、 自分が教えるときにも取

り入れたい動きを見つけた」 と弾けるような笑顔を見せてくれたのが印象的だった。 地域のダンス文化を豊かにして

いくためには、 指導者育成が不可欠だと改めて感じる時間となった。
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アウトリーチに続き、 小学校高学年以上のダンス経験者を対象にワークショップを実施した。

当初は中学生～ 25 歳までのダンス経験者が対象だったが、 新型コロナウイルスによる日程変更に伴い、 急

遽、 年齢層を広げて参加者を再募集することになった。 結果的に地元のダンス教室に通う小中学生と、 若い

頃から趣味としてダンスを続けている 50 歳以上の方という構成で開催した。

「普段のダンスレッスンで行わないワークを」 ということで、 全身を使って 360 度方向に踊り、 身体の新しい

使い方を模索するところからスタートした。 子ども達は決められた振付ではなく、 自分で考えて 「自由に」 踊る

ことが初めてだったそうで、 戸惑いも見られたが、 アーティストや他の参加者の動きから学び、 どんどん動きが

よくなった。 大人も子どもに負けないようにとヒートアップしていき、 最終的には全員が汗だくになりながら、 新

しいダンスを通して自分の知らない自分の身体を発見し、 溢れる感情を表現することに今までにない楽しさを

感じているようだった。

また、 日程変更により参加できなかった 20 歳前後のダンス上級者に同様の自主事業 （ダン活枠外） を開

催した。 こちらは参加者たちが、 液体のように滑らかに床を這うアーティストをぎこちなく真似するフロアワーク

から始まり、 最終的には自分だけのダンスを自由に、 気持ちよく踊る姿が見られた。 それはまさに、 ダンスの

豊かな可能性を感じてもらえたと確信した瞬間だった。 「踊りたくて、 踊りたくて仕方なくて！」 と SNS でイベン

トを知った遠方の学生が参加してくれるなど、 新しい出会いを作ることもでき、 嬉しい限りだった。

ワークショップ開催前は参加者全員、名前しか知らなかったコンテンポラリーダンス。 それが「また踊りたい！」

と言っていただける選択肢になったのが地域のダンス文化にとって大きな一歩になったと考えている。
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プログラム詳細

3 月 5 日（日）公募 WS　対象：ダンス経験者中学以上

●導入
会場全体を早歩きし、 お互いを観察し合う。 人と目があっ

たら並んで歩き、 誰かが歩くのをやめると全員が止まるなど、

周りを広く見ながら不規則な動きを感じる中で、 参加者の関

係性が自然と築かれていった。

●新しい身体の使い方を見つける
康本さんからの 「踊らなくていい」 という声掛けのもと、ゆっ

たりとした音楽に合わせ、 身体の正面や重心のかけ方を様々

な方向へ変え、 まとわりつくハエを想像して避ける仕草など、

想像力を膨らませながら普段と違う身体の使い方を探す。

●球体リズムダンス
球体をイメージして身体を 360 度多方面に動かし、 リズム

に緩急をつけて踊る。 決められた振付を客席に向けて踊るこ

とが 「普通」 の子ども達は、 自分で考える 「自由」 なダンス

に苦戦していた。

●手の平合わせ
ペアで手の平を合わせ、 進みたい方向へ相手を誘導する

ワーク。 押し合う感触や表情から気持ちを読み取り、 身体で

コミュニケーションを取る。 ペアを入れ替え、 それぞれ異なる

動きを感じる。

●振付ワーク
自分の名前を身体で表現する振付を考える。 円になって、

1 人ずつ発表し、 他の人はそのダンスを真似していく。

●しりとりダンス
５人グループで輪になり、 音楽に合わせて 1 人 8 カウント

ずつ即興で踊る。 前の人の最後のポーズから踊り始めるしりと

りのルールで、 自分にない動きを学び、 対話の中で新しい踊

りが生まれていった。

Aプログラム　大阪府泉大津市／あすとホール
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●この事業への応募動機
「文化のじぶん化創造館」 をコンセプトとする当館では、 小規模ホールならではの地域との強い繋がりを活

かした地域の文化 ・ 芸術の振興を主な使命としている。

近年、大阪・泉州地域ではダンスが盛んで、人口約 7 万人の当市にも 30 を超えるキッズダンスチームがあり、

当館のイベント等でも関わりが深い。 そのような盛り上がりを見せる一方で 「身体を動かす」 「決められた振付

を踊る」 といった画一的な目的でダンスを捉えている人の多さを感じるようになった。 そこで、 次世代育成事業

に力をいれている当館として、 特に未来を担う地域の子どもたちに、 地域で触れる機会の少ない、 固定観念

にとらわれず、 自己表現力を培うコンテンポラリーダンスを経験してほしい、 また、 事業のノウハウを学び、 地

域のダンス文化をより多様にしたいという思いから応募に至った。

●事業のねらいと企画のポイント
まず、 自己表現が苦手な子どもの多い地域性から、 体育の授業で経験するスポーツとしてのダンスではな

く、 表現力、 コミュニケーション能力向上に繋がるダンスを経験してもらいたいと小学校へのアウトリーチを計画

した。 次に、 ダンス経験者を対象に、 アーティストの表現力に触れ、 本物の技術、 感性を学び、 多様な可能

性に挑戦してもらうきっかけを作るため、 地域のダンス教室や高校ダンス部選手権全国 2 位の強豪校を対象に

アウトリーチを計画した。

●企画実施にあたり苦労した点
当初、 漠然と考えていたダンス経験者向けというターゲットをより明確化し、 ワークショップを組み立てていく

プロセスに苦労した。 対象が決まった後も、 新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、 学校や全国トップレ

ベルの高校ダンス部とのスケジュール調整は難航を極めた。

結果として、 開催を 1 年延期したものの今年度も開催直前に日程変更や小学校 ・ 高校へのアウトリーチが

中止となった。 だが、 その都度、 アーティストを始めとする関係者の方々に迅速に調整いただき、 中止となっ

た対象は自主事業へ切り替えるなど、 リカバリー力が培われる経験となった。

また、 公募ワークショップでは、 コンテンポラリーダンスの知名度が全くない地域ということで主催者の思いを

どのように伝えたらいいか表現に悩んだ。 特にチラシに落とし込む難しさを痛感したが、 SNS を活用した広報

が市外の学生が参加するきっかけになるなど、 うれしい結果も得られた。

●事業の成果と課題
当初、 主な対象をダンス経験者にしたことで自分の知っているダンスと違うと拒否反応が出るのでは、 と不安

だったが、 最終的には参加者が自分だけのダンスを素直に楽しみ、 解き放たれたように気持ちよく踊る姿が見

られた。 ワークの導入として、 アーティストと参加者でダンスへの思いやキャリアについて話す時間を持ったこと

で、 より深くメッセージを伝えることができた。 ワークショップ後、 参加者が疲れた身体で一生懸命アンケートを

書く姿からもその意味が感じられた。

今後の課題としては、 今回はダンス経験者にターゲットを絞ったものだったので、 より幅広く、 たくさんの人

に伝えていくことが必要になると考える。

だが、 コンテンポラリーダンスの知名度が低い地域でダンス経験者に自己表現としてのダンスを経験してもら

い、 ジャンルを広げるという目的がおおよそ達成できたことは大きな成果だった。

●今後の事業展開や展望
今後はダンス未経験者や高齢者など、 より視野を広げたダンス事業を開催していきたい。

ダンスがますます人気を帯び、高校ダンス部など、ポピュラーな潮流ができつつある中、今回の事業を通して、

地域でダンスに携わる人たちに芸術としてのダンスやその歴史、 ジャンルの豊かさを多面的に感じてもらえたこ

と、 その魅力を伝えるノウハウを得た経験を、 ホールとして今後の地域の文化力向上に繋げていきたい。

担当者の報告・評価
あすとホール　泉本尊子
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●この地域のダン活の特徴
泉大津市は日本一の毛布生産地であり、 大阪市内や関西国際空港へも 20 分圏内と、 アクセスの良いコン

パクトシティだ。 ダンスが盛んなことが大きな特徴のひとつで、 あすとホールを拠点にするダンス団体も多い。

泉大津市の A プログラムは、 泉大津固有のダンス生態系にコンテンポラリーダンスを届けるということが一貫し

た 「企画の軸」 となった。 プログラムは、 小学校 （特別支援学級） でのアウトリーチに加えて、 ダンスに特

化した企画として、 全国でも屈指のダンス強豪校である久米田高校ダンス部、 地域の子どもたちにダンスを学

べる場を提供したいという指導者の熱い気持ちから立ち上がったダンススクール （総合型地域スポーツクラブ

OZU スポ） でのアウトリーチ、 あすとホールでの公募ワークショップが行われることとなった。 その中にはダンス

を学ぶ子どもたちにコンテンポラリーダンスを届けると同時に、 熱心な指導者たちにも触れてもらいたいという担

当者の想いもあった。 康本雅子さんは、 こうした企画の意図や下見時の状況を踏まえ、 高校生に対してはア

ウトリーチ前に自身のダンスにまつわる仕事内容や、 国内外の多様なコンテンポラリーダンスの動画を紹介し、

多角的にダンスのイメージを拡張する取り組みも行なった。

当初令和 3 年 1 月に実施予定だった泉大津のダン活は、コロナ禍の影響を受け令和 4 年 1 月に延期となっ

た。 さらに令和 4 年 1 月も直前に 3 月へと延期。 実施プログラムも直前に小学校のアウトリーチが中止、 高校

へのアウトリーチが 3 月末にダン活枠外のプログラムとして延期になるなど、 感染症に伴う各種制限等に翻弄さ

れながらの開催となった。

公募ワークショップの参加者は、 みな真剣に取り組んでいたし、 初めて自らの身体で表現する事や動きを考

えるという事にチャレンジし、 全身で吸収しようとする様子が初々しかった。 事後に行った参加者のアンケート

結果からもそのインパクトが伝わった。 アウトリーチで訪れた OZU スポの子どもたちは、 やや集中力に欠けるも

のの、 公募ワークショップと同じように 「初めて」 を楽しんでくれたと思う。 ただ、 ホール担当者から事前に伺っ

ていたダンスの経験者というよりは、 楽しみのひとつにダンスがあるという子どもたちだったので、 ワークショップ

のプログラムも遊びの中から動きを発見する方向のものが適していた。 事前のヒアリングで分かる事と分からな

い事があり、 やってみて気づいた事だ。

●課題とこれからに向けて
今回は対象をダンス経験者に絞っての公募ワークショップだったが、 同じ狙いでも、 経験者と初心者を混ぜ

る方が双方にとってより効果的なワークショップになる場合がある （アーティストのプログラムにもよる） ので、 次

はぜひチャレンジしてみてほしい。 特定のジャンルのダンスを習い続けている人ほど、 身体に踊り方のパター

ンが刻み込まれていて、 それ以外の踊り方、 ボキャブラリーがなかなか生まれない一方で、 年齢に関わらずダ

ンステクニックが身についていない人の方が、自由な発想で思いもよらない身体の使い方がその人なりのボキャ

ブラリーを生み出すことがある。 ワークショップで一つの指示から自分とまったく違う踊り方をする集団に身を置

くのと、似たような集団に身を置くのとでは得られる刺激が違う。 若い彼らだからこそ、「こんな踊りもあったのか」

と気づく経験をたくさん積むと、 より効果的だと思う。

泉大津市のダン活は、 コロナ禍含め紆余曲折ありながらも、 常に 「企画の軸」 に立ち返りながらプログラム

が進められた。 まずはこの経験をこれからの事業に活かしいただきたいと思う。 また今回は、 あすとホールの

担当者とともに、 泉大津市の担当者とがワンチームとなって事業を行なった。 ホールと市が課題意識や目標を

共有しつつ、 企画内容の精査や実施先のブッキングなどを行なったことは大きな成果のひとつだ。 属人的な

部分があったとは思うが、 これを一つの館と市のパートナーシップ ・ スキームとして継続させていけるかが、 こ

れからの泉大津市のまちづくりや文化推進を考える上で重要だと考える。 最後に、 下見時に国指定重要文化

財でもある泉穴師神社を訪ね、 平成 30 年台風第 21 号により倒木した樹齢 600 年のご神木などをみることが

できた。 巨大な倒木を養分に新たに育つ草木の美しさに圧倒された。 ダン活を通じて、 泉大津の多様な魅力

を引き出す取り組みにも期待したい。

コーディネーターレポート
※延期日程との都合により、事前準備を坂田コーディネーター、現場を神前コーディネーターが担当したため、2名による総評を掲載。

坂田雄平・神前沙織
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B プログラム
（市民参加作品創作プログラム）
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実施団体 公益財団法人豊橋文化振興財団

実施ホール 穂の国とよはし芸術劇場 PLAT

実施期間
令和 3年 7月 9日（金）�～令和 3年 7月 11日（日）
令和 3年 11月 16日（火）�～令和 3年 11月 21日（日）

アーティスト等
アーティスト：　田村一行
クリエーションのためのアシスタント（共演者）：小田直哉、藤本梓
テクニカルスタッフ等：阿蘇尊（演出助手）

コーディネーター 中西麻友

■�公募ワークショップ（実施日時、対象、参加料、参加人数、会場）

　①　7 月 10 日 ( 土 )10 ： 30 ～ 11 ： 30、 3 歳以上の子どもとその保護者、 無料、

　　　 保護者 9 名 ・ 子ども 12 名 計 ： 9 組 21 名、 PLAT アートスペース

■公演（演目、公演日、開演時間、出演者、入場料金、会場、入場者数）

■ 市民と創造するダンス公演 『舞踏 豊橋妖怪百物語』

■ 11 月 21 日 ( 日 )14 ： 30 開演 （14 ： 00 開場）

■ 田村一行、 小田直哉、 藤本梓 （以上、 大駱駝艦）

　　荒川マスティ、 上松義和、 かとうとしえ、 加藤真紀子、 眞田信三、 鈴井永遠、 竹下ちえ子、 棗れな、

　　野澤夏来、 古田久子、 森川理文、 簗瀬万里子／内浦有美、 村田青水 （薩摩琵琶）

■ 一般 ： 1,000 円、 U25 ： 500 円

■ 穂の国とよはし芸術劇場 PLAT　アートスペース

■ 187 名

穂の国とよはし芸術劇場 PLAT　実施データ
Bプログラム
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下見

6/11（金） 6/12（土）

9:00 集合

10:00 妖怪リサーチ

11:00

12:00 豊橋着 移動・昼食

13:00 舞台打合せ 撮影場所下見
＠石巻山

14:00

15:00 制作打合せ 下山

16:00 妖怪リサーチ

17:00 解散 移動

18:00 豊橋発

19:00

20:00

21:00

22:00

スケジュール
Bプログラム　愛知県豊橋市／穂の国とよはし芸術劇場 PLAT

実施期間①

7/9（金） 7/10（土） 7/11（日）

メイク・準備

【公募WS】 移動・撮影
＠石巻山

豊橋着 昼食・準備

打合せ クリエーション② 昼食・準備

クリエーション③

準備

チェックイン

理事長挨拶 （休憩） （休憩）

クリエーション①

取材 終了・退館

終了・退館 終了・退館 豊橋発

実施期間②

11/16（火） 11/17（水） 11/18（木） 11/19（金） 11/20（土） 11/21（日）

9:00 仕込み 仕込み アップ

10:00 フォーカス 舞台稽古 通し稽古

11:00

12:00 （昼食） （昼食） 昼食 昼食・メイク・
準備

13:00 豊橋着 明かりづくり 場当たり 舞台稽古

14:00 打合せ 位置決め テクニカル
リハーサル 【公演】

15:00 仕込み 舞台稽古

16:00 準備 準備 クリエーション⑧ フォトコール

17:00 夕食 夕食 舞台稽古 舞台稽古 片付け

18:00 クリエーション④ クリエーション⑤ クリエーション⑥ クリエーション⑦ 休憩

19:00 ゲネプロ 振り返り

20:00 通し稽古

21:00 終了・退館 終了・退館 終了・退館 終了・退館 終了・退館 終了

22:00 チェックイン
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公募ワークショップ
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事業概要

公募ワークショップではクリエーションに参加することのできない子どもとその親 （または保護者） を対象とし

たワークショップを実施した。 コロナ禍で他者との接触が最小限となっている今、 触れ合いに重きを置き、 ダン

スを通して親子のコミュニケーションが取れる機会をつくることを目的とした。

会場はアートスペースの移動観覧席を全て格納し、 平土間の状態で開催。 壁際には各家族が荷物を置き、

待機できるように間隔を置いてクッションマットで島を作り、 参加者同士で距離を取れるように工夫した。

会場には白い繋ぎを着た人が 2 人 （小田、 藤本）、 力なく座っている。 子ども達は異様な光景に好奇心を

持ちながらも、 遠巻きに見ながら会場に入ってきた。 やがてワークショップが始まり、 田村さんによる簡単な舞

踏の説明からスタート。 ダラりと座った二人を使ったり、 ホワイトボードに貼りつけた風船や水の入った風船を使

いながら丁寧に解説。 一通り終わるとテンポの速い音楽がかかり、 田村さんも大急ぎで白い繋ぎを着て 3 人の

短いショーイングが行われた。

しっかりと子どもと大人の心をわしづかみにしたら、 それぞれの家族で動いてみることに。 大人が子どもを動

かしたり、 子どもが大人を揺らしたり、 お互いの動きを観察してどうだったかを話し合ったり、 動きを真似しなが

ら舞踏を身体に落とし込んでいった。 ワークショップの後半では列になって、 音楽に合わせながら指定の動き

で会場を横断するワークを行った。

1 時間という短い時間ながらも丁寧に舞踏を体験できる内容となっていたため、 大人も充実した時間が過ご

せたという感想があった。 当劇場では、 親子で参加できる企画が限られているが、 ダンスの企画は年齢に関

係なく参加できる可能性を広げることができるので、 近隣の子ども ・ 親子向けの公共施設と差別化を図りなが

ら今後も親子参加型のダンスワークショップを定期的に実施していきたい。

22-05-144_本文.indd   4422-05-144_本文.indd   44 2022/06/17   午前 11:51:532022/06/17   午前 11:51:53



-45-

クリエーションの様子

●顔合わせと舞踏の基礎（第 1次稽古：7月 9日～ 11日）
公募で集まった 17 名の内、 14 名が出演者として決定。 う

ち、 ダンス未経験者が 7 名集まった。 また劇場の企画に初

参加する人も 7 名。 緊張感が漂う初日はまず輪になって自己

紹介から始まった。 前半は大駱駝艦でお馴染みの 「らくだ体

操」 を一通り行い身体をほぐし、 後半は舞踏についての歴史

や背景、 大駱駝艦の様式” 天賦 ( てんぷ ) 典式 ( てんしき )”

についてのレクチャーを映像も交えながら実施。 笑いが飛び

交う 1 日目となった。

2 日目、 3 日目はすり足など基礎的な動きを習得しつつ、

作品の振付も開始。 マスクをつけながら踊るという苦しい環境

の中、 こまめに休憩をとりつつ、 ひたすら振付を繰り返し、 基

礎を身につけていく 1 次稽古となった。

●チラシ撮影も全力で（7月 11日）
今回は市民参加型の企画という事で絶対に市民参加者と

チラシ用の写真を撮影したいという制作の強い希望から、 『豊

橋妖怪百物語』にも登場する豊橋市内の石巻山で撮影を行っ

た。 スケジュールの合う参加者が集い、 白塗りをし、 衣装を

着た状態で山を登る姿はまるで妖怪たちが山に現れたかのよ

うな時間だった。

●コロナ対策と辞退者
稽古期間中は毎日の検温、 マスク着用の徹底、 こまめな

手指の消毒を実施。 参加者には感染症対策のガイドラインを

配るなど、 安心して参加できるように、 そして感染症対策の意

識を高めてもらうために気を配った。

しかし 7 月の 1 次稽古から 11 月の 2 次稽古にかけて、 新

型コロナウイルス感染症の第 5 波が訪れたため、 2 名の辞退

者が出た。 結果、 公募の出演者は 12 名となった。

●オンライン稽古と自主練習
第 2 次稽古まで 4 カ月近く空く中、 中間にあたる 9 月にオ

ンライン稽古を実施した。 久しぶりに集う参加者にまず辞退者

の事を伝え、 それぞれに不安が無いかの聞き取りを行った。

制作が想定していたよりも前のめりな参加者に背中を押され、

稽古を開始した。 初のオンライン稽古だったが、 動きや振付

のおさらいができ、 非常に有意義な時間となった。 また第 2

次稽古が始まる前の自主練習に向けて参加者同士が協力し

合う、 良い機会となった。

Bプログラム　愛知県豊橋市／穂の国とよはし芸術劇場 PLAT

撮影 ： 萩原ヤスオ
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●仕込みと稽古の同時進行（第 2次稽古：11月 16 日～
19日）

事前にオンラインで打合せした内容を元に仕込みが始ま

る。 別室では田村さんと本作の原作となる 『豊橋妖怪百物

語』 の著者 ・ 内浦有美さん、 そして琵琶奏者の村田青水先

生の打合せを実施。 そこで初めて琵琶の演奏を村田先生に

依頼した。 最初は戸惑われつつも内浦さんの熱意に触発さ

れ、 出演を了承いただく。 予定を調整して、 リハーサルに参

加していただくことになった。

稽古は久しぶりの対面ではあったが、 初日から猛スピード

で振り写しを行った。 というのも、 ダン活経験豊富な田村さん

でさえＢプログラムで 90 分の作品を創るのが初めてであった

からだ。 限られた稽古時間の中、 複雑な構成とパート分け、

参加者の出来ること出来ない事を判断しながら創作を行って

いくのは至難の業であった。

また今回は劇場の技術スタッフが照明 ・ 音響 ・ 舞台を担っ

ており四六時中現場に付いた。 アーティストと密に連携を取り

ながら、 稽古と同時に随時プランを更新していきクリエーショ

ンを行う経験は劇場スタッフにとっても貴重な機会となった。

稽古も最初から本番と同じ会場で実施。 舞台照明や音響が

あり、 本番と近い状況を用意出来たので参加者にとっても非

常に良い環境が作れた。

また平日の日中も都合のつく参加者が劇場に集まり、 明か

りづくり ・ 振りづくりに参加してもらえたことで、 短いスケジュー

ルの中で効率的に作業が進められたことは非常に良かった。

●初めての通し稽古とゲネプロ（11月 20日）
日々更新される振付を必死に覚えながら、 何とか通し稽古

に漕ぎつける。 通し稽古では、 演出の田村さんの代役を演

出助手の阿蘇さんが務め、 実施。 衣装や琵琶の演奏も本格

的に入り、 緊張感が高まっていく。

ゲネプロでは本番同様に田村さんが舞台に立てるのかの瀬

戸際だったが、 無事に全員で通すことができた。 出演者が全

員揃い、 やっと作品の流れをそれぞれ身体に落とし込めたよ

うに見えた。

●そして本番へ（11月 21日）
ついに本番を向かえた当日。 朝いちばんで軽く通し稽古を

し、 初めて全員で白塗りをして入念に準備をする。 ホワイエで

は制作がチラシで使われた題字の展示と 『豊橋妖怪百物語』

原作本の物販コーナーの設置をして、 お客様を迎える準備が

整った。 14 ： 00 に開場。 14 ： 30 に幕が上がった。
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●来場者アンケートより（感想）
　 ・ 大変、 面白く拝見させていただきました。 時間もちょうどよく、 続編が楽しみです。 （女性 ・ 60 代）

　 ・  豊橋の妖怪話を読み直したくなりました。 一時間半の長さを感じないメリハリのある演出で面白く楽しく観ました！

（女性 ・ 50 代）

　 ・ 口承伝承をうまく舞台化していると感銘をうけました （男性 ・ 60 代）

　 ・  長年、 田村一行さんのファンなので、 豊橋市民創造するダンス公演 ( しかも原作も豊橋在住のばったり堂の内

浦有美さんの創作 ) は、 豊橋の方々にも田村一行さんの魅力が浸透した！と、 とても感慨深いです。 （中略）

舞台に立つ 1 人 1 人の佇まいが皆素敵でした。 老若男女、それぞれがそれぞれに美しい。 大駱駝艦のいう 「天

賦典式」 ＝ひとりひとり産まれ出たことが才能である。 を感じる舞台でした。 ばったり堂の内浦さんの舞台での存

在も凝ってるなあと感じました。 豊橋の妖怪物語だったこともあり、 ちょうど、 この公演の前に豊橋に PLAT を建

てる活動に尽力された方が亡くなったのですが、 その方が客席で観ているような・・・舞台のどこかにいるような・・・

そんな想いを感じた公演でした。 （女性 ・ 60 代）

　 ・ 舞踏を観るのは初めてでしたが、 大変面白かったです。 （男性 ・ 30 代）

　 ・ 一般の市民がこういった特殊なパフォーマンスに参加するのが、 意義があると思う。 （男性 ・ 60 代）

『豊橋妖怪百物語』とは 230 話以上あると言われている、豊橋に古くから伝わる民話や妖怪の話を紹介した本である。

本公演では本書の 「腕借り天狗」 「石巻山の背比べ」 「嵩山の蛇穴」 「みちびき提灯」 「十三本塚悲話」 「ごひんさ

ま」 など、 数多くの物語が盛り込まれており、 11 のシーンからなる 90 分の作品である。 舞台美術は会場であるアート

スペース舞台奥中央の扉を開放し、 戸板を左右に 6 つずつ並べ、 センターに人が立った時に 13 本の塚が表現され

る作りになっていた。

企画立ち上げ当初から原作者である内浦有美さんによる朗読は取り入れる予定であった。 同じく『豊橋妖怪百物語』

を題材に唄を創作している琵琶奏者の村田青水先生を紹介して貰ったことで、 琵琶の生演奏を急遽入れることに。 そ

のため本公演は舞踏、 朗読、 琵琶の生演奏のコラボレーションが実現した濃厚な 90 分となった。 また、 豊橋市民に

馴染みのある和菓子屋で作られているアマビエのお菓子も登場し、 笑いが起きた場面もあった。

これまで当劇場では数多くの市民参加型公演を行ってきたが、 ここまで内浦さんのような地元の方と協力しながら創

作を行ったのは初めてだった。 原作者として協力していただくだけでなく、 チラシの撮影、 作中の朗読、 最終的には

白塗りをし重要な役回りを演じてもらうまでになった。 また村田先生の生演奏も、 内浦さんのご縁がなければ実現はし

なかった。 田村さんの作品に対する真摯な姿勢と、 内浦さんのパワフルさが、 どんどん周りの人を巻き込み作品を大

きくしていったのが印象的であった。 劇場としても田村さんや内浦さんと双方向的な関係性が築けた公演となった。

Bプログラム　愛知県豊橋市／穂の国とよはし芸術劇場 PLAT

市民と創造するダンス公演　『　舞踏　豊橋妖怪百物語　』

撮影 ： 萩原ヤスオ
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●この事業への応募動機
当劇場は 2017 年度よりダンス ・ レジデンス事業 （豊橋アーティスト ・ イン ・ レジデンス） を開始し、 継続的

に成果発表会やワークショップを実施しており、 ダンス事業はある一定層に根付いたと考える。 しかし、 これま

では単発の企画が多く、 また、 客層を広げられるほど大きな参加型企画を実施できていなかった。 そこで本格

的に出演者を募り、 公演形式の創作活動を行うことはダンスの企画をより広い範囲へ周知する機会となり、 さら

にこれまで蓄積されてきた参加者層をより深くダンスの世界へと誘い、 創作活動を通して身体表現や舞台芸術

への理解をより一層深める契機になるのではと考え、 本事業に応募した。

●事業のねらいと企画のポイント
2017 年に C プログラム、 2018 年に A プログラムを実施した当劇場は、 新型コロナウイルス感染症の影響に

より 1 年延期したのち、 今年度ようやく B プログラムの実施にたどり着いた。

B プログラムは事業のボリュームに対して日数が圧倒的に少ないため、 短期間で良質な作品を創る環境を整

える必要があった。 そのためアーティストはこれまで関わりのある方にお願いするのは必須であった。 田村さん

を希望したのは、 2018 年の A プログラムで 『豊橋妖怪百物語』 と出会うきっかけがあり、 原作者の内浦さん

と豊橋妖怪ツアーを行う機会があったためである。 3 年前に蒔いた種を芽吹かせる機会を逃す手はなかった。

郷土の物語と親和性が高い 「舞踏」 を扱った本公演が、 ダンスが身近でない人にも届きやすい内容でありな

がら、 多くの観客が新しい表現と出会うきっかけとなると期待した。

●企画実施にあたり苦労した点
オーディションから本番までの期間が長かったため、 各参加者のモチベーションを維持するのに気を使った。

それに対し稽古日数は非常に短かったため、 身体的にも精神的にも参加者がついていけるかが非常に心配

であった。 新型コロナウイルス感染症が拡大している中でのクリエーションは慣れるものではないが、 各参加者

が感染予防対策に気を配っていたので、 体調不良者もなく終えられたのは幸運であった。

テクニカル面では田村さんが劇場とのやりとりに非常に慣れているため、大きな問題なく上演まで実施できた。

唯一、 リノリウムや楽屋エリアについてしまった白塗りを落とすのに苦労をしたため、 次回はしっかりと養生をす

ることを心がけようと思う。

●事業の成果と課題
本公演はコロナ禍にも関わらず早い段階で満席となり、 当日はキャンセル待ちが出るほどの盛況となった。

妖怪そのものに興味がある層、 郷土物 （今回は 「豊橋妖怪」） に興味がある層、 舞踏に興味がある層など

各方面から観客が集まり、 今回の 「豊橋妖怪×舞踏」 というコンテンツの強さを実感するとともに、 公演日近く

に見たいと思った方に席を用意できなかったのが悔やまれた。公演を 2 日間かけて 2 公演上演できれば良かっ

たが、 ダン活の枠組みでは日数的にも、 市民参加者の体力的にも 2 公演は厳しいと思われる。 短期集中型

の企画だからこそ参加できたという声もあるため、 今後市民参加型のダンス作品を創作する場合は、 稽古期間

をどのように設定するか検討する必要があると感じた。

●今後の事業展開や展望
市民参加型のダンス公演は 3 年に 1 度程度の頻度で実施できたらと考えている。 今回のようにテーマがハッ

キリしている作品だと、 コンテンツとして強いメッセージ性があることを実感した。

また、 舞踏は毎年劇場が主催する大道芸のイベントで招聘しているが、 今回の事業を通して改めて三河地

域では舞踏に対する関心が強いと感じたため、 今後舞踏の公演を招聘する可能性を探る機会となった。

担当者の報告・評価
穂の国とよはし芸術劇場 PLAT　大橋玲
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コーディネーターレポート
中西麻友

●この地域のダン活の特徴
公演に限らずダンス関連企画を多数実践されている劇場だが、 市民参加型のダンス公演創作は、 意外にも

今回が初めてということだった。

アーティストは、A プロから継続の田村一行さん。 A プロ滞在時の出会いが発端で『豊橋妖怪百物語』（著者：

ばったり堂） をモチーフにした作品をつくることとなった。 市民参加者は、 既存の市民劇経験者、 C プロ時の

公募 WS に参加して以来ダンス企画に通っている方、 バレエ経験者、 舞台経験が無く劇場の企画は初参加

の方々など、 それぞれの想いを身体に秘めた魅力的なメンバーが揃った。

１回目のクリエイション （７月） では、 舞踏の身体の使い方、 振付の考え方などが、 映像資料やレクチャー

の時間も交えて丁寧に伝えられた。 力を抜くこと、 下半身を使うこと、 テンポのある動きではなくゆっくり耐える

ような動きなど、 現代の西洋式の生活で使う身体とは異なる身体に出会う時間になっていたと思う。

２回目のクリエイション （11 月） は短期間、 平日連夜で仕事との両立など大変だったと思うが、 日中から自

主的に参加する方もいて、 田村さんたちへの質問も途絶えず参加者の熱量はどんどん高まっていた。 稽古が

ない期間も、 一度オンライン稽古を設けたほか、 LINE や YouTube を活用した情報共有など、 関係性を途切

れさせない工夫が功を奏した。

「表現し過ぎない」 こと、 「踊らされている」 という感覚や、 一方では激しく全身を使う動きなど、 難しかった

り身体的に負担がかかったりすることもあったとは思うが、 田村さんたちと一つ一つの動きや作品に込めた想い

を丁寧に共有して創作する過程は、 参加者にとって実り多い時間となったことと思う。

作品は、様々な妖怪が登場し、現実とも夢ともわからぬ時空の中を彷徨う世界観が、舞踏の身体性を用いて、

時にユーモラスに、 時に神秘的に表現されていた。 観客が観ていたのは人間なのか妖怪なのか、 見えていな

くてもきっと劇場に妖怪がやって来ていただろう、 という豊かな余韻が残り満席の会場からカーテンコールが鳴

り止まなかった。 また、 著者本人が語り部として登場したことや、 琵琶の先生の生演奏が作品に彩と深みを持

たせ、 地域の魅力を存分に取り込んだ作品となった。

7 月の公募 WS は、 親子のふれあいを楽しめるよう、 未就学児を含む親子対象とした。 デモンストレーション

では怯える子もいたが、 最後には、 嬉々として牛や鳥になって踊っていた。 親子で身体をゆする、 相手を操

るなどのワークは、 家に帰ってからも楽しんでいただけたのではないかと思う。

●課題とこれからに向けて
公演チケットは早々に売り切れ、 舞踏や豊橋妖怪に興味がある方など、 普段と違う顔ぶれの観客が多数来

場してくださったそうだ。 今回ほど 「豊橋」 を明らかに打ち出したことが意外と無いということで、 地域の物語

が舞踏との出会いを通して再び息づいたようにも感じられた。 市民参加者も、 初参加の方が半数くらいいたの

で、 新しい層へアプローチしたいという劇場担当者の想いが叶ったのではないだろうか。

また、 劇場のテクニカルスタッフの方々が稽古にずっとついてくださり、 田村さんの意図を汲みながら日々音

響や照明に手が加えられていた。 貸し館事業などでは、 プランからつくることがあまり無いそうだが、 手厚い態

勢で臨んでくださり、 技術部内のコミュニケーションも深まったということだった。

豊橋は、 今回で A、 B、 C 全て終えたが、 ダン活支援の活用や、 劇場全体としてダンスにどう取り組むかを

今後改めて考えていかれることと思う。 今回出会った参加者や観客とのつながりを途絶えさせないよう、 もちろ

ん、 ダンスだけに限らず、 多様な形態の企画をバランスよく展開していって欲しい。

舞台芸術はただ一つの正解があるわけではなく、 劇場でアーティストや作品、 共演者、 ホールスタッフなど、

様々なこと、 人に出会うことで、 一人ひとりの人生が豊かになっていく。 そのことを、 白塗りされることで見えて

くる出演者一人ひとりの身体の美しさを眺めながら改めて感じることができた。
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白河文化交流館コミネス　実施データ
Bプログラム

実施団体 特定非営利活動法人カルチャーネットワーク

実施ホール 白河文化交流館コミネス

実施期間
令和 3年 12月 2日（木）～ 12月 5日（日）
令和 4年 1�月 12 日（水）～ 1月 16日（日）

アーティスト等
アーティスト：康本雅子
クリエーションのためのアシスタント（共演者）：小山まさし、ミウラ 1号（音楽）
テクニカルスタッフ等：奥野将徳（制作）

コーディネーター 宮久保真紀

■�公募ワークショップ（実施日時、対象、参加料、参加人数、会場）

① 12 月 2 日 （木） 18 ： 30 ～ 20 ： 30、 小学生以上、 500 円、 12 名、 小ホール

■公演（演目、公演日、開演時間、出演者、入場料金、会場、入場者数）

■ 高校生と一緒に創るダンス公演 『Taiwanwan』

■ 1 月 16 日 （日） 14 ： 00 開演 （13 ： 30 開場）

■ 康本雅子、 小山まさし、 ミウラ 1 号、 奥野将徳、 高校生 （9 名） 出演者

■ 一般 1,000 円、 高校生以下 500 円

■ 白河文化交流館コミネス　小ホール

■ 61 名

22-05-144_本文.indd   5022-05-144_本文.indd   50 2022/06/17   午前 11:51:542022/06/17   午前 11:51:54



-51-

下見

6/13（日） 6/14（月）

9:00 テク打合せ

10:00

11:00

12:00 白河着 昼食

13:00 打合せ 打合せ

14:00 ホール下見 宣材撮影

15:00 語りの会

16:00 地域映像

17:00 エマノン

18:00 退館

19:00 交流会

20:00

21:00

22:00

スケジュール
Bプログラム　福島県白河市／白河文化交流館コミネス

実施期間①

12/2（木） 12/3（金） 12/4（土） 12/5（日）

テク打合せ

昼食

クリエーション② クリエーション③

広報用撮影

白河着 打合せ

打合せ

WS準備 準備

公募WS クリエーション①

交流会 退館

退館

退館

実施期間②

1/12（水） 1/13（木） 1/14（金） 1/15（土） 1/16（日）

9:00 舞台設営 照明仕込み

10:00 舞台稽古

11:00 手直し

12:00 昼食

13:00 照明仕込み図
作成 クリエーション⑦ 休憩・準備

14:00 白河着 アーティスト稽古 映像撮影 公演

15:00 テクニカル
打合せ アーティスト稽古 映像撮影 場当たり

16:00 フィードバック

17:00 クリエーション④ クリエーション⑤ クリエーション⑥

18:00 映像撮影 通し稽古

19:00 退館

20:00 通し稽古 ゲネプロ

21:00

22:00 退館 退館 退館 退館
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昨年度 C プログラムでは、コロナ感染症防止の観点から、小学生以上のお子様とそのご家族を対象としたが、

今年度は、昨年度同様に感染症対策をとりながら、小学生以上どなたでも参加できるように、対象の幅を広げた。

参加者は小学生から 70 代まで、 各年代の人々が参加した。

音楽は、 民族楽器を演奏するミウラ 1 号さんが、 参加者の動きをみながら、 即興で演奏した。 生の音楽を

聴きながら、体を動かす贅沢な取り合わせになった。 ブレークタイムには、各国の民族楽器を紹介してくださり、

普段聞きなれない音色に参加者も興味津々で聞き入っていた。

歩くなど日常的な動きから始まり、 誰かが止まったら全員が止まる。 周りを見ながら、 自分の体をコントロー

ルしていく。 次に、 球体の中に入っているイメージで、 体全体を使って、 その球体を手や足でなぞるというワー

クをした。 このようにルールを決めるだけで、 あとは、 各々で好きなように体を動かしていく。 振付があるわけ

ではないので、最初はどうしたらよいのか戸惑う様子が見られたが、徐々に慣れ、思い思いの動きになっていっ

た。

後半は、 2 人一組になって動くワークが多かった。 背中を合わせて相手を感じながら動いたり、 手と手をあ

わせ、 主導者の動きに自分の体をゆだねたりした。 床に座って骨盤を動かしながら後ろに歩く、 最後はティッ

シュを手のひらにのせ、 手を動かしながら、 落とさないように歩いていく。 人間は、 体の使い方に癖や特徴が

あると思うが、 相手の動きにあわせたり、 ワークで行わなければ動かさないような動きをすることで、 普段動かさ

ない部位を無意識に動かすことが出来るようになっているようである。

参加者からは、 「普段動かさないところまで、 動かして、 思ったよりも運動量があり、 良い運動になった。 日常

に取り入れたい。」 小学生からは 「もっとやりたい！」 との声があり、 とても楽しかった様子が伝わってきた。

事業概要

22-05-144_本文.indd   5222-05-144_本文.indd   52 2022/06/17   午前 11:51:542022/06/17   午前 11:51:54



-53-

クリエーションの様子

●前半　クリエーション 1日目（12月 3日）
参加者 5 名が自己紹介をし、 応募した理由、 家族につい

て話をした。 その後制作チームとダンスチームと一緒に、 2 人

1 組になり、手を合わせて主導者の動きに相手が合わせる （同

期する） ワークなどを行った。

●クリエーション 2日目（12月 4日）
参加者全員に、 ファシリティターの奥野さんから、 今回の

制作チームの担う事、 又、 チームとして主体的に考えること、

建設的に物事を進めていくことなど、 一緒に公演を創る心構

えについて話があった。 次に 「哲学カフェ」 と称して、 「家族

の好きなところ、嫌いなところ、良いところ、悪いところ」 をテー

マに話をしてもらった。 最初に出演者が本音で正直に語って

いたことで、 参加者の気持ちに取り繕わなくても良いのだとい

う気持ちが芽生えていった。 それぞれの人柄や人生観がかい

まみられ、 参加者とアーティスト達のお互いを知る良い機会に

なり、 ぐっと距離が近づいた印象だった。 発言に慣れさせる

効果もあった。

　ダンスチームは、 ストレッチをしながら、 自分の体をどの

ように使ったら柔らかく動かせるか、 また、 オフバランス （バラ

ンスを崩す）、 脱力 （体の力を抜く） ワークを行った。

制作チームは、 広報とは、 何のために、 何を、 誰に、 どう

やって伝えるかの話し合いをした。

●クリエーション 3日目（12月 5日）
広報誌の表紙用写真撮影が行われた。

制作チームは、 広報誌 『コミネス通信』 の表紙コピーと特

集記事のインタビューの内容について考えた。その方法として、

この企画を知ってもらうために、 ターゲットを絞り人物像 （ペル

ソナ） を作っていく作業を行った。 人物を想定するという思考

のプロセスのレクチャーを受け、 その人に情報を知ってもらう

ために何をすれば良いか、 どうしたらホールに来てもらえるか

を具体的に考え答えを導き出していった。

ダンスチームは、 「しりとりダンス」 で相手の動きを真似ると

ころから始まり、 自分の動きに繋げていった。 そしてその動き

を次の人が引き継ぐ。 このダンスによって、 康本さん、 小山さ

ん、 他者の体の使い方 （動き） も観て取り入れることも出来る

ようになっていた。 ミウラ１号さんの即興で演奏される音に合わ

せて、それぞれが、即興で踊ることを身につけているようだった。

Bプログラム　福島県白河市／白河文化交流館コミネス
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●後半　クリエーション 4日目（1月 12日）

舞台になる場所にリノが敷かれ、 それを囲むように客席が設置さ

れた。 後半からダンスチームに参加者が 4 名加わった。 最初に簡

単な自己紹介の後、 ダンスチームは 「球体ダンス」 で球体の中に

いるイメージを持ち、 体の色々な部位を使って、 その球体をなぞる

ワークを行った。 制作チームは、 ワークショップ、 前半クリエーショ

ンの様子を、 Twitter　など SNS に載せる写真、 文章を作成しアッ

プした。 康本さんは、 最後に参加者にワークの感想を記入してもら

い、 話を聞くだけではなく、 書いてもらうことで、 参加者がどのよう

に感じているかを読み解き、 次のワークの参考にし、 フォローアッ

プできるように丁寧な対応をしてくださっていた。 また、 公演を知る

という意味で、 制作チームもダンスチームにまざってワークを行っ

た。 舞台上を歩き、 誰かと目が合ったら止まる、 倒れる、 ジャンプ

する、 というルールのなかで、 言葉だけではない対話や、 人との

関りを意識させる内容だった。

●クリエーション 5日目（1月 13日）

公演の中で上映する映像をひとりずつ、 撮影した。

衣装は、 日曜日に友達と出かける服装に決定した。

制作チームは当日パンフレットの内容を決め、 原稿を作成した。

出演者、 参加者の紹介は、 それぞれの人柄を漢字ひと文字で表

現し、 他者が紹介する形式にした。

ダンスチームは、 公演のプログラムのパフォーマンスの基礎とな

る腕ダンス、 こんにちは （お腹から声を出す練習）、 バランスを崩

す （オフバランス）、脱力、ミラー、しりとりダンスなどワークを行った。

●クリエーション 6日目（1月 14日）

プログラム構成が発表され、 それに伴い、 公演の流れや動き

をシーンごとに分けてやってみた。 太鼓をたたく、 歌を歌う、 司

会、 映像、 机に座って手紙を書く、 歩く、 腕ダンス、 しりとりダンス　　

康本さんが、 参加者の個性や得意なところをうまく引き出しながら、

作品の構成、 演出を試しながら、 創りあげていった。 参加者も徐々

に作品のイメージが掴めはじめ、 最初の動きからは見違えるほど、

それぞれ個性のある動きとなり、 躍動感あふれるダンスになってい

て驚いた。

●クリエーション７日目（1月 15日）

場あたり、 ゲネプロを通して、 作品を観客に見せる為には、 恥

ずかしがっていてはダメで自分が楽しめなければ、 観客は楽しめ

ないこと、 自分の体にどこまで集中しているか、 体のひとつひとつ

のパーツに意識を向けることなど、 体の解像度をあげる指導をして

くださった。 制作チームは当日パンフレットの最終仕上げをした。
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Bプログラム　福島県白河市／白河文化交流館コミネス

●来場者アンケートより（感想）
　 ・ 企画、 作品共に白河の未来に意識が向けられていてとても胸が熱くなって、 心地良かったです。

　 ・  コンテンポラリーダンスも高校生企画のダンスも初めて見ましたが、 クオリティが高く、 びっくりしました。 また見に

来たいです。

　 ・  非日常的な動きで、 人間って色々な動きができるんですね。 生命の原点を観ているようでした。 顔の表情は無

いけれど体全体で表現するところがすごいと感じました。 感動しました。

　 ・ ダンスだけじゃなく、 その後のアフタートークでひとりひとりの思いがわかって良いなと思った。

　 ・ ダンスで言葉、 対話を表現素晴らしい。

　 ・  生身の 「からだ」 を見つめ、味わい、気づくと触れ合っているような、繊細さ躍動を感じる素晴らしい舞台でした。

　 ・ 最近、 対話できてなかったかもと気づきました。 面白かったです。

　 ・ ホール全体を使った大迫力のダンスで観ていて、 とても楽しく、 新鮮な気持ちになれました。

　 ・ 外出する時間がないため、 久しぶりの楽しい時間を心からありがとうございます。

市民参加型コンテンポラリーダンス公演は当館にとっても初めての試みとなった。 参加者には、 普段ホールを利用する機会

の少ない１０代の若者を主に募集し、 公演スタッフも同時に募集したところ、 高校生９名が集結。 ダンス経験がほぼないというメ

ンバーだったが、康本雅子さんの 「ダンスの発表会にはしたくない」 との発言のとおり、各自が言葉ではない身体同士の対話を、

ミウラ１号さんの民族楽器による即興の演奏にあわせて、 表情、 声のトーン、 ダンス、 歌、 姿勢、 距離でタイトルの 『Taiwanwan』

（身体同士の 「対話」 によって、 お互いの身体が反響していくイメージ） を見事に表現、 予定調和にならないスリリングな舞台

が展開された。 パフォーマンスの中には、 映像や寸劇が用いられ、 制作チームがどのようなことを考え、 広報をしていったかと

いう過程も挿入された。 制作チームの 1 人が童謡を歌い始め、ダンスチームが、その歌に合わせて踊っていくというシーンもあり、

五感に訴えかける演出が随所に見られた。

舞台は小ホールを平土間にし、 それを取り囲むように客席を配置したことにより、 出演者と観客の距離も縮まり、 観客もさまざ

まな角度からパフォーマンスを楽しみ、 作品の中に身を委ねる効果もあった。 公演終了後にはアフタートークも行い、 観客との

対話も実現した。

康本さん、 小山さん、 ミウラさん、 奥野さんは、 「哲学カフェ」 などのクリエーションを通して、 最初はどちらかと言うと、 引っ

込み思案で恥ずかしがり屋タイプのメンバーから、 個性や主体性を引き出し、 良好な人間関係を築いていった。 仲間としての

結束や絆も生まれ、 互いに刺激し合い、 本番では全ての力を出し切るパフォーマンスを見ることができた。 彼らにとって新しい

世界が開かれ、 今後の人生にもわずかだが影響を与えられたのではないかと思え、 感無量であった。

令和 3年度ダンス活性化事業　市民参加公演「Taiwanwan」
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●この事業への応募動機
地域の人々とアーティスト及びホールの交流を通じて、 ホールとかかわりを持つ層を新しく開拓し、 ダンスを楽しむ文

化を広く地域で育てていく。 また、 個性が尊重されるコンテンポラリーダンスを通じて、 身体を使ったコミュニケーション

能力を高め、 市民同士の交流や、 表現する面白さを参加者が実感できる機会にしたいと思い応募した。

●事業のねらいと企画のポイント
開館５周年を迎え、 ホールを訪れる市民が固定化してきた感があった。 新たな利用者層の獲得の手段の一つとして、

ホールを普段、利用することが少ない中高生に対象を絞って、参加者を募集した。 参加者にとって、企画に参加し、アー

ティスト達と出会い一緒にクリエーションすることで、 学校以外の場で、 新しい世界に触れてもらいたいと考えた。 出演

に躊躇する生徒も多いのではと懸念したことから、 公演スタッフとして、 広報や制作の仕事に興味のある人も同時に募

集し、 選択肢に幅を持たせた。 また、 このことにより、 出演する側、 制作する側の双方の交流が図れ、 互いの役割へ

の理解が深められることもねらいとした。 また若者が出演することで同世代の集客につながるのではないかという思いも

あった。

●企画実施にあたり苦労した点
苦労した点は、 コミネスとあまり繋がりのない中高校生に、 どのようにしたら公演に興味をもってもらい、 参加してもら

えるかという点だった。

まず、 地域の高校生を応援する 「コミュニティ ・ カフェ ・ EMANON」 の協力を仰ぎ、 カフェで説明会も開いたが、

前半クリエーションでの参加者は 5 名だった。 模試など学生ならではの行事と重なり、 すべての日程への参加は難しく

応募できないという声が多く、 後半からの参加もできるよう柔軟に対応した。 高校などに出向き、 直接、 学生に前半の

動画を観てもらいながら内容を説明し、 これが功を奏し 4 名増え、 高校生 9 名が参加することとなった。 後半からの参

加者や、 欠席があった参加者は、 参加できなかった時間に対して不安があったので、 動画を見てもらったり、 皆が同

じグループ LINE に入ることで、 安心して、 スムーズに参加できるように努めた。

前売り券が売れず、 集客にも苦戦したが、 制作チームを中心に、 広報誌の記事を作成したり、 SNS での発信、 参

加者からの声掛け、 EMANON でのチケット委託販売、 公演のレビューを書いてくれる方を無料で招待する企画等も実

施し、 結果、 当日券が売れ満席にすることができた。

●事業の成果と課題
　今回の事業を通して、 高校生の実情を知り、 学校関係者や高校の演劇部顧問との繋がりができたことは、　非常に大

きな成果だった。

　決まった振付がない中で、 はじめは、 自分を出せず不安も感じていたようだったが、 各自で感じたままに表現する楽

しさを徐々に感じてもらうことができ、 表現の主体性の大切さや、 多様な表現の魅力に気付いてもらうことができた。 ダ

ンスを通じて新しい価値観に出会う場となった。

　出演チームと制作チームを設けながらも、 お互いのやっていることを共有していったことで、　色々な役割があることを

知ることができ、公演を皆で創っているという意識が芽生えた。 制作側は、間近でクリエーションを観て、時には参加し、

どんな作品を作っているのか、 どんな人に届けたいのかということを考えることができた。 また、 交流することで、 参加

者をより理解し、 参加者の個性や魅力を SNS や会館広報誌、 当日パンフレットなどで伝え、 面白い広報をすることが

できた。 そうした制作の過程自体が、作品に取り入れられ、作品の創造性にも広がりが生まれたことも良い成果となった。

　公演来場者の学生の割合は、全体の 2 割程度だったことは、残念であった。 若者が公演に観にきてもらえる仕掛けや、

仕組み作りをより検討する必要性を感じた。

●今後の事業展開や展望
3 年間のダン活事業でできたアーティスト、参加者、関係各所の方々とのつながりを大切に生かし、若者をはじめホー

ルとのかかわりが少ない人達が、 来やすい、 参加しやすい方法を模索していきたい。 ダン活支援事業などを利用し、

今回のように、 公演スタッフも同時に募集し、 若者と一緒に公演を創るコンテンポラリーダンス事業を、 今後も定期的に

実施し広めていきたい。

担当者の報告・評価
白河文化交流館コミネス　中沢千早
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コーディネーターレポート
宮久保真紀

●この地域のダン活の特徴
アーティスト ： 康本雅子 （前年度 ： 康本雅子 ［C プロ］　前々年度 ： 田畑真希 ［A プロ］　）

公演観客数 ： 61 名

アンケート回収数 ： 45 枚

公募ワークショップ ： 13 名 （8 才〜 60 代）

東北の玄関口、 白河市。 東北新幹線で東京から 80 分の距離にあり、 那須連山の東側に位置する。 歴史や文学に

覚えが深くなくても 「おくのほそ道」 「松平定信」 「戊辰戦争」 というワードから身近に感じる方も多いのではないだろうか。

劇場名の 「コミネス」 は、 この地を長く見守ってきた白河小峰城とコミュニティから由来する。

コミネスでの B プログラムは、 6 月中旬に実施した下見打合せの際、 市内に高校生が集まる古民家カフェの存在を

知り、 それをきっかけとして白河市内の中高生を対象に組み立てることが決まった。 2020 年から続くコロナ禍の影響で

減少してしまった身体でのコミュニケーションと対話を軸にし、出演者だけではなく制作者での参加も公募することになっ

た。 康本雅子氏にとっても、 ダン活 B プログラムにとっても初めての試みである。 制作側の講師として康本氏の公演に

携わっている奥野将徳氏に依頼。 さらに様々な楽器を演奏・自作する風景音楽家のミウラ 1 号氏とアシスタントダンサー

として康本作品にも度々出演している小山まさし氏がメンバーとして加わることになった。

夏休み前から高校の演劇部などを中心に広く声がけをして 12 月上旬と 1 月中旬のクリエーション参加者募集がスター

トした。秋にはZoomを使った参加者向けのオンライン説明会も実施。順調に進んでいるように思えたが、1回目のクリエー

ション時期に高校演劇の大会や大学推薦入試が重なり、 実施日直前まで参加表明者がほんの数名、、、 という事態に。

しかしながらコミネスの中沢氏、 佐々木氏はぎりぎりまで諦めず、 例の古民家カフェで制作に関心のある高校 2 年生男

子に出会うことができた。 前半のクリエーションは出演希望が 3 名、 制作希望が 2 名の計 5 名の参加者。 クリエーショ

ンは全員参加の身体ワークショップを含めつつ、 出演組は動きや声出しの稽古、 制作組は制作の基本の説明を受け、

その中でも広報計画や月 1 で発行している劇場広報紙への掲載内容を決めるなど、 具体的な内容で進んでいく。

1 月の後半クリエーションからの途中参加も認めようということになり、 年明けから再度声がけをしたところ、 さらに 4 名

の高校生が増え、計 9 名のチームとなった。 康本氏の構成で制作組の 2 名もいくつかのシーンに出演することも決まる。

平日の水 ・ 木 ・ 金のクリエーション日は学校があるため、 どうしても夕方以降から 3 時間ほどしか創作ができない。 新

メンバーとの新たなコミュニケーションをはかりつつの各シーンづくり。 冬の悪天候の影響での電車運休や、 コロナ禍の

影響も混ざり、 毎日全員が集まることの難しい中、 日曜日の公演当日を迎えることになった。

縦長の劇場空間を舞台面の幅が横に広い形で使用し、 その舞台面を 3 方向に囲んで設置した 60 席が満席となる

中で上演。 直前まで細かな指導を受けた高校生たちの驚くほどの集中力と、躊躇なきパフォーマンスは連日クリエーショ

ンに関わった私たちはもちろん、 観客の方々の心を大きく揺さぶる素晴らしい大作となった。 アフタートークも制作組が

取り仕切り、 出演者全員へそれぞれ違う質疑応答で上演だけでは伝わらない部分が肉付けされた。

「出演する」 以外の部分をダン活 B プログラムに組み込むことは簡単ではないが、 学びも多く、 日頃から制作やプロ

デュースしている私自身も 「舞台作品を人に届ける」 ということについて改めて考える貴重な時間となった。 今回の企

画に携わった大人たちも皆同じ思いのはずだ。 康本氏のダン活 B プロのレパートリーとして、 今後も各地でこの企画が

広がっていくことを想像するだけでワクワクしてくる。 上演だけで終わらない、 次への活力が備わった企画だった。

●課題とこれからに向けて
今回の大きな特徴は、 出演だけでなく 「制作を行う」 という視点が入ったこと。 劇場担当者も指導する側と指導され

る側の両方を短期間で行ったことは通常のダン活以上の会得があったはずだ。

若い世代が出演するから同世代が観にくるということを求めがちだが、 すぐに結果はでない。 少しずつでも長く継続

することで少しずつ浸透していくのが文化事業というものだ、 と私は考える。 地元高校生たちとの貴重な繋がりになった

今回のプログラムを発端とし、 観客としてだけでなく、 コミネスの今後を盛り立てサポートしてくれる人材として、 また彼ら

の文化のふるさととなる劇場であり続けてもらいたい。
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C プログラム
（公演プログラム）
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実施団体 浦添市てだこホール指定管理共同企業体　ティダ・コミュニケーションズ＆リレーションズ

実施ホール アイム・ユニバース�てだこホール

実施期間 令和 3年 7月 1日（木）～ 7月 4日（日）

アーティスト等
アーティスト：北尾亘
共演者：米田沙織、伊藤まこと
テクニカルスタッフ等：中瀬俊介（映像）

コーディネーター 神前沙織

■�公募ワークショップ（実施日時、対象、参加料、参加人数、会場）

①    7 月 1 日 （木） 18:00 ～ 20:00、 ダンサー ・ 俳優対象 （年齢 ・ 経験不問）、 1,000 円、 9 名、 市民交流室

　 

■公演（演目、公演日、開演時間、出演者、入場料金、会場、入場者数）

■ 『アンバランス』

■ 7 月 4 日 （日） 14 ： 00 開演 （13 ： 30 開場）

■ 北尾 亘 （Baobab）、 米田沙織 （Baobab）、 伊藤まこと （Baobab）、 河内優太郎、 山田茉琳

■ 一般 2,000 円、 高校生以下 1,500 円 （当日各 500 円増）

■ アイム ・ ユニバース てだこホール　小ホール

■ 105 名

アイム・ユニバース てだこホール　実施データ
Cプログラム
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実施期間

7/1（木） 7/2（金） 7/3（土） 7/4（日）

仕込み 音響・照明
チェック 集合 手直し

場当たり

昼食

映像仕込み 場当たり 開場

公演

打合せ アフタートーク

公募WS準備 バラシ

公募WS ゲネプロ フィードバック

移動 移動 移動 移動

下見

4/5（月） 4/6（火）

9:00

10:00 広報打合せ

11:00

12:00 昼食

13:00 集合 広報撮影

14:00
ホール下見
ﾃｸﾆｶﾙ打合せ

15:00

16:00
現地演劇人と

交流

17:00 移動

18:00 移動 解散

19:00

20:00

21:00

22:00

スケジュール
Cプログラム　沖縄県浦添市／アイム・ユニバース�てだこホール
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公募ワークショップ
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平成 30 年度のＡプロに続き、 2 度目のダン活実施となった今回は、 ダンサーや演劇人へ向けて 「新たな表現を手

に入れる」 「オリジナルの振付を創作する入口に立つ」 ことを目的に、 スキルアップワークショップとして企画した。 年

齢やダンス経験は不問としたが 「クリエイティブな活動に熱心に取り組んでいる方 ・ 演出や振付等の創作活動を行って

いる方」 という基準を設け募集した。 応募は当初伸び悩んだが、 10 名の申込があり、 最終的には 9 名が参加した。

参加者の多くは、 バレエやストリートダンス経験のある 10 代～ 30 代までの若い層。 市内キッズダンスの子どもたちも

多く参加しており、 みな柔軟に、 新しい表現を習得しようと取り組んでいたのが印象的だった。 初めは、 小学生の参加

については、 内容的に難しいだろうか……と思いお断りしようかとも思ったが、 次代を担う子どもたちには少しでも貴重

な経験をしてもらいたいとの思いも強くあったため、 北尾氏に相談の上、 受け入れていただいた。 結果的には、 引率

の親御さんたちも見学しつつ参加していただけるなど、 親子で楽しんでいただけたので良かった。

入念なストレッチから始まり、 前半は 「朝起きてからの日常動作をダンスにしていく」、 「一つのキーワードから自由に

身体を動かす」 など、 北尾亘流の創作のアプローチを体験した。 後半は、 参加者それぞれ自由にキーワードを決め、

前半で学んだアプローチを使い、 各自、 短めの創作を行った。

最後には 『アンバランス』 の振付の一部をカンパニーの皆さまが披露し、 公演のプロモーションも行っていただいた。

これが大成功で、ワークショップ後に会場で公演のチケット販売を行ったが、参加者のほぼ全員が購入・来場してくださっ

た。 また、アンケートの回答率も高く、内容も 「ダンスのイメージが大きく変わり、すごく楽しかったです （参加者）」 「自

分でもよく分かっていないコンテンポラリーの世界を楽しく分かりやすく教えていただいた （参加者）」 「自由に踊ってい

いんだということをわかってもらえたようで良かったです （保護者）」 など大変好評で、満足度の高いワークショップになっ

た。
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●来場者アンケートより（感想）
　 ・  ダンスに対する考え方が変わり、もっとダンスを楽しもうと思いました。 自分らしく踊って良いんだと思えました （10

  代 ・ 女性）

　 ・ この時期に劇場主催で公演すること、 意義、 息づかいが聞こえ舞台を見ていることが嬉しかった （30 代 ・ 女性）

　 ・  観せるよりも、 踊っている人がどう感じるかっていう考え方を初めて知って斬新でした。 でも観客との温度差や、 コミュニ

ケーションはどういう風にとられるかとかも気になりました （20 代 ・ 女性）

　 ・  みんな、 はく力があってカッコ良かった。 自分もみんな （わたるん ・ まりんちゃん ・ まこちゃん ・ よねちゃん ・ ゆうち）

みたいにカッコ良くおどれるようにがんばろうとおもったから （9 歳 ・ 女性）

　 ・  検温や消毒だけでなく、 チケットを自身で切るなど対策がしっかり取られていた為安心して楽しく、 最後まで見る事がで

きました。 ありがとうございます。 （20 代 ・ 女性）

　 ・  コンテンポラリーダンスを初めて観ました。 何と言葉にしていいのか、 まだまとまってないので決めきれませんが、 一言

でいうと多くのことを考える時間をもらえました （20 代 ・ 男性）

開催の 2 週間前に緊急事態宣言が延長となり、 ぎりぎりまで開催の判断に迷ったが、 「こんな時期だからこそ、 地域へ生のダ

ンスを届けよう！」 と、 実施に踏み切った。 当初は、 前売チケットの販売数が伸びず集客に苦戦したが、 開催 3 日前から急に

伸び始め、 結果 150 名キャパの会場で 105 名の方々にご来場いただいた。

主に若い観客層へ 「攻めた作品 ・ 挑発的な作品」 「圧倒的なライブ感とエネルギー」 を届けたいとの思いから、 上演作品

は北尾さんと協議の上 『アンバランス』 を選定した。 共演者については 「作品の魅力を伝えるにはカンパニー公演としての上

演が良いだろう」との判断から、ダン活枠 2 名にプラスしてダン活枠外で 2 名のダンサーをお招きした。 会場となった小ホールは、

すり鉢型で舞台面と客席がフラットにつながっており、 演者と観客との一体感を得やすい。 このことが、 作品の 「AI が空間を支

配していく」 内容と大変相性が良かった。 上演後は、 北尾氏と同世代の、 県内で活動するダンサーお二人をお招きし、 コンテ

ンポラリーダンスの見方や楽しみ方をお伺いするアフタートークを実施した。 アフタートークについては 「求められてなかったらど

うしよう」 と、 はじまるまで不安だったが、 来場者は、 みなメモを取るなど終始真剣に聴いてくださっていた。

アンケートの回収率も高く、 内容も大変好評で、 コロナ禍の今なぜ実施するのか、 「ダンスを上演する意義」 について改めて

考えさせられた公演だった。 本公演の持つエネルギーが、 観客の皆さま方の日々の活力になってくれたのなら、 とてもうれしい。

公演

Cプログラム　沖縄県浦添市／アイム・ユニバース�てだこホール

北尾亘・ダンスカンパニー “Baobab” 沖縄公演『アンバランス』
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●この事業への応募動機
もともとは、 A プロ、 B プロでダンスの魅力を広め、 C プロで集客につなげる……という計画だったが、 B プ

ロがコロナの影響で R4 年度に延期になってしまい、 先に C プロを実施することになってしまった。 しかし、 結

果的にはアーティスト自身や作品が持つエネルギーを、 ライブで体感してもらうことで、 観に来た方へダイレクト

にダンスの魅力を伝えることができたと思う。

●事業のねらいと企画のポイント
WS ・ 公演ともに、 主に若手のダンサーの感性を刺激し、 新たな発想を生み出すきっかけづくりになることを

ねらいとした。 そのため、 上演作品は、 表現方法やコンセプトなどが先鋭的な作品を選定。 広報も、 ホール

の HP および SNS の活用、 コミュニティラジオ各局へ出演しての公演告知を重点的に行った。 結果的に、 WS

では市内で活動するキッズダンスチームや、 若手のダンサーとの出会いもあった。

●企画実施にあたり苦労した点
担当者の私が事業について不慣れであり、 広報物の校正、 テクニカル面での折衝などのスケジュールが全

体的に遅く、 皆さまに多々ご迷惑をかけてしまったことが反省点だった。 北尾さん、 神前さん、 畑さんには、

事業を実施する上でたくさんのご指摘 ・ 激励をいただいた。 今後は、 反省を活かして、 早めに気づき、 進行

するよう心掛けたい。

また、 ダン活の直前に実施を予定していた、 北尾さんを講師に迎えてのアウトリーチが、 実施校の意向で急

遽延期になり、 ホテルとの減泊の調整や予算のやりくりなどをしなければならなかった。 ワークショップの実施

時間も、 緊急事態宣言の期間延長に伴い、 前倒しかつ時間短縮で行わざるを得なく、 カンパニーの皆さまに

は負担をおかけしてしまった。

●事業の成果と課題
緊急事態宣言によって、 公演直前に様々な変更が発生し慌ただしくなったが、 館長をはじめとする自主事

業班や事務所スタッフのみんなが助けてくださり、 何とか乗り切ることができた。 また、 本番当日のレセプション

スタッフが足りず、 コーディネーターの神前さんや地域創造の畑さんにも手伝っていただいた。 おかげで円滑

な当日運営ができ大変助かった。 レセプションスタッフの確保は、 今後も課題となってくるはずなので、 早めに

対策を打ちたい。 私自身の課題として、 人に業務をお願いすることが申し訳ない……と感じ、 なかなかお願い

できないところがあるので、 風通しのいいコミュニケーションができるよう、 普段より意識したい。 また、 今後は

全館あげて事業に取り組むために、 公演の魅力を都度全スタッフに語り、 伝えることで盛りあげていくよう工夫

して行きたい。

●今後の事業展開や展望
A プロ ・ C プロの実施を経て、 地域の方々へ着実にコンテンポラリーダンスが浸透してきた実感がある。 次

年度は、 R2 年度から延期になった B プロの実施があるが、 B プロでは地域の老人会や子ども会、 通り会とも

連携していく予定なので、そこに A プロ・C プロでつながりを作ったダンサーの方々にもぜひ参加していただき、

地域からコンテンポラリーダンスの魅力を発信していきたい。 また、 ダン活終了後は支援事業を活用するなど

継続してダンス事業を行い、 「てだこホールといえばダンスだよね」 と県民の皆さまに思ってもらえるような親し

みの持てるホールにしていきたい。

担当者の報告・評価
アイム・ユニバース�てだこホール　國仲正也
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コーディネーターレポート
神前沙織

●この地域のダン活の特徴
浦添市は沖縄本島、中心部である那覇から車で15分―20分ほど北に位置する。沖縄県ではコンテンポラリー

ダンスの公演を観られる機会がこれまではほとんどなかった。 したがってコンテンポラリーダンスの観客は、 ほ

ぼ存在しないし、 その公演だけで集客を行うのは島であることからも、 たいへんハードルが高いことである。 そ

のような中、 てだこホールでは、 「ダン活」 を通して経験と実績を積み、 ダンスを地域に届けているホールと認

識されるよう、 継続的な事業展開を試みておられる。 具体的には、 文化庁の子ども育成総合事業にて、 浦添

地域の小中学校アウトリーチに音楽だけでなくダンスのアーティスト （H30 年度に A プロで関わった北尾さん）

を入れるようになっている。

R3 年度は C 公演プログラムで、 2 年ぶりに A プログラムと同じアーティスト ・ 北尾さんのカンパニー作品を

上演する事になった。 経緯として、 前述の文化庁アウトリーチ事業と日程を兼ねて行う事で、 ダン活の出演者

枠を超える部分をホールが負担する方法で実施された （コロナのため、 残念ながら文化庁アウトリーチ事業は

直前に中止になったが、 ホール側でダン活枠外の費用を負担された）。 上演作品は 『アンバランス』 という北

尾さんが R3 年度に他地域でも再演を重ねて育てていく予定の作品で、 出演者 5 名 + 映像 ・ ドラマトゥルグ 1

名のダン活にしては大人数の公演となった。

ダン活枠外の事ではあるものの、 コンテンポラリーダンスの作品を観る機会もほとんどない地域でカンパニー

作品を上演できるとあって、 広報においてもその点を特に強調して行われた。 公演チラシ ・ ポスターは、 それ

までホール職員が手作りで製作されていたが、 デザイナーを入れてアートに関心が深い層に訴えられるよう工

夫された。 このデザイナーの方には、 R4 年度のダンス事業でも関わっていただいている。

折り悪く新型コロナが蔓延し始め、 緊急事態宣言下で公演日を迎える事となったが、 延期ではなく実施を決

意されたのは、 それまでの経験から、 これからもっと感染者が増える事が予想されたからと伺った （実際にそ

の通りになった）。 やはりお客さんの出足は通常時ほど良くはないものの、 招待券も合わせて 100 名近くの来

場者となり、 広報努力が実った結果となった。 観客の反応はホール報告書をご覧いただきたい。

公募ワークショップでは、 県内の表現者のスキルアップを目指し、 ダンスまたはパフォーミングアーツの経験

者を対象に北尾作品のレパートリーのほか、 創作にチャレンジする時間を設けた。 ヒップホップやバレエなどの

経験者に集まっていただく良い機会になったと思う。

●課題とこれからに向けて
R4 年度は B 市民参加作品の上演に向けて、 準備中であるが、 このタイミングで隣接する那覇市に文化芸

術劇場がオープンした。 沖縄本島のモノレールは那覇から最近になって浦添のホール近くまで延長されたもの

の、 最寄駅からてだこホールまでの距離を考えると、 やはり車で移動する人がほとんどであると聞く。 集客の

面から考えると、 今後、 内地からのコンテンポラリーダンス作品のツアー先として想定される公共ホールは、 浦

添から那覇に移っていく可能性が高く、 プログラムによっては地域の捉え方を沖縄県全域に広げ、 県内のホー

ル同士が連携する取り組みを行っていかれると良いと思う。

てだこホールの良さは、 地域密着である点にあると思う。 稼働率も高く、 事業担当者のほかにも、 常駐のテ

クニカルスタッフさんがホール利用者と顔見知りで仕事をされていて温かい空気に包まれている。 他の劇場との

連携を取りながらも、 浦添のホールでしかできないプログラムを発信していってほしい。 そのひとつが、 R4 年

度に上演する市民参加作品になると思う。
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実施団体 公益財団法人野々市市情報文化振興財団

実施ホール 野々市市情報交流館カメリア�ホール椿�/�野々市市文化会館フォルテ�大ホール

実施期間 令和３年 12月 16日（木）～ 12月 19日（日）

アーティスト等
アーティスト：藤田善宏
共演者：村田正樹、酒井大輝
テクニカルスタッフ等：相川貴【音響】、株式会社金沢舞台

コーディネーター 神前沙織

■�公募ワークショップ（実施日時、対象、参加料、参加人数、会場）

① 12 月 16 日 （木） 18 ： 00 ～ 20 ： 00、 小学 5 年生以上、 500 円、 22 名、 情報交流館カメリア ホール椿

■公演（演目、公演日、開演時間、出演者、入場料金、会場、入場者数）

■ 『クリスとスマス』

■ 12 月 19 日 （日） 14 ： 00 ～ 15 ： 00 （13 ： 30 開場）

■ ニヴァンテ （藤田善宏＆村田正樹）

■ 一般 1,000 円　高校生以下 （４歳以上入場可） 500 円　ファミリーペア割 1,300 円　※当日券は 300 円増

■ 文化会館フォルテ　大ホール　舞台上舞台

■ 112 名

野々市市情報交流館カメリア / 文化会館フォルテ　実施データ
Cプログラム
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実施期間

12/16（木） 12/17（金） 12/18（土） 12/19（日）

ホール入 ホール入

テクニカル確認 最終調整

ホール入
ストレッチ等

昼食

昼食 昼食 開場準備

全体打合せ・各
セクション確認

各セクション
調整等 開場

集合 ゲネプロ準備 公演

全体打合せ
会場確認

場当たり・部分
通し・修正等

ゲネプロ 終演・客出し

公募WS準備 修正 撤収・
振り返り会

全体打合せ

公募WS 退館 退館

退館

片付け 顔合わせ

退館

下見

7/27（火） 7/28（水）

9:00 市長表敬訪問

10:00 打合せと
宣材撮影

11:00

12:00 集合 昼食

13:00 市内視察
テクニカル
打合せ

14:00

15:00

16:00

17:00 インリーチ 全体打合せ

18:00 退館

19:00 退館

20:00

21:00

22:00

スケジュール
Cプログラム　石川県野々市市／野々市市情報交流館カメリア /文化会館フォルテ
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野々市市 市制施行 10 周年記念 

コンテンポラリーダンスワークショップ 野々市オリジナルダンスをつくろう！

コロナ禍のため直接の接触は極力控えつつも、 自己表現や言葉を超えたコミュニケーションを楽しむことを主眼に開

催。 今年は当市が町から市になり 10 周年の節目の年にあたるため、 野々市に関するオリジナルダンスづくりに挑戦し、

野々市をダンスを通して表現することで、当市の魅力を広く発信することに繋げることも目的とした。 藤田さんからの 「頭

をからっぽにして、 脳を柔らかく身体も柔らかく」 の呼びかけから始まり、 ジョークを交えながらの軽快なトークで進行。

ウォーミングアップの後は、 ペアとなり両手を合わせて運転するイメージで相手の進路をコントロールするというワークを

実施 （感染症対策として手袋着用）。 その後、道具 （椅子） を使ったダンスの前段として、変則型椅子取りゲーム （鬼

vs 参加者全員） を実施。 鬼役の藤田さんのコミカルな動きと、 鬼に椅子を取られまいとコミュニケーションしながら必死

に移動するドキドキ感で参加者同士の一体感が生まれ、 大いに盛り上がった。 ゲームを通して道具に慣れた後、 ペア

で椅子を取り合う動作を工夫し、考えた動きを発表した。 後半は野々市オリジナルダンスづくり。 野々市にまつわるキー

ワードを挙げ、 その中からじょんから踊り、 椿、 のっティ、 ヤーコン、 チャンピオンカレー、 カレード （図書館）、 縄文

土器を選定し、 その動きのイメージをみんなで出し合い、 椿が開花する、 カレーを食べて汗ばむ等の振付を藤田さん

が即興で考案して音楽 （野々市に伝わる富樫略史音頭のサンバ調アレンジ曲 「じょんから ・ la」） に合わせて踊った。

撮影した動画は後日 HP で公開予定。 あっという間の 2 時間、 盛りだくさんな内容だったが参加者の集中力は途切れ

ることなく、 達成感に満ちた表情だったのが印象的。 「遊びながらするダンスはとても楽しかった」、 「なんでもダンスに

できるんだなと思った」 などの感想が参加者から挙げられ、 ダンスは特別な存在ではなく気軽に日常に取り入れられる

ことができること、 身体を使って表現することやコミュニケーションすることのおもしろさを実感いただけた様子だった。
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●来場者アンケートより（感想）
　 ・  子供が喜ぶしかけがたくさんあったり、 大人もどうなるの？とドキドキする話の展開でとても楽しめました。 タップダ

ンスのときのお二人の迫力のあるダンスに胸アツで感動しました！とてもよかったです。また野々市にきて下さい！

　 ・  距離も近くとっても楽しかったです！素敵な時間をありがとうございました。子どもたちもとっても楽しんでいました。

また野々市に来てください。 まってます！

　 ・  話の内容がクリスマス + 心をなごませる内容で子どもたちにとっても勉強になる内容だったと思います。 また違う

内容でもみたいと思いました。 ありがとうございます。

　 ・  息づかいや細かな身体の動きの音が聞こえて、ライブの臨場感を楽しめとても感動しました！！内容もすばらしく、

笑いあり涙ありのとてもおもしろい演出で最高でした。 本当にありがとうございました！！私も体幹きたえます！！

　 ・  言葉が少なくても表情や手などで気持ちが伝わってきてすてきでした。 楽しい場面、せつない思いの場面があり、

考えさせられる内容でした。

　 ・  楽しい劇なのかなと思っていたのですが、 想像を超えて、 とても感動し、 心がゆさぶられました。 色々な感情を

感じることができ、 素敵な劇を見せていただきありがとうございました。

　 ・  4 歳の子どもも笑いがわかって大笑いしていました。内容が壮大で最後涙が出ました。タップダンスがすばらしかっ

たです。

　 ・ またお正月にきてほしいです

　 ・ ハロとウィンをしてほしい。

　
当初は昨年度に開催予定だったが、 コロナ禍の影響で延期を経てようやくの開催。 コンテンポラリーダンスとタップ

ダンスが融合したパフォーマンスユニット 「ニヴァンテ （藤田氏＆村田氏）」 の演目 「クリスとスマス」 は、 サンタの弟

子二人による、 ドタバタしながらもユーモアたっぷり、 ちょっぴり不思議なダンス劇。 当初は情報交流館ホール椿での

開催を予定したが、 機材設備も充実していて、 パフォーマンスの息づかいやタップダンスの音も間近に感じていただ

ける文化会館フォルテ大ホールの舞台上舞台を会場とした。 コロナ禍で自粛を余儀なくされた期間が長引き、 子ども

も大人も不安やストレスが募ってしまっている今、 クリスマスにちなんだダンス劇公演を開催することで、 市民の疲れた

心を癒すとともに、 生の舞台の魅力や表現の多様性に触れ、 豊かな感性や寛容性を喚起することを主目的に実施。

ニヴァンテのお二人の圧巻のパフォーマンスは 1 時間の公演の中に様々な要素が詰まっていて、 コンテンポラリーダ

ンスの身体表現に観客は魅せられた。 言葉をほとんど使わないが小物を巧みに使い、 タップダンスも効果的に取り入

れられていて、 様々な情景や心情を表現。 観客は想像力掻き立てられる、 感情揺さぶられるひとときとなった。 ニヴァ

ンテの動きに対して、 子どもたちがたくさん反応してくれていたことも嬉しい。 チケットは公演一週間以前に完売したた

め残念ながら当日券をお出しすることはできなかったが、 完売後にキャンセル待ち受付した 20 名弱の方々には、 急

遽調整した追加席で観ていただくことができた。

公演

Cプログラム　石川県野々市市／野々市市情報交流館カメリア /文化会館フォルテ

野々市市�市制施行 10周年記念　ダンス劇公演�ニヴァンテ『クリスとスマス』
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●この事業への応募動機
ダンスを通じた 「新しい自分の発見」 や 「新しい関係性の構築」、 「生活にダンスを取り入れてより豊かに」 等を目

的に実施した初年度の地域交流プログラム。 アウトリーチとワークショップにより、 身体さえあればいつでもどこでも誰で

も楽しめるダンスの可能性を市民に感じていただき、 確かな手ごたえがあった。 ２年目となる今回は、 今後、 集大成と

して目標にしたい市民参加作品創作プログラムに向けて、 プロの公演を観てダンスに触れる層を厚くしつつ市民の踊り

たい熱を高め、 地域の特性を活かした作品に繋げるべく、 公演プログラムに応募。 担当職員は舞台企画の経験がな

いため、 職員の企画制作ノウハウの取得や、 舞台関連の知識向上とスキルアップも目指した。 なお、 住みやすいまち

日本一に選ばれた当市が、 町から市になって 10 周年の節目のため、 今後も住みやすいまち、 訪れて楽しいまちであ

ることを願って周年の冠を付けて開催。

●事業のねらいと企画のポイント
子育て世代が多いため、 公演は子どもから大人まで幅広い世代で楽しめる演目を選定。 親子連れ層の集客を見込

み、 できるだけ子どもは前列で観てほしい、 感染症対策として座席間隔を一定距離空けるが家族単位は間隔を空けず

に配置することで一席でも客席を増やしたい、セット割引でお得感を出したい、という想いから 「ファミリーペア割席」 を 1・

2 列目限定で販売したところ、 早々に売り切れた。 来場者のほとんどが市内及び近隣市在住の親子連れで、 当初の

狙い通りの客層となった。 公募型ワークショップでは、 感染症対策の制限がある中でも、 新しい表現や言葉を超えたコ

ミュニケーションのおもしろさに触れつつ、 ダンスを通した地域資源の掘り起こしを目的とした作品づくりに挑んだ。 普段

何気なく触れている地元の名産や名所が、 参加者みんなで出したアイディアとアーティストのセンスによって即興的にダ

ンスとして形になり、 自分たちが住むまちの魅力を身体を動かしながら感じて、 更には広く発信するという稀有な経験に

繋がった。

●企画実施にあたり苦労した点
幸い公演集客の懸念はなかったが、 チケット完売後は、 こんな状況でも観に来たいと言ってくださる方のために一席

でも客席を増やしたい、けれども感染症対策を考慮すると無理はできない、というジレンマに陥った。 ガイドラインをベー

スにしつつ、 関係者それぞれの立場、 地域性、 考え方に温度差がある中で、 安全な環境で安心してご参加いただけ

る感染症対策のラインはどこなのかを探ることに苦慮した。 また、 当初公演を予定していた会場の情報交流館ホールは

機材が簡素、 感染症対策を考慮すると空間を取りにくい等の理由から姉妹館の文化会館での開催となったが、 慣れな

い会場での調整に戸惑った。 加えて、 舞台公演の担当は初めての経験だったため、 全体的な流れや役割分担、 人

員配置含めて手探り状態だったため至らない点が多々あったかと思うが、 関係者のみなさんに教えていただき、 支えて

いただきながらなんとか進行できた。

●事業の成果と課題
公演後に 「号泣した」 との声を多数聞き、 演目の結末にも関連するが、 困難な状況でも前を向いて立ち上がろう、

光を見つけて進んでいこう。 というメッセージが物語に込められていて、 未だコロナ禍にいて様々な我慢や制限がある

今だからこそ、 いつも以上に観客のみなさんの感動が大きかったように思う。 このような状況下で、 この公演を市民の

みなさんにクリスマスプレゼントとして無事に届けることができたこと、 先の見通しが立たない中でも協議を重ね、 工夫し

ながら関係者が一丸となって取り組めたことが大きな成果。 今回のダン活を通して、 地元のテクニカルスタッフや職員と

一緒に試行錯誤しながら公演に関わることで新たな関係性を築けたと思う。 ワークショップでは終始笑いが絶えない環

境で、 楽しみながら地域の魅力をダンスを糸口にして掘り下げることができたのは、 ひとえに担当いただいたアーティス

トの藤田さんの力だと感じた。 潜在的に眠っている地域の魅力を更に掘り下げ、 どのような形でダンスを継続していける

かが課題。

●今後の事業展開や展望
情報交流館 （市役所併設） が市の機構改革に伴い行政棟になるため今年度で閉館となる。 これによりこれからの事

業方針、 組織体制も変化するため不透明な状況ではあるが、 ダン活事業は大変好評で、 アンケートでもダンスに興味

がある方が多数いらっしゃるため、 今後もダンスを通した多様な表現の可能性を探りたい。

担当者の報告・評価
野々市市情報交流館カメリア　松田尚子
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コーディネーターレポート
神前沙織

●この地域のダン活の特徴
石川県野々市市は、 金沢市の西側に位置する人口 54,000 人の市で、 金沢のベッドタウンとしても人気があ

り、 2 年連続で住みやすい街日本一となるなど、 若い家族が多い。

10 年前に町から市になるタイミングで地域創造の助成により行った市民劇の担当 ・ 古源さんが、 その後も市

民劇を育てつつ、 ジュニアオーケストラを立ち上げて育成され、 次はダンスを行いたいと、 3 年前にダン活に

申し込まれた。 ダン活の担当になった松田さんは、 これまで舞台芸術の制作を担当した経験がなく、 全てが

初めての中で、古源さんや他のフォルテの職員さんとも連携しながら事業を進めていかれた。当初は心配もあっ

たが、 対面での下見以降は舞台技術スタッフ （金沢舞台） さんとしっかり相談しながら受け入れ準備を整え、

楽しみながらこのダン活を担当されていた。

昨年 R2 年度に実施予定だった C プロでは、 親子で楽しめるクリスマスを題材にしたダンス作品 「クリスとス

マス」 をクリスマスの時期に設定し、 ターゲットを絞って広報を行われた。 初めはコロナ禍の影響も大きく反応

が鈍かったそうだが、 全小学校にチラシを配布したところ申し込みが殺到し、 約 100 席の前売りが公演の一週

間前に売り切れ （テクニカル的な点を考慮して、大ホールに舞台上舞台を組んだ。 最終的に 20 席ほど増席）。

特に 「親子席」 が人気だったと伺った。 当日の様子は微笑ましいもので、 2-3 組の大人を除き、 ほぼ全ての

観客が親子 （家族） でご来場され、 サンタの衣装を着てきた子も何人かいた。 コンテンポラリーダンスには、

子ども対象や親子で楽しめるといった作品はあまり多くないか、 アーティストのレパートリーにあっても、 劇場で

上演する機会がなく目に触れないことが多いため、 親子対象の公演は私にとっても新鮮でヒントになることが

多々あった。

また、 公募ワークショップでは、 野々市市政 10 周年記念のオリジナルダンスを創作してほしいという松田さ

んの希望に、アーティストの藤田さんが応えてくださった。 短いワークショップの中で、参加者から出された「野々

市と言えば 「〇〇」」 を振付の素材にして、 野々市のサンバの拍子に合わせ、 あっという間に 1 曲分が完成、

小学生―50 代まで約 20 名が一緒に踊るダンスムービーを撮影した。 ちなみに、 上述の市民劇団の役者でも

あり、 最近、 劇作も行うようになったという若い人たちが参加していて、 ここでも野々市市情報文化振興財団が

育ててこられたコミュニティの芽の成長を感じた。 他にも、 市の文化課長で野々市市のブラタモリと呼ばれる田

村さんなど、 ユニークな方々が参加され、 楽しく温かい時間だった。

●課題とこれからに向けて
R4 年度から市の組織運営体制が変更され、 これまで市役所の中にあった財団の事務所も、 担当者も配置

換えになる可能性があると伺った。 残るダン活 B プロは体制が整うまでお休みされる。 古源さんから松田さん

に引き継がれたパフォーミングアーツの制作のノウハウを、ぜひとも定着させていってほしいと思う。 他にも、フォ

ルテホールを管理運営する部署のスタッフさんにもお会いしたが、 皆さん仲が良くチームで楽しんで取り組まれ

ていたのが印象に残っている。 C プロから、 ターゲットを絞ったかたちのダンス公演の行い方や、 そこに潜在

的なお客さんがいる手ごたえをつかんだはず。 その手ごたえをヒントに、 これからも 「こうしたら面白いかも」 と

思うことを事業スタッフそれぞれが出し合い、 楽しみながら地域にダンスを紹介していってほしい。
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実施団体 特定非営利活動法人いわてアートサポートセンター

実施ホール 宮古市民文化会館

実施期間 令和 4年 1月 20日（木）～ 1月 23日（日）

アーティスト等
アーティスト：田村一行
共演者：高桑晶子、梁鐘譽
テクニカルスタッフ等：阿蘇尊

コーディネーター 中西麻友

■�公募ワークショップ（実施日時、対象、参加料、参加人数、会場）

① 1 月 20 日 （木）　19:00 ～ 21:00、 高校生以上、 無料、 5 名、 宮古市民文化会館展示室

■公演（演目、公演日、開演時間、出演者、入場料金、会場、入場者数）

■ 『宮古仄聞記』

■ 1 月 23 日 （日）　14:00 開演 （13:30 開場）

■ 田村一行、 高桑晶子、 梁鐘譽

■ 一般 1,000 円、 高校生以下 500 円 （当日は各 500 円増）

■ 宮古市民文化会館　大ホール

■ 67 名

宮古市民文化会館　実施データ
Cプログラム
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実施期間

1/20（木） 1/21（金） 1/22（土） 1/23（日）

準備 準備

場当たり 通し稽古

準備

宮古着 昼食 昼食 昼食

打合せ FOCUS対応 場当たり 最終チェック

舞台仕込み 本番

舞台稽古 テクリハ 撤去・掃除

場位置決め 明かり作り 部分稽古

軽食・準備 夕食 夕食 退館

公募WS 明かり作り ゲネプロ

退館 退館 退館

下見

5/27（木） 5/28（金）

9:00 宣材撮影

10:00

11:00

12:00 昼食

13:00 宮古着・昼食 図書館にて
資料検索

14:00 会場下見

15:00 宣材撮影場所
ピックアップ

16:00 打合せ

17:00 打合せ 移動

18:00

19:00 団体と顔合せ

20:00

21:00

22:00

スケジュール
Cプログラム　岩手県宮古市／宮古市民文化会館
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今回参加された方の多くは、 「力を抜くこと」 「空っぽになること」 を普段の生活の中では経験することが無

いため、 不思議で楽しい感覚を体験したのではないかと思われる。 今回は感染症対策として接触を伴うワーク

ショップは控えていただくとともに、間隔も十分に保った上でのものとしていただいた。対象者は高校生以上とし、

チラシや HP、 新聞折り込み広告での告知の他にも個人的に付き合いのある様々な団体や個人を訪ね、 舞踏

の魅力や事業意義などを説明しながらの募集を実施。 また、 東日本大震災の復興道路として整備を進めてき

た三陸沿岸道路が全線開通したことから、 沿岸地域間の交通アクセスが飛躍的に向上したため、 今までポス

ターやチラシの配布を依頼していなかった地域の施設に新たに依頼を行うことにより、 多くの人の目に留まるよ

う努めた。 しかしながら、 １月に入ってから当地域でもオミクロン株が急拡大したこともあり、 感染を恐れてか参

加者は５名に留まる結果となり、 参加の確保には繋げられなかったことが悔やまれる。 その一方で、 参加者の

中には県外から参加された方もおり、 舞踏の人気を伺い知ることができた。 また、 初めての舞踏体験にも関わ

らず、 参加者の皆さんがしっかり踊れていたことから、 改めて舞踏の面白さや楽しさを感じることとなった。
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●来場者アンケートより（感想）
　 ・  奇妙な動き、 身体の芯から溢れるようなエネルギー。 最初から最後まで目が離せませんでした。 また機会があれ

ば足を運びたいと思います。 クセになりそうです。

　 ・  鍛え上げられた肉体と修練された舞踏で、 宮古の風土 ・ 精神性を見事に表現したと思います。 普段見ることの

ないアートに触れることが出来ました。 ありがとうございます。

　 ・  驚きと多様性に満ちた踊る姿は、意のままにならずとも生き続けなければならない人の世そのものです。今日もたっ

ぷり楽しませていただきました。

　 ・  恥ずかしながら、 このような舞踏を観るのは初めてでしたので、 雰囲気に順応するのに時間を要してしまいました

が、知らず知らずのうちに引き込まれて居りました。 人間の体を 「空の器」 とみなし、そこへ自然的なエネルギー

や感情等を取り込み表現されているといった印象を受けました。 田村さまの感じた 「宮古」 を拝見し、 宮古によ

り愛着が湧いたように思います。

　 ・  ワークショップに参加したので面白い動きに楽しめました。 力の入れ方、 抜き方で鮭の泳ぎの表現や法師の喜び

や苦しみが伝わりました。 もっと観ていたかったです。 感性の鋭さを求められる舞台でした。

 
当館では初めてとなる田村一行舞踏公演であり今回の 『宮古仄聞記』 は、 かつて本州一の鮭の漁獲量を誇ったと

いう津軽石川や、 江戸時代に飢餓から人々を救うため前述した津軽石川から掟に背き鮭を分け与えたことにより処刑さ

れたとされる人物 「又兵衛」 の伝説など、 田村さんが実際に当地で感じた宮古の風土や文化をレパートリー作品に盛

り込んだ舞台構成であった。

地域の昔話として朗読を取り入れるなど、 子どもや初めての観客でもイメージしやすく親しみやすい作品に仕上がっ

ていた。 私の娘も観に来ていたのだが、 初めて観たにも関わらずすっかりと舞踏の魅力に取りつかれたようであり、 「他

の公演にも行ってみたい！」 などと声を弾ませていたのが印象的であった。

観客を異世界へと誘う独特の世界観、 饒舌な身体表現による圧倒的かつ緻密な構成で素晴らしい作品となり、 鳴り

やまぬ拍手と共に終演を迎えた時点で事業担当者としての誇りと手ごたえを感じた。

また、 事前に田村さんよりテクニカルの参考資料や、 過去の公演映像を提供していただいたおかげで、 舞台スタッ

フも早々にイメージを掴めたことから、 仕込み作業もスムーズに行うことが出来たことも特筆すべき事項である。

公演

Cプログラム　岩手県宮古市／宮古市民文化会館

大駱駝艦　田村一行　舞踏公演『宮古仄聞記』
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●この事業への応募動機
2019 年度の A プロから 3 年連続での実施を予定していたが、 コロナの影響により昨年の B プロ延期を経て

の C プロ開催となった。 市民を中心とした多くの方々に様々なジャンルの芸術に出会っていただく機会を提供

することが我らのミッションの一つと捉えている。 このダン活を通してコンテンポラリーダンスへの興味、 関心を

拡げたいという想いで応募した。

●事業のねらいと企画のポイント
現代ダンスを通した新たなコミュニケーションの形成を促すことで、 新たな価値観との出会い、 新たな仲間と

の出会い、 そして劇場との新たな繋がりを作ることで若手世代と劇場が共創活動を行うことによって、 最終的に

は地域の活性化に繋げることができたらと思い企画した。 インパクトのある田村さんを迎えることで多くの方に興

味を持ってもらえるものとした。

●企画実施にあたり苦労した点
何はともあれ長引くコロナ禍の影響は避けて通れない。 チラシ ・ ポスターが出来上がり、 いざこれからと意気

込んでいたまさにその時、 岩手県内及び宮古市でもコロナ感染者が急増したことにより県独自の緊急事態宣

言が発令され、 二週間以上の臨時休館となった。 また、 臨時休館中には某県にて、 とある公演でのクラスター

感染が発生した。 不要不急の県外移動の自粛を県民に求めていた中で、 県外アーティストを招いての公演で

あったことから、 かなりの批判を受けたことは想像に難くない。 当館でもダン活を含めた事業に対する市民感情

の悪化が懸念されたことから、大々的な広報を自粛せざるを得なくなった。 結果として公演は１月へ延期したが、

今回も全国的なオミクロン株急拡大の影響により、 公演及び公募 WS への参加者獲得への重い足枷となるとと

もに、 日々増えていく感染者数により再度緊急事態宣言が発令される可能性も考慮しながら進めなければなら

ず、 心労の絶えない日々を過ごした。

●事業の成果と課題
公演や公募 WS に参加していただいた方からの評価はとても良かったのだが、 やはり広報不足の感は否め

ない。 自分がどれだけ 「面白い」 「楽しい」 と思えるものでも、 それをどうやって伝えていくかについては改め

て考えさせられた。

●今後の事業展開や展望
来年度は R2 年度から延期となった B プログラムを予定しているが、 この事業は数年続けて初めてその地域

に根付くものであると思われる。 今回公演への来場や公演スタッフとして参加してくれた市民劇ファクトリーメン

バー （会館のオリジナル劇団） が多数いるが、 彼らのここ数年の活動により、 いまやすっかり演劇は地域に根

付いた感がある。 同じように継続することでしっかりと根付いていくことが出来るという思いを強く持って臨んでい

きたい。

担当者の報告・評価
宮古市民文化会館　成田邦敏
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コーディネーターレポート
中西麻友

●この地域のダン活の特徴
宮古市では、東日本大震災以降、少子高齢化が進み若者が市外へ移住するなど、人口減少が課題とのこと。

会館から文化芸術を発信することで、 そうした地域課題にアプローチしたいという担当者の想いを受けてのダン

活だった。 また、 担当者が初めて大駱駝艦を観て衝撃を受けたということで、 田村一行さんを希望されての C

プロとなった。

下見では、 浄土ヶ浜や三王岩などの景勝地のほか、 震災の痕跡を感じる場を巡るとともに、 図書館にも足

を運び、 そこで田村さんが出会い、 知った出来事などが作品の創作につながっていった。 三王岩で宣材撮影

をした時には、ちょうど近隣の小学生が遠足に来ていて、白塗りした田村さんを見ながら、「あれは人間？」 「足

があるから人間だよ」 といった会話が交わされていた。 その様子を見ながら、 何でもない日常の中でふと異形

のものと出会うこと、 それに対して恐れや興味など様々な感情を抱きながらも受け入れていくこと （もちろん最

終的にはみんなニコニコしていた）、 そうした機会をつくることも、 地域に文化芸術を届けるということなのだなと

感じた。

そして公演本番は、 新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けて、 当初予定していた 9 月から、 年が開

けて 1 月に延期しての開催となった。 その時点でも感染が急拡大している状況ではあったが、 会館の万全の

対策のおかげで、 公募 WS も公演も無事終えることができた。

作品は、 田村さんが夢か現実か分からない世界を旅しながら、 宮古の物語が描かれる構成。 石を頭に乗せ

てコミカルな動きで魅せる宮古詣のシーン、 二人の女性舞踏手の伸びやかな手足の動きが想像を掻き立てる

絡新婦 ( じょろうぐも ) のシーン、 神々しくも見える田村さんソロの又兵衛の踊りなど、 こうした物語が語り継が

れてきた土地は、 どんなに豊かで美しい場所なのだろうとイメージが広がる作品だった。 また、 緞帳には立派

な鮭が施されているのだが、 幕前で始まったオープニングから、 三人の鮭の踊りにリンクするものもあり、 この

ような状況でなければ、 実際にどの場所にも足を運んでみたかったと思わずにはいられない、 あっという間の

一時間だった。

観客からは、 「40 年ぶりに舞踏を観たよ」 「地方ではなかなか観られないので貴重だった」 など好意的な感

想のほか、 その意義を問う意見などいろいろなお声をいただいたようだ。 10 歳未満のお子さんも来場されて楽

しんでいたという様子も伺い、 賛否両論どちらにしても、 一つの作品を発端として人の気持ちが動いたことが、

次へつながっていくのだと思う。

公募 WS は、 5 名の参加と少なめではあったが、 十分な広さの会場でのびのびと開催できた。 舞踏の身体

について 「自分で動くのではなく、 動かされる」 「表現しよう、 上手くやろうと思う必要はないこと」 など田村さ

んの説明を聞きながら、 頭と身体をほぐし、 解放する時間になったと思う。 ダンス教室の先生やダンサーの方

も参加されていたそうだが、 力を抜くといった、 普段とは違う身体の動かし方を知る機会になったようだ。

●課題とこれからに向けて
広報については、 宮古市のみならず、 大駱駝艦や舞踏との縁がある八戸や秋田にも広報するなど、 担当

者の工夫が見られた。 会館のテクニカルスタッフの方々とも、 過去の田村さんの公演映像や資料を事前に共

有して臨んだことで、 最初は不安も持たれていたそうだが、 稽古が進むにつれ、 スタッフの方からの提案も増

えて、 田村さんたちも心強かったとのこと。 若い世代と会館の結びつきを強めることや、 舞踏やコンテンポラリー

ダンスが地域に根ざすまでにはまだ時間がかかるかもしれないが、 今回のような難しい判断や対応が常に必要

な状況の中でも、 会館の皆さんとアーティストが一丸となって事業をつくり上げたこと、 そしてそこに足を運び

WS や作品を通して想いを共有した参加者や市民の方がいたことが糧となり、 今後につながっていくことを期待

する。
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実施団体 酒田市

実施ホール 希望ホール（酒田市民会館）

実施期間 令和 4年 2月 3日（木）～ 2月 6日（日）

アーティスト等
アーティスト：中村蓉
共演者：田花遥、仙優奈
テクニカルスタッフ等：中瀬俊介（Baobab）

コーディネーター 宮久保真紀

■�公募ワークショップ（実施日時、対象、参加料、参加人数、会場）

① 2 月 3 日 （木） 18 ： 30 ～ 20 ： 00　中学生以上、 無料、 15 名、 大ホール舞台上

■公演（演目、公演日、開演時間、出演者、入場料金、会場、入場者数）

■ 『ジゼル』

■ 2 月 6 日、 14 ： 00 （13 ： 30）

■ 中村蓉、 田花遥、 仙優奈

■ 一般 2,000 円　U25 1,000 円　（荘銀タクト鶴岡セット券　一般 3,000 円　U25 1,500 円）

■ 大ホール舞台上

■ 60 名 （新型コロナウイルス感染拡大対策のため、 当初予定していた席数を５割減して販売※完売）

《ダン活枠外》 アウトリーチ　9 月 24 日 （金） 酒田特別支援学校　参加　児童生徒 59 名　教職員 30 名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（表面）

A3　観音折り（中面）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（裏面）

希望ホール（酒田市民会館）　実施データ
Cプログラム
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下見

6/22（火） 6/23（水）

9:00

10:00
荘銀タクト着合同
チラシ用写真撮影
広報計画等打合せ

11:00

12:00 庄内空港着 移動

13:00 移動 昼食

14:00 昼食
酒田特別支援学校着
《ダン活枠外》OR
会場下見・打合せ

15:00 ホール下見
打合せ

16:00 移動

17:00 庄内空港発

18:00

19:00 退館

20:00

21:00

22:00

スケジュール
Cプログラム　山形県酒田市／希望ホール（酒田市民会館）

実施期間

2/3（木） 2/4（金） 2/5（土） 2/6（日）

舞台上舞台設営

テクニカル
打合せ

照明・音響
仕込み 通し稽古 通し稽古

照明音響仕込み 照明・音響
チェック

中村氏他
庄内空港着

通し稽古
振り返り 休憩

移動・昼食 休憩 休憩 開場

ホール入打合せ
位置決め仕込み

作業
舞台稽古

照明・音響確認 テクニカル修正 開演

終演

ゲネプロ準備
ゲネプロ 振り返り

休憩 休憩

WS受付開始
WS開始

テクニカル修正
（舞台稽古） 休憩 終了

ゲネプロ
振り返り

WS終了・
振り返り テクニカル修正

照明・音響
仕込み 退館

退館 退館

※テクニカルスタッフの中瀬氏は 2/2 に酒田入り

22-05-144_本文.indd   7922-05-144_本文.indd   79 2022/06/17   午前 11:51:562022/06/17   午前 11:51:56



公募ワークショップ

-80-

当ホールの大ホール舞台上を会場に、 中学生以上を対象とした WS。 初めて会う者同士が、 開放的な空間で身体

全体を使って表現し、 コミュニケーションを取り合い、 コンテンポラリーダンスを体験した。

地域住民が一流のアーティストに間近にふれることで、 身体表現の楽しさや素晴らしさを体感し、 コンテンポラリーダ

ンスの魅力と可能性を知ってもらうことを目的として実施した。 定員 20 名に対して、15 名の参加 （参加申込者は 19 名。

そのうち 4 名は新型コロナウイルス感染拡大の影響から行動制限等によりやむを得ず不参加）。 そのうち半数はダンス

未経験者、 年齢層は高校生から 60 代と幅広く、 また当ホールの事業に初めて参加する者が大半だった。 ダンス未経

験者がいる一方、 経験者についてはヒップホップ、 コンテンポラリーなどを経験している方、 その他一輪車ダンス、 フィ

ギュアスケートを経験している方など多彩な顔触れであった。

最初に、 会場の全員が車座になり、 中村さんが参加者一人一人に話しかけながら、 それぞれのダンサーネーム、

ダンス経験の有無などを共有。 参加者の緊張が一気にほぐれ、 会場全体が和やかな雰囲気になった。 お互いのポー

ズを真似ながら伝えていく 「伝言ゲーム」、 複雑に積み上げられた数脚のイスを表現する、 「動と静」 を自らのイメージ

で表現するなど、 身体全てを存分に動かし表現することの自由性 ・ 創造性を楽しんだ。 参加者はお互いの動きや中

村さんら講師の多彩な表現に刺激を受け、 どんどん独創的になり表現の幅が広がっていき、 彼らが創る舞台上の空間

が、 一つのダンス作品のように感じられた。 参加者の充実した表情が大変印象的なＷＳだった。

終了後、 参加者からは、 「ダンスは初めてだが、 とても楽しかった。 思い切って参加してみて本当に良かった」、 「こ

れまでダンスに興味はあったが、 どこで体験できるのか分からなかった。 今回の企画を知ることができて本当に良かっ

た」、 「コロナ禍でダンスをする機会、 誰かと踊る機会が極端に減りとても悲しく感じていたが、 今日は大ホールの開放

的な空間で皆さんと踊ることができてとても嬉しかった。」、 「新しい表現の形を知り、 貴重で新鮮な体験ができた。」 とい

う声が聞かれた。
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●来場者アンケートより（感想）
　 ・  演者の表情や筋肉の動きが間近で見ることができ、 迫力を感じた。 『生』 の躍動が全身で表現されていた。

　 ・  ステージの使い方に驚いた。 演者の表現をとても近い距離で体感でき、 幸せな時間だった。

　 ・  ダンス公演を見るのは初めてだが、 迫力に圧倒された。 公演とアフタートークのギャップに少し驚いた。

　 ・  コロナ禍で、 生で本公演を見ることができ幸せに思う。 コロナで疲れた心にアートの注入が必要だと実感した。

　 ・  ワークショップと、 同一人物でいらっしゃるのかと疑ってしまうくらい引き込まれた。 今日の公演を見て、 自分の中

で何かが変わりそうな気がする。

　 ・  全身で感情を伝えてくる表現にとても魅かれた。 また指先まで伸びるしなやかさがとても美しかった。

　
新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から座席数を半数に減らしての開催となったが、 チケットは完売、 立ち見

客を含め 60 名が来場した。 開場直後からホールのあちらこちらから熱気を帯びたコンテンポラリーダンス談義と、 中

村さんの公演を待ちわびる声が聞こえ、 本公演に対する期待値の高さがうかがわれた。

中村さんが、 2019 年よりコロナ禍において制作に打ち込んだ究極の愛と生と死の物語 「ジゼル」 が、 大ホール全

体を使って表現された。 通常の客席も演出として独創的に使用し、 舞台上に客席を組んでの上演となった。

1841 年にバレエ 「ジゼル」 が初演されてから今日まで、 多くのダンサーが踊り継いできたジゼルとアルブレヒトの悲

しみと切なさ、 相手への思慕の念が、 中村さんのダンスにより会場全体に広がる。 イギリスの女流作家ヴァージニア ・

ウルフの代表作 『ダロウェイ夫人』 からの引用と彼女の最期を想像させるシーンも交えながら、 生と死とその狭間の世

界が、 幾度となくステージ上で繰り広げられた。 最後、 Massive Attack 「Teardrop」 にのせて、 苦しみながらも恋人

を愛し続け、 別れと共に必死に前に進もうとするジゼルを中村さんが表現。 繊細さと力強さが混在する渾身の身体表

現を繰り広げる中村さんと、 その世界に魅了された観客がひとつとなった。

公演後のアフタートークでは、 中村さんが酒田市の印象、 当ホールについての感想を話した。 また、 コロナ禍でジ

ゼルを演じたことについて 「コロナによる別れ ・ 悲しみが世の中に増え、 いま生きていて踊ることができている自分と、

ジゼルから助けられたアルブレヒトが深く重なり、 残された者がどうやって生きていくのかを踊りのなかでアルブレヒトとと

もに探り続けている」 と語った。 最後に、 中村さんから観客に向けて 「今回の公演は、 いろいろな理由で本当に実現

できないと思った。 このような状況にも関わらずお客様から集まっていただき、 皆さんから 『躍らせてもらった』 と感じ

ている。 公演だけでなくアフタートークにまでお付き合いいただき本当に感謝している」 とのメッセージをいただいき、

客席からは惜しみない大きな拍手が起った。

公演

Cプログラム　山形県酒田市／希望ホール（酒田市民会館）

中村蓉ダンス公演『ジゼル』
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●この事業への応募動機
平成 29 年度に B プロ、平成 30 年度に A プロを実施した後、継続的・効果的なダンス事業を展開できなかっ

た結果、 近年、 地域住民には気軽にコンテンポラリーダンスにふれる場が無く、 その魅力 ・ 楽しさを知る機会

が著しく乏しかった。 また、 ダンス事業に関する担当職員 ・ 当ホールテクニカルスタッフの育成も全く進んでい

なかった。 C プロ実施により、 上質なダンスに間近にふれ自由な身体表現の楽しさを体感する機会、 一流の

ダンス公演を鑑賞する場を創出することで、 地域住民に改めてダンスの魅力を発信することを目的とすると共

に、 担当職員 ・ ホールスタッフの育成の足掛かりすることを目指した。

●事業のねらいと企画のポイント
当ホールで初めてのコンテンポラリーダンスのレパートリー作品公演であることから、 地域にいち早く情報を

発信するため、 派遣アーティストが決定すると同時にプレチラシの制作を開始、 令和 3 年 3 月に県内の各ホー

ル、 公共施設、 関係諸団体に配布した。 本チラシについては、 より幅広い市民から手に取り事業の詳細を

知ってもらうため、 当市で毎年 9 月、 数週間に渡り開催されるアートイベント 『Sakata アートマルシェ』 で設置・

配布できるようスケジューリングを行った。 また今年度、 17 年ぶりに当ホール HP を更新、 新しくなった HP と

SNS により本事業を分かりやすくタイムリーに情報発信するよう努めた。

　隣市の公共ホール荘銀タクト鶴岡 （以下 「タクト」） が 1 週間違いで C プロ実施であったこと、 前年度タク

トが実施した B プロの派遣アーティストが中村さんであったことから、 市域を超えた庄内地域全体へのダンス

の魅力発信、 その普及を目指し、 両館で広報 ・ 人材交流 ・ 事業運営等で連携 （連携名 『Danae Connect 

Shonai』） を図った。

C プロに応募した当初から、 担当者としてダン活枠外で特別支援学校での WS 実施を希望。 身体の存在そ

のものがアート表現になり得るダンスの魅力を知る機会の創出、 個々の表現能力を高め、 身体の可能性と自

由性の気づきを得るための動機付けが目的であった。 学校側の理解と中村さんの協力により、 9 月に WS を実

施することができたが、学校との信頼関係を築き、来年度以降のＷＳ継続への足掛かりとなる有意義なものとなっ

た。

●企画実施にあたり苦労した点
公演目前の 1 月から、新型コロナウイルス感染の影響により、県内が自粛ムードとなり様々なイベントが中止・

延期となった中で、 当初予定していた広報活動が思うようにできず、 事業の周知を図ることが難しかった。

●事業の成果と課題
ＷＳについては、 広報開始から当日まで継続的に問い合わせ ・ 申し込みがあり、 当日は市外のみならず県

外からの参加者もいた。 参加したきっかけを聞いたところ、 ＨＰの画像やチラシ、 ポスターに魅かれたという声

が多く聞かれ、 今回力を入れた視覚的情報発信が集客に大きく繋がったことが分かった。 また参加者の半数

がダンス初心者であったことから、 ダンスにふれる機会を渇望する市民が一定数いることが判明した。 　

公演については、市内で新型コロナウイルス感染者が増加したことも影響し、事前の券売状況は芳しくなかっ

たが、 当日は多くのお客様から来場いただいた。 公演後に 『ジゼル』 への感動、 鑑賞できた喜びの声が数

多く寄せられ、 公共ホールにおいて上質なダンス鑑賞事業を実施する必要性と意義を強く感じた。

作品制作の過程で、中村さんから様々な提案をいただき、その実現のため中村さん、中瀬さん、ホールスタッ

フと幾度となく打合せ ・ 試行を繰り返したが、 妥協を許さず高みを目指し創作し続けるアーティストの真摯な姿

勢と理念に直にふれ、 共に制作できたことは、 経験値の低いホールスタッフにとって、 大変貴重で有意義な

体験であった。 この体験を生かし、 今後はより上質な舞台芸術の提供を目指していく。

●今後の事業展開や展望
今後は、 引き続きＯＲ、 ＷＳ等でダンスの魅力を間近に感じてもらえる機会を創出するとともに、 その経験を

生かしながらその後のダンス活動に繋げてもらえるような事業展開を図る。 また、 上質なレパートリー公演や創

造公演の実施により、 鑑賞する機会を継続して提供していくとともに、 『Danae Connect Shonai』 の連携を継続

し、 両館で協力し合いながらダンスによる庄内地域の活性化、 交流人口の増加につなげていきたい。

担当者の報告・評価
希望ホール（酒田市民会館）　池田晶
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コーディネーターレポート
宮久保真紀

●この地域のダン活の特徴
アーティスト ： 中村蓉 （H29 年度 ： 鈴木ユキオ ［B プロ］　H30 年度 ： 田村一行 ［A プロ］）

公演観客数 ： 60 名

アンケート回収数 ： 50 枚

公募ワークショップ ： 15 名 （7 才〜 62 才）

日本海に面した酒田市は江戸時代、 北前船が来航する商業の街として栄え、 世界中で大人気となったテレ

ビドラマの 「おしん」 に縁のある地。 春夏秋冬どの季節も美味しいもので溢れる豊かな土壌を持つ。 最寄りの

空港はその名も 「おいしい庄内空港」 だ。

酒田市ダン活の最終年は、 B プロ、 A プロから少し間が空き、 担当者や体制も新たに実施することになった。

中村蓉氏のいくつかのレパートリー作品の中から 6 月末の下見打ち合わせの直前に発表したばかりの「ジゼル」

を上演することが決定。舞台上舞台にし、通常の客席面を舞台背景として活かすアイデアで進めることになった。

今回特筆すべき点は、 酒田市の隣に位置する鶴岡市の庄銀タクト鶴岡と広報面などを中心に手を携えること

になったことだ。 鶴岡市も C プロでさらに本番日が 1 週間違いという日程。 2 月 6 日に酒田市で中村蓉公演、

2 月 12 日に鶴岡市で長井江理奈／山猫団公演と、 この地域にとって短期間に 2 つもコンテンポラリーダンス

が楽しめる絶好のチャンスである。 今後も継続していけるよう 「Dance Connect Shonai」 と名づけた。

上演作品の 「ジゼル」 はクラシックバレエに詳しくない方でもタイトルだけは聞いたことがあるほどのバレエの

名作だ。 2019 年からコロナ禍を経て仕上げた中村氏の新解釈 「ジゼル」 は、 元々のストーリーを深く深く考

察し、 イギリスの女流作家ヴァージニア ・ ウルフの生涯や、 洋楽ポップスのアデルの名曲 「Take It All」 が折

り込まれ、中村氏らしいユニークなシーンや言葉遊びが散りばめられた内容。 もともとソロ作品だったところ、「ジ

ゼル」 作品でも重要なウィリーという死後の世界の妖精役として 2 名の出演者が加わることになった。 会場にあ

わせた巧みな演出の再構成、 そして希望ホールのテクニカルチームの協力により、 同じ作品がこんなに奥行

きが出て印象までも変わるものかと、 初演を拝見したものとして驚きと感動を覚えた。 アフタートークはホール担

当者の池田氏が見事な采配で取り仕切り、 観客各自に 「ジゼル」 の正確な情報を届けつつ、 中村氏がさら

に観客に伝えたいことを引き出した内容だった。

レパートリー作品の上演は、 出来上がったものをそのまま準備して出来るということはコンテンポラリーダンス

においてはまずないといってよい。 会場ごとにサイズや性質が違い、 細かな調整作業が必須で、 また準備を

進めていくうちに、 直前まで新しい前向きな修正プランが出てくることも多い。 現地のそれぞれの担当者たちと

時間を費やすことで、 作品に強度が増し、 観客へ伝わる熱量が高くなる。 今回の酒田市での C プロはその典

型的な例を体感することができたように思う。

●課題とこれからに向けて
残念なことに Dance Connect Shonai がコロナ禍の影響で実施不可能になってしまった。 元々のプランでは、

公演準備や当日も職員の相互協力も行う予定だったが、 市内感染者数の増加の時期と重なってしまったことも

理由の一つだ。 今回の公募ワークショップでもこの土地の方々のダンスのポテンシャルの高さは他の地域にな

いものを感じた。 まだもうしばらくはコロナ禍の様子を見ながらの運営になると思うが、 ぜひ小さな企画でも、 1

年に一回でもダンス事業を一緒に計画して庄内エリアのダンス魂を持つ方たちを惹きつけてもらいたい。

22-05-144_本文.indd   8322-05-144_本文.indd   83 2022/06/17   午前 11:51:572022/06/17   午前 11:51:57



-84-

実施団体 一般財団法人こまき市民文化財団

実施ホール 小牧市市民会館　大ホール

実施期間 令和 4年 3月 2日（水）～ 3月 5日（土）

アーティスト等
アーティスト：長井江里奈
共演者：北園優、鈴木綾香
テクニカルスタッフ等：ニシハラ☆ノリオ

コーディネーター 中冨勝裕

■�公募ワークショップ（実施日時、対象、参加料、参加人数、会場）

① 3 月 5 日 （土） 16 時～ 17 時、 小学 3 年生以上、 30 円 （保険料）、 ７名、 小牧市市民会館　大ホール舞台上

■公演（演目、公演日、開演時間、出演者、入場料金、会場、入場者数）

■ 『それでも、 踊る』

■ 3 月 5 日 （土） 14 時開演 （13 時 15 分開場）

■ 長井江里奈、 北園優、 鈴木綾香、 ニシハラ☆ノリオ、 劇場スタッフ

■ 一般 1,500 円　高校生以下無料 （要整理券）　アートフレンド会員一般 1,200 円

■ 小牧市市民会館　大ホール

■ 45 名

小牧市市民会館　実施データ
Cプログラム
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実施期間

3/2（水） 3/3（木） 3/4（金） 3/5（土）

美術仕込 準備 準備 準備

明かりづくり リハーサル アップなど

昼食

昼食 昼食
こどもサポー
ターリハ―サル

小牧着 明かりづくり リハーサル 開場

打合せ 公演

舞台仕込

場当たり 公募WS

ゲネプロ バラシ

諸確認 フィードバック

退館 退館 退館 退館

下見

7/7（水） 7/8（木）

9:00 会場下見

10:00 打合せ

11:00

12:00 昼休憩

13:00 小牧着

14:00 打合せ アウトリーチ先
打合せ

15:00 財団情報誌取材

16:00 諸確認等

17:00 駅へ移動

18:00 インリーチ

19:00

20:00

21:00

22:00

スケジュール
Cプログラム　愛知県小牧市／小牧市市民会館

※美術スタッフとして参加したニシハラ☆ノリオ氏は 3/1 に小牧入り
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平成 30 年度に A プログラムを実施し、3 か年計画で継続して現代ダンス活性化事業に取り組む予定でした。

しかし、令和元年度、令和 2 年度と続けて新型コロナウイルスの影響で開催は延期となり、2 年ぶりに公募型ワー

クショップを実施することになりました。 そのため、 「昨年度来た人にまた来てもらおう」 といった事業を継続す

ることで生まれる効果を期待することはできず、 初心に戻り、 このワークショップ事業を行いました。

できるだけ多くの人に気軽にワークショップを体験してもらうことを目的とし、 参加条件は 「小学３年生以上」

のみ、 参加費は保険料の 30 円にしました。 また、 事前申込制としていましたが、 山猫団の公演を観た人が

当日飛び入り参加もできるように、 ワークショップの開催日時は公演終了後に設定しました。 しかし結果は、 事

前の応募者が小学生から高校生まで 4 名、 当日の参加希望が小学生 2 名の計 6 名と定員の 20 名になかな

か届かず、 参加者を集めることに苦心しました （当日 2 名キャンセルがあり、 一般参加者 4 名と財団関係者 3

名の計 7 名が参加）。

会場を終演後の一部舞台美術が残る大ホールの舞台上にしたため、 途中で照明をつけたり、 本番の余韻さ

ながらのワークショップになりました。 子どもたちの参加が多かったので、 舞台上を自由に走り回るような場面も

ありましたが、 その間に動きを通して他者と向き合う時間もありました。 保護者の方からは 「この日娘が体で感

じたものは、 忘れられないものになりました。」 というアンケートが寄せられました。 スタッフを含めて多世代で体

を動かすことができたこと、普段上がる機会のない上演後の舞台上でのワークショップ体験は貴重な機会になっ

たと思います。
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●来場者アンケートより（感想）
　 ・   「すばらしい舞台でした。 フィナーレ泣きました。 踊り続けてほしいです。」

　 ・   「舞台が創り上げられていく過程はもちろん、 最後のお二人のダンスは素晴らしかったです。 情熱の凄さに感動

して泣いてしまいました。 素敵でした！おかしな 「かぶりもの」 のワークショップ、舞台、その後のダンスワークショッ

プと、 何もないところから創り上げることの素晴らしさ、 楽しさを教えてもらいました。 親子共に素敵な時間を本当

にありがとうございました。 また是非山猫団を観たいです。」

　 ・   「ステキなワークショップに、 素晴らしいダンスを観ることができて、 楽しい時間を過ごせました。 現実から、 夢の

世界であるステージが出来上がるまでの過程を分かりやすく体感できて、 また、 素晴らしい音楽も感じることがで

きて、 とても幸せな時間でした。 この日娘が体で感じたものは、 忘れられないものとなりました。 幸せな時間をあ

りがとうございました。」

　
山猫団はダンサー、 音楽家、 造形作家等のアーティスト集団であり、 一人一人の溢れる個性にとても魅力を感じて

いました。 そのため、 山猫団のコンテンポラリーダンス以外の側面にもスポットを当て、 山猫団の作品やアートをより楽

しんでもらう機会をつくることを考えました。

具体的には、 美術を担当するニシハラ☆ノリオさんの 「かぶりものワークショップ」 を小学生対象として公演一週間

前に開催しました。 定員 20 名を上回る応募があり、 色ガムテープと新聞紙でこの世に一つしかない 「かぶりもの」 を

作り上げました。 そして、 ワークショップ参加者のなかから希望者を募り、 作ったかぶりものを被って公演前のアナウン

スを舞台上で行う 「こどもサポーター」 として活躍してもらいました。 アーティストの魅力を様々なかたちで体験し、 そ

れらと公演をゆるく繋げるという試みを行いました。

また、 公演は 「素舞台からダンス作品が立ち上がるまで」 を作品にするもので、 スタッフワークも 「見せるもの」 と

して舞台スタッフも演出をつけて出演するといったような特異なものになりました。 そしてダンス公演としては （演劇でも）

珍しくアンコールを用意し、そこで小牧市のご当地ソング・小牧市民まつり讃歌 「青春の街」 を山猫団のメンバーとスタッ

フ全員で踊りました。 作品に関わった人が一堂に会し 「踊る」 という出来事は、後にも先にも今回限りかもしれません。

役割や立場を一旦外して 「みんな一緒に踊っちゃえ」 という長井さんの心意気はとても楽しく貴重な時間を生み、 次

年度の B プログラムにもいい影響をもたらす予感がしています。

公演

Cプログラム　愛知県小牧市／小牧市市民会館

『それでも、踊る』
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●この事業への応募動機
小牧市にはプロオーケストラ 「中部フィルハーモニー交響楽団」 があり、 クラシック音楽事業が充実していま

す。 また、平成 29 年に （一財） こまき市民文化財団が設立され、文化の振興が更に求められるなか、クラシッ

ク音楽以外のジャンルの文化事業も積極的に取り入れていく必要がありました。 そのため、 小牧市ではまだ手

掛けたことのないコンテンポラリーダンス事業の実施に関するノウハウを得ることも含め、 新しい事業を行うため、

応募しました。

●事業のねらいと企画のポイント
山猫団の作風やキャラクターに触れると 「何かおもしろそうなことに出会えそう！」 という期待が生まれます。

山猫団の魅力を契機に、 小牧市の皆さんに 「こういうおもしろいこともあるんだ」 という、 新しい喜びを味わっ

てもらいたいというのが事業のねらいです。 また、 既に企画されている参加型ワークショップの他に、 ニシハラ

☆ノリオさんの工作ワークショップや、 公演前アナウンスを市民の子どもたちにお願いするなど、 事業の枝葉を

増やし、 新しい取り組みへの入り口を複数用意したことが企画のポイントです。

●企画実施にあたり苦労した点
集客に苦労しました。 この事業は令和元年度に実施予定でしたが、 新型コロナウイルスの影響で延期になっ

たものです。 令和元年度の際には 「小さな牧のサーカス」 という演目でした。 「小牧にサーカス団がやってき

た」 というキャッチーで内容を想像しやすかったこともあり、 300 枚以上のチケットが売れていました。 しかし 2

年が経過し、 上演環境や世の中の様子も一変したため、 以前と同じことはできなくなりました。 そして演目が変

更になったのですが、 「それでも、 踊る」 という力強くも踊ることにストレートなタイトル、 「素舞台からダンス作

品が立ち上がるところを見せる」 という特異な作品であることは、 その紹介方法や対象者を考えるのに悩みまし

た。 地域の芸術系の大学に赴いてゼミで紹介してもらったり、 電車広告を掲示したり、 市の LINE で希望する

人に情報を提供したり、様々な手を尽くしましたが、なかなか結果に結びつけることができませんでした。 しかし、

それらの広報努力は今後も使える手段 ・ 方法として財団の財産になったと感じています。

●事業の成果と課題
お客様のなかで終演後に涙を流しながら出演者に感動を伝える方がいました。また、「学校でポスターを見て、

おもしろそうだったから来た」 という中学生の男子 3 人組が終演後にポスター前でアーティスト写真と同じポー

ズをとって撮影して帰るなど、 これまでの公演では起こったことのない反応がありました。 劇場として新しい表現

を提供することで、 新しい感動と出会ったということは、 成果の一つだと感じています。 また、 事業スタッフと舞

台スタッフは役割分担が明確で、 それぞれの業務をそれぞれの場所で行うことが通常ですが、 今回は一緒に

舞台で踊るなど、 進行を共にする機会があり、 連帯感が強まったと感じています。 これをチームワークに繋げ、

来年度の B プログラムの成功に結び付けていけたらと思います。

●今後の事業展開や展望
令和 4 年度は初めて市民参加型公演の創作 （B プログラム） に取り組みます。 こまき市民文化財団として

新しい経験をひとつずつ重ね、 今後実施する事業の幅を広げていくことで、 市民の方に芸術文化との様々な

出会いと喜びを提案していきたいと考えています。

担当者の報告・評価
小牧市市民会館　林真智子
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コーディネーターレポート
中冨勝裕

●この地域のダン活の特徴
名古屋市の北に位置し、 東名高速道路、 名神高速道路、 中央自動車道の三大ハイウェイ結節点となる交通

の要所として内陸工業都市として発展する 15 万人都市。 小牧市内中心部には織田信長が初めて築城し、 豊

臣秀吉と徳川家康の天下分け目の合戦の 「小牧 ・ 長久手の戦い」 の舞台となった小牧山は、 小牧の歴史的

なシンボルとなっている。 この小牧市において、 芸術文化の専門性を体得するため、 ダンス活性化事業に着

手して、平成 30 年 10 月に A プログラムを実施。令和 2 年 3 月に C プログラムを予定していたが、新型コロナウィ

ルス感染症拡大による緊急事態宣言により延期となり令和 4 年 3 月実施となった。

長井江里奈率いる山猫団の作品は、 ダンス、 音楽、 映像、 美術の構成により、 一つの作品で多様なアート

と劇場を体感できることが特徴である。 「公演の開催や作品づくりは一人ではなしえない」、 「劇場そのものを知

る」 というコンセプトから、 今回はまったく何もない素の舞台から作品を立ち上がるまでが作品となる 『それでも

踊る』 を上演した。 舞台スタッフ、 劇場のスタッフまで出演者、 演出となり、 劇場に関わる人もスタッフワーク

そのものも作品の要点である。 そこに小牧の馴染みある曲など、 レパートリー作品に開催地域の要素を取り入

れ、 観客をより引き込むポイントも生み出された。 アンコールも用意されたこの作品では、 スタッフ一同がその

曲に振り付けられたダンスを踊って、締めくくった。 舞台機構やスタッフが動き、舞台美術が仕込まれ、ダンサー

の動き、 生演奏と徐々に作品が立ち上がって行く様子に観客は高揚感を覚えるとともに、 作品に込められた想

いを感じ取っていた。

令和元年度では 『小さな牧のサーカス』 を上演予定で、タイトルに小牧の名前や 「小牧にサーカス団がやっ

てきた」 というキャッチコピーが、 初めてダンス公演に観る若年層やファミリー層にも響き、 予想を上回る販売

数であったが、 延期した今回は社会的状況から観客との触れ合いがある同作品を断念し、 緊急事態宣言中に

生み出された 『それでも踊る』 に変更された。 作品が変わり、 広報ターゲットの見直しや手段など模索や試行

錯誤が続いた。 早い段階から市内の学校などへのチラシ配布や、 コロナ禍の状況ではあるが “顔の見える広

報” を意識して、 地域の大学や教育・福祉団体など地域で活動している方々にアプローチするなどの試みは、

新たなネットワークの形成となったのではないだろうか。 公演１週間前には山猫団の魅力や世界観を触れる美

術家ニシハラ☆ノリオ氏のワークショップの開催、 そして公演の来場者をもてなす子どもサポーターの募集など、

公演に向けてタッチポイントもしっかりと考えられていた。 子どもサポーターは今後も自主事業などにも活かせる

取り組みとしても楽しみである。

公募ワークショップは、ポスト・パフォーマンス・ワークショップとして終演後に、作品の余韻が残る舞台で実施。

作品上演から照明などの舞台演出あるワークショップを通して参加者は 「劇場空間」 を感じられたのではない

だろうか。

新型コロナウィルス感染拡大の影響を受け、 集客など難しい場面が多い C プログラムの実施であったが、 小

牧市市民会館として、大きな財産となる出会いを生み出したプログラムでもあった。 スタッフのつながり、そして、

学校で見かけたポスターをきっかけに来場した男子中学生３人がロビーでチラシと同じポーズでの撮影する姿

などこれまでの公演では見られなかった光景に加え、 作品から伝わる舞台の熱量や公募ワークショップに参加

した子どもの様子から感銘を受けた保護者 ・ 来場者の涙ながらのメッセージがこの舞台とプログラムの素晴らし

さと満足度を表していた。

●課題とこれからに向けて
難しい状況での実施で得られた、スタッフの連帯感、新たな地域のネットワークと観客と参加者のフィードバッ

クは、 次の B プログラムに繋がるものであり、 このダン活に応募した際に掲げた目的と目標実現に向けて、 そ

の先の財団事業にも活かして欲しい。 広報、 制作面でも丁寧なコミュニケーションと取組姿勢はこの小牧市市

民会館の魅力でもあるので、 市民と芸術文化の出会いから新しい観客を創り出す展開を期待したい。
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実施団体 公益財団法人徳島県文化振興財団

実施ホール 藍住町総合文化ホール（あわぎんホールは改修工事のため別会場となった）

実施期間 令和４年３月２日（水）～３月５日（土）

アーティスト等
アーティスト：セレノグラフィカ
共演者：大村太一郎（コントラバス）、鶴澤友輔（義太夫）
テクニカルスタッフ等：岩村原太

コーディネーター 中西麻友

■�公募ワークショップ（実施日時、対象、参加料、参加人数、会場）

① 3 月 2 日 （水） 18:00 〜 19:30、 一般 （どなたでも）、 7 名、 藍住町総合文化ホール　小ホール

■公演（演目、公演日、開演時間、出演者、入場料金、会場、入場者数）

■ コンテンポ太夫 『たとへ火の中、 水の底。』 （壺坂観音霊験記より）

■ 3 月 5 日 （土）　14 ： 00 開演 （13 ： 30 開場）

■ 【ダンス】 セレノグラフィカ　【コントラバス】 大村太一郎　【義太夫】 鶴澤友輔

■ 一般 1,000 円　学生 500 円

■ 藍住町総合文化ホール　大ホール

■ 127 名

あわぎんホール 徳島県郷土文化会館　実施データ
Cプログラム
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実施期間

3/2（水） 3/3（木） 3/4（金） 3/5（土）

会館入り 会館入り 会館入り

クリエーション クリエーション 打合せ

通し

会館入り 通し 本番

テクニカル
顔合せ

打合せ クリエーション

振り返り

公募WS 通し・進行確認

通し 終了

クリエーション

音だし・稽古 打合せ

下見

9/1（水） 9/2（木）

9:00 会館入り

10:00 実施会場下見

11:00 会館入り

12:00
公募WS・公演

打合せ

13:00

14:00 クリエーション クリエーション

15:00

16:00

17:00

18:00 終了

19:00

20:00

21:00

22:00

スケジュール
Cプログラム　徳島県／あわぎんホール�徳島県郷土文化会館
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身体を使って自由に表現しながらコミュニケーションできる 「コンテンポラリーダンス」 と阿波人形浄瑠璃の語

りや伴奏として用いられる 「義太夫」、 そして義太夫三味線とともに物語のメロディーやリズムを紡ぐ洋楽器 「コ

ントラバス」 とのコラボで公募ワークショップを企画。 人形浄瑠璃作品の１つである 『壺坂観音霊験記』 をモチー

フにしたダンス公演である本公演の参加者増や 「義太夫」 や 「コントラバス」 で踊ることを体験してもらう目的

から実施し、 大人から子どもまでを対象にした公募ワークショップで５歳から６０歳までの７名が参加した。

身体を使った自己紹介などのコミュニケーションワークを行った後、 義太夫三味線で踊ること、 コントラバスの

リズムで踊ることの両方を体験できるプログラムを行った。

参加者の多くは洋楽器で踊ることに馴染みがあったと思う。 洋楽器 （コントラバス） と義太夫三味線を比較

することで、 そのギャップを感じた方もたくさんいたようだった。 しかしながら、 日本人として流れる身体のリズム

からか、 義太夫三味線で踊ることに 「何故かほっとする」 という感想があったのは新たな発見であった。 こうし

た新たな発見や感覚を持って、 参加者が本公演も観に来てくれると嬉しく思う。

本編では、 義太夫節で艶やかに踊ったり、 洋楽器のジャズの要素が入っていたり、 古典作品をモチーフに

しながら、 とても挑戦的な作品となっている。

今回のワークショップに参加してくれた方は 『古くて、 新しい』 そして 『シリアスでポップな』 本作の魅力を

全力で楽しんでもらうための準備ができたのではないかと思う。
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●来場者アンケートより（感想）
　 ・  惹きこまれた。 こんなに夢中になったのはとても久しぶり。

 　 ・  照明が落ちる前に始まったり、 客席ドアからはけたりと常識にとらわれない感じが面白かった。

　 ・  最後みんなで手を叩いて、 リズムにのったのがすごく良かったです。 また機会があれば観たいです。

　 ・  ニッチものの組み合わせで素敵な化学反応が起きていました。

　 ・  コロナ禍で１時間と短時間だったと思いますが、 演者の方、 それぞれのパートがあって１時間半ぐらいの形も観

たかったです。

　 ・ 何か不思議な感じの舞台でした。

　 ・   初めて観るコラボでも、 違和感なく作品となっていたのが面白かった。 生の演奏と機材で録音した音を重ねると

聴いたことのない重厚感のある音になっていた。

　 ・  激しいダンスでも、 足取りが静かでプロの踊りを観られて良かったです。 三味線とコントラバスの本物の音が胸に　

響きました。 感動をありがとうございました。

　 ・ 初めて観たジャンルで、 とても新鮮で面白かったです。

　
セレノグラフィカさんと地元の義太夫奏者である鶴澤友輔さん、 高知県梼原在住のコントラバス奏者である大村太一

郎さんの三者でＡ ・ Ｂ ・ Ｃプログラムの 3 ヵ年かけて取り組んだ 「ダンス」 「義太夫」 のコラボの集大成となる公演を実

施した。 当初は令和元年度に実施する予定のものであったが、 新型コロナウイルスの影響により、 今年度改めて実施

することとなった。 令和元年度から期間が空いたため再度作り直しの期間を要するかと思ったが、 出演者が月に 1 回

はメッセンジャーで交流を続けてくれていたこと、 当館主催の人形浄瑠璃フェスティバルにおいて、 本公演のショート

プラグラムを上演したことなどが上手く作用し、 期間が空いたことはむしろ良い方向に働き、 作品に深みが増した。

本公演は人形浄瑠璃の古典作品 「壺坂観音霊験記」 をモチーフにした作品で、 物語の有名なセリフなどが随所

に用いられている。 義太夫三味線の古典のリズムがあったり、 コントラバスによるジャズの進行があったりと音色やリズ

ムは様々で、 両方の音で踊るコンテンポラリーダンスの多様性を発揮した、 古典的であり前衛的な作品となった。

公演

Cプログラム　徳島県／あわぎんホール�徳島県郷土文化会館

コンテンポ太夫　『たとへ火の中、水の底。』
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●この事業への応募動機
現在の当館では、 特定の関心のある方の利用が大半であり、 公立文化施設としての役割を十分に活かしき

れていない現状があった。 そのような現状を打開するべく、 コンテンポラリーダンスを含む実演芸術の派遣を、

補助金等を活用しながら質 ・ 量ともに充実を図っているが、 今劇場に求められている役割のひとつである 「社

会包摂機能」 を活かしているとは言いがたい。 そこで、 当該事業に申し込むことにより、 ダンス事業の企画 ・

制作のノウハウを学ぶことは当然のことながら、ワークショップ・アウトリーチ活動におけるノウハウを活かし、様々

な障がいの有無に関わらず集まれるような劇場作りを行うべく応募した。

●事業のねらいと企画のポイント
事業のねらいとして、 ダンス事業を通して障がいや年齢、 性別の有無に関わらず集まれる場所を作ることと、

徳島の 「あわ文化」 を活用することで、この取り組みが一過性のもので終わらないように企画を進めていきたい。

企画のポイントとなるのは、 3 ヶ年同じアーティストであわ文化を使った企画をすることにより、 1 年目の A プ

ログラムから 2 年目の B プログラム、 3 年目の C プログラムまで、 3 ヶ年通しての企画となっており、 長期的な

ビジョンで企画することで上記事業のねらいを実現させたい。

●企画実施にあたり苦労した点
集客面に苦労した。 広報が出遅れたことも大きな要因だが、 それに加えてコロナの影響が強く、 公演時期

は小中学校などの休校が相次いでおり、 ダンスなどに関わっていた学校や児童施設系への集客もできず、 県

外客も同じく見込めなかった。 公募ワークショップなどの身体が触れあうような要素があるものはもっと如実で、

少人数での実施となった。 特に子どもなどの場合、 本人は前向きでも保護者の反対などで来られないケースも

あった。

●事業の成果と課題
ダン活のプログラムの中で、 1 年目のＡプログラムでは、 児童養護施設へのワークショップの実施を、 2 年目

のＢプログラムでは 3 歳～ 70 歳までの男女で県民参加プログラムを、 3 年目のＣプログラムでは、 集大成とな

る新作ダンス公演の上演を実施することができた。 特に本年のＣプログラムは、 令和元年度にコロナの影響に

より中止になり、 今年度実施することになったので 3 年がかりのプログラムになった。 自主事業等を活用して、

ダン活のレギュレーション外でのクリエーションも多く実施したが、 その分、 完全に新しい作品として提示でき

るクオリティを持った作品ができた。 トータルで 5 年間の事業となったダン活も今年度を持って完結となったが、

この期間中に得た成果を今後どう活用するかが大きな課題だと考えている。

●今後の事業展開や展望
A ・ B ・ C の 3 ヵ年を通して、 コンテンポラリーダンスと義太夫とのコラボをやり切ることができた。 徳島にダン

スが根付いたとは言いがたいかもしれないが、 それでも、 創造の余地が生まれる公演を鑑賞したいという層が

増えつつあると思っている。 今回生まれた作品は単なるコラボではない新たな作品だと思う。 この取り組みを一

過性のものにするのではなく、 今後も展開していきたいと思う。

担当者の報告・評価
あわぎんホール　宇野栄展
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コーディネーターレポート
中西麻友

●この地域のダン活の特徴
徳島のダン活は、 コンテンポラリーダンスと義太夫のコラボレーションを謳った 「コンテンポ太夫」 というコン

セプトで 3 年目を迎え、 集大成として C プロに臨むはずだったが、 新型コロナウイルス感染症拡大の影響を

受けた延期を経て、 足掛け 5 年のプロジェクトとなった。

最初の下見では、 B プロの反省をふまえて作品の方向性を検討した。 B プロをご覧になった観客の中には、

コンテンポラリーダンス、 もしくは義太夫を初めて観て、 作品を面白いと思う人も、 「分からない」 と感じる人も、

賛否両論あったことから、 作品や 「コンテンポ太夫」 に対する理解を深められる機会をつくることが課題として

挙げられた。 集客の懸念もあり、 ダン活枠外で、 ホール側が阿波十郎兵衛屋敷でのレクチャーワークショップ

を企画した。 作品や、人形浄瑠璃と身体のつながりをレクチャーして、実際に身体を動かす機会もつくることで、

作品理解を深めることや集客への効果が期待された。

演目は、 B プロに続き 『壺坂観音霊験記』。 同じ作品をモチーフにすることで、 親しみやすさと本格的な作

品であることのバランスを保ちながら、 「コンテンポ太夫」 の新しい解釈で実験を繰り返した。 また、 三味線以

外で独奏できる共演者を入れる案が浮上し、 コントラバス奏者が加わることとなった。

クリエイションは、 延期を挟んだこともあり、 ダン活枠外で演者が集まる機会を何度か設けられた。 延期実施

年度には、 浄瑠璃フェスティバルで一旦上演の機会をつくることもでき、 その度に、 ダンスと義太夫、 コントラ

バスをどう融合させていくか、 演者同士の理解や作品への理解を深める時間を持つことができた。

延期後の本番期間は、 あわぎんホールの改修に重なったため、 新しく開館した藍住町総合文化ホールをお

借りして実施。 何度目かの感染拡大の最中、 広報も難しい時期だったが、 ホール担当者はもちろん、 各方面

のご協力を得て実施することができた。

公募 WS は、 幅広い年齢層の参加者が集まり、 直接的なふれあいができなくても、 人と人とのつながりが感

じられる内容だった。 接触に制限はあったが、 参加者の感想で述べられた 「他の人のことを考える」 という言

葉通り、 身体を通したコミュニケーションが生まれていた。 上演と同じメンバーが一緒に参加して生演奏で動く

場面もあり、 音楽を感じることで身体の動きも変化していくことが体感できる贅沢な WS だった。

作品は、 身体と音楽で物語を贅沢に紡ぐ構成となった。 夫婦二人がお互いを深く想い合い、 それゆえ疑っ

たり試したりする心の動きや、 何気ない日常の所作、 観音様の神々しい浄土の風景など、 時にコミカルに、 時

に切実に、 様々な想いや情景が、 ダンスや義太夫、 コントラバスの音色により豊かに描かれた、 あっという間

の 60 分間だった。

今回のコラボレーションがどう受け止められたか、 難しさや違和感もあったかもしれないが、 アンケートからは、

新しい挑戦であったことが観客に伝わり、 新鮮さや面白み、 可能性を感じてもらえたことが読み取れた。 ダン

スと義太夫、 コントラバスが融合していく過程を目撃した者としては、 どんなジャンルの表現にも通じる、 踊るこ

とや歌うこと、 奏でることへの人間の根源的な欲求や、 昔から人々が営んできた芸術文化との共通点を見つけ

られた時間でもあり、 伝統的なものと、 そこにふれることからこそ生まれる、 今までに見たことのないモノに心踊

らされる幸せな時間だった。

●課題とこれからに向けて
公演が一旦中止になったことは、 誰にとっても辛い決断ではあったが、 義太夫という歴史ある文化に対して、

コンテンポラリーダンスやコントラバスという音楽でコラボレーションする時、 十分なクリエイションの時間が必要

であり、 二年間をかけて公演に臨めたことは結果的に大変有意義であったと思う。 共に過ごす時間が増えれ

ば増えるほど、 お互いと作品への理解が深まり、 何を知らないのかが明らかになり、 課題に気づくこともできた。

その過程で、 様々な方が創作を支えてくださり、 テクニカルの方々も、 浄瑠璃やダンスだけの時とは違うこと

に戸惑いもあっただろうが、 作品の意図を理解して舞台上で実現しようと、 本番期間中ずっと舞台についてく

ださり、 一緒につくり上げてくださるとても心強いチームだった。 徳島という地で、 そこに根付いている芸術文

化を、 そこに縁のある人たちと共に、 新しいアプローチで一つの作品という形にして劇場から発信できたことは

大きな成果であり、 今後も 「コンテンポ太夫」 の挑戦が続いていくことを心から期待している。
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実施団体 タクトつるおか共同企業体

実施ホール 荘銀タクト鶴岡

実施期間 令和 4年 2月 9日（水）～ 2月 12日（土）　
※新型コロナウィルス（COVID-19）の感染が拡大している状況を受け事業中止

アーティスト等
アーティスト：長井江里奈
共演者：北園優、鈴木綾香
テクニカルスタッフ等：ニシハラ☆ノリオ（舞台美術）

コーディネーター 中冨勝裕

■�公募ワークショップ（実施日時、対象、参加料、会場）

①  3 月 7 日 （土） 15:30 ～ 17:00、 中学生以上、 チケット代＋ 500 円、 荘銀タクト鶴岡　大ホール

■公演（演目、公演日、開演時間、出演者、入場料金、会場）

■ 【Dance!Dance!TACT!】 山猫団ダンス公演 「踊りの為に」　

■ 2 月 12 日 ( 土 ) 14:00 開演 （13:30 開場 ）

■ 長井江里奈、 北園優、 鈴木綾香

■ 全席指定　一般 2,000 円　U-25 1,000 円 （未就学児不可）　※当日 500 円増

　　酒田 ・ 鶴岡セット券　一般 3,000 円　U-25 1,500 円

■ 荘銀タクト鶴岡　大ホール

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（表面）

A3　観音折り（中面）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（裏面）

荘銀タクト鶴岡　実施データ
Cプログラム
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実施期間

2/9（水） 2/10（木） 2/11（金） 2/12（土）

下見

6/7（月） 6/8（火）

9:00 宣材撮影・
インタビュー

10:00

11:00

12:00 移動・昼食 昼食

13:00 打合せ 打合せ

14:00

15:00

16:00

17:00 インリーチ 移動

18:00

19:00

20:00 顔合わせ

21:00

22:00

スケジュール
Cプログラム　山形県鶴岡市／荘銀タクト鶴岡

※ 新型コロナウィルス（COVID-19）の感染が拡大して
　いる状況を受け事業中止
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　A4　両面（1色）

北九州芸術劇場

岐阜市文化センター

　A4　両面（4色）

公募ワークショップチラシ
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　A4　両面（4色）

フェニーチェ堺

　A4　片面（4色）

茅ヶ崎市民文化会館
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　A4　両面（2色）（公募ワークショップ募集）

穂の国とよはし芸術劇場ス

　A4　両面（4色／ 1色）

あすとホール
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A3　両面（2色）（出演者募集）

-103-
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　A4　両面（4色）

野々市市情報交流館カメリア

　A4　両面（2色／ 4色）（出演者募集）

白河文化交流館コミネス
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　A4　片面（4色）

小牧市市民会館
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当日パンフレット（B プログラム）

　A4　二つ折り　両面（4色）

穂の国とよはし芸術劇場
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　A4　観音折り　両面（4色）

白河文化交流館コミネス
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当日パンフレット（C プログラム）

　A3　二つ折り　両面（1色／ 4色）

アイム・ユニバースてだこホール
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　A4　片面（4色）

野々市市情報交流館カメリア
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　A3　二つ折り　両面（1色）

宮古市民文化会館
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　A3　二つ折り　両面（1色）

希望ホール（酒田市民会館）　
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　A3　二つ折り　両面（4色）

小牧市市民会館
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　A3　両面（4色）　※延期前の当日パンフレットへ出演者挨拶を挟み込み配布

あわぎんホール 徳島県郷土文化会館
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　A4　片面（1色）（出演者挨拶）

あわぎんホール 徳島県郷土文化会館
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令和３年度公共ホール現代ダンス活性化事業実施要綱

１　趣旨
一般財団法人地域創造 （以下 「地域創造」 という。） は、 公共ホールの活性化とコンテンポラリーダンス

による創造的で文化的な芸術活動のための環境づくりに寄与し、 あわせて公共ホールスタッフ等の企画 ・ 制

作能力の向上と創造性豊かな地域づくりに資することを目的として、 地方公共団体等との共催により、 公共

ホールを拠点としてコンテンポラリーダンスの公演事業又は地域交流プログラムを実施する。

２　対象団体
　　(1)　地方公共団体

　　(2) 　地方自治法第２４４条の２第３項の規定に基づき指定管理者として指定を受け、 公の施設の管理を行う

法人その他の団体

　　(3) 　地域における文化・芸術活動の振興に資することを目的として設置された、公益財団法人等（(2) を除く）

のうち、 地方公共団体が資本金、 基本金その他これに準ずるものを出資している法人で地域創造が特

に認めるもの。

３　実施団体の決定
地域創造は、 上記団体から提出された事業申込書等をもとに審査し、 実施団体を決定の上、 当該団体

に対して速やかに通知する。 決定に当たっては、 下記４の各プログラムを継続して実施する団体及び当該

事業を実施したことがない団体を優先するが、 過去に当該事業を実施した団体であっても、 市町村合併の

有無、 公共ホールの管理者の変更、 当該事業についてのスタッフの習熟度等の事情を考慮して、 予算の

範囲内で決定する。

４　事業内容
実施団体は、 以下のいずれかのプログラムを実施する。  

なお、 実施するプログラムは、 今後のダンス事業を実施するためのビジョン ( ※１) に基づいて選択するこ

ととし、 事業実施の翌年度以降に他のプログラムを継続して実施することができるものとする。

　　　( ※１) ビジョンとは、 別記様式１－２の 「事業実施後の事業展開 ・ ビジョン等」 のことをいう

　(1)　Ａプログラム （地域交流プログラム）

原則として、 連続する４日間の事業日程で、 学校や福祉施設等でのアウトリーチと公募型のワークショップ

を４～６回実施する。 ただし、 アウトリーチは３回以上、 公募型ワークショップは１回以上実施する。

なお、 原則として、 事業の実施に向けて、 コーディネーター等による現地における個別研修 （現地下見）

を１泊２日以内で１回実施する。

派遣するアーティストは、 別紙１の登録アーティストの中から、 地域創造が決定する。

　(2)　Ｂプログラム （市民参加作品創作プログラム）

原則として、 全９日間の事業日程を連続する３日間及び連続する６日間などの２回に分けて、 市民参加作

品を創作し１回上演する。 公演は有料とし、 入場料収入は実施団体に帰属するものとする。

また、 公募型ワークショップを１回実施する。

なお、 事業の実施に向けて、 登録アーティスト、 コーディネーター等による現地における個別研修 （現地

下見） を１泊２日以内で１回実施する。

派遣するアーティストは、 別紙１の登録アーティストの中から、 実施団体の希望を勘案の上、 地域創造が

決定する。

　(3)　Ｃプログラム （公演プログラム）

　原則として、 連続する４日間の事業日程でコンテンポラリーダンスの公演 （レパートリー作品 （新たに演

出されるリ ・ クリエーション作品含む）） を１回上演する。
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公演は有料とし、 入場料収入は実施団体に帰属するものとする。

また、 公募型ワークショップを１回実施する。

なお、 事業の実施に向けて、 登録アーティスト、 コーディネーター等による個別研修 （現地下見） を１泊

２日以内で１回実施する。

派遣するアーティストは、 別紙１の登録アーティストの中から、 実施団体の希望を勘案の上、 地域創造が

決定する。

５　経費負担

事業実施に伴う下記の経費については、 地域創造が負担する。 下記以外の経費及び実施団体が前項に

定める内容を超えて事業を行った場合に発生した経費については、 実施団体の負担とする。

　(1)　登録アーティスト等派遣経費

　　①　Ａプログラム

登録アーティスト及びアシスタント （ソロの場合１名まで） の謝金、交通費 （現地移動費を除く。）、宿泊費、

日当、 派遣対象者に係る損害保険料

　　②　Ｂプログラム

登録アーティスト及びクリエーションのためのアシスタント （共演者） （ソロの場合２名まで、 デュオの場

合１名まで） の出演料等、 テクニカルスタッフ等 ( ※２) の謝金、 交通費 （現地移動費を除く。）、 宿泊費、

日当、 派遣対象者に係る損害保険料

　　③　Ｃプログラム

登録アーティスト及び共演者 （ソロの場合２名まで、デュオの場合１名まで） の出演料等、テクニカルスタッ

フ等 ( ※２) の謝金、 交通費 （現地移動費を除く。）、 宿泊費、 日当、 派遣対象者に係る損害保険料

　　( ※２) テクニカルスタッフ等は、 公演準備のサポート役として必要と判断されるテクニカルスタッフ、 演出助手や制作者及びそ

の他地域創造が認めた者で、 個別研修 （現地下見） 及び実施時に派遣する。

 　(2)　公演負担金

　　　　Ｂプログラム及びＣプログラムについては、 実施団体が支出した事業実施に係る経費のうち、 別紙２の

対象経費の 2/3 以内で、 50 万円を上限に実施団体に対して負担する。

６　事業実施に対する支援

　(1)　全体研修会の開催

地域創造は、 事業実施前に実施団体を対象として、 事業の実施に必要な実践的ノウハウ等についての

研修会を開催する。

なお、 参加に係る旅費等は実施団体の負担とする。

　(2)　コーディネーターの派遣

地域創造は、 実施団体に実践的なノウハウを習得する機会を提供するとともに、 事業の円滑な運営を図

るために、 企画制作の経験が豊富なコーディネーターをアドバイザーとして派遣する。

コーディネーターの派遣は、 原則として、 個別研修 （現地下見） 及び実施時に行う。

７　提出書類等

　(1)　事業申込書　…別記様式１- １、 １- ２、 １- ３ （１- ３はＢプログラム及びＣプログラムのみ）

令和３年度に本事業の実施を希望する対象団体は、 「事業申し込みにあたっての留意事項」 を参照のう

え、 必要書類を添えて、 令和２年７月 10 日 ( 金 ) までに当該書類を提出すること （地域創造必着）。
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なお、 ２(2) 及び (3) に該当する団体が申請をする場合には、 施設設置者または出資者である地方公共

団体の長の副申を受けること （別記様式１－４）。

　(2)　事業実施計画案　…別記様式２- １、 ２- ２

全体研修会の終了後、 地域創造の指定する日までに当該書類を提出すること。

　(3)　事業実施計画書　…別記様式３- １、 ３- ２、 ３- ３ （３- ３はＢプログラム及びＣプログラムのみ）

事業実施２か月前までに企画内容を決定し、 当該書類を提出すること。

　(4)　事業実績報告書　…別記様式４- １、 ４- ２、 ４- ３ （４- ３はＢプログラム及びＣプログラムのみ） 

事業終了後 30 日以内に、 事業実施にあたり制作したチラシ、 パンフレット等を添えて当該書類を提出

すること。

ただし、 令和４年３月 15 日 ( 火 ) 以降に事業が終了する場合にあっては、 令和４年４月 15 日 ( 金 ) まで

に提出すること。

　(5)　公演負担金請求書　…別記様式４- ４ （Ｂプログラム及びＣプログラムのみ）

該当する経費がある場合は、 事業終了後 30 日以内に、 別途指定する関係書類を添えて当該書類を提

出すること。

ただし、 令和４年３月 15 日 ( 火 ) 以降に事業が終了する場合にあっては、 令和４年４月 15 日 ( 金 ) まで

に提出すること。

　(6)　変更承認申請書　…別記様式５- １、 ５- ２

実施団体の決定通知を受けた後に申請内容に重大な変更が生じた場合は、 ただちに当該書類を提出

すること。

なお、 変更内容によっては事業の要件を満たさなくなり、 共催できない場合がある。

８　その他

　(1)　共催に関する表示

実施団体は、 事業実施に際して作成される印刷物に、 地域創造が共催している旨を表示すること。

【表示例】 共催 ： 一般財団法人地域創造、 共催 ： ( 一財 ) 地域創造

　(2)　損害賠償の免責

事業実施に伴い発生した損害賠償等の責任について、 地域創造は責めを負わないものとする。

　(3)　関係書類の提出

地域創造は、 この要綱に定めのある書類のほか、 実施団体の決定等の審査に当たって必要な書類の提

出を求めることができる。

　(4)　情報提供

地域創造が、 全国の地方公共団体に対して行う事業に関する情報提供等のため、 資料提供を求めた場

合や現地調査を行う場合は、 実施団体は協力するものとする。

　(5)　その他

事務手続き及びスケジュール等その他細目について必要がある場合は別途定める。

また、 その他事業の実施に関し、 疑義が生じたときには、 地域創造と実施団体が協議して決定する。
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　　  　別紙１

登録アーティスト
令和３年度登録アーティスト （８組）

　 北尾亘、 白井剛、 田村一行、 長井江里奈、 中村蓉、 藤田善宏、 マニシア、 康本雅子

参考
事業の流れ・手続き等
　●令和２年度（事業実施前年度）

　●令和３年度（事業実施年度）

時期 （予定） 内　　容 提出書類

４月下旬

　　　　～７月 10 日

申し込み受付
　申込書締切 ： ７月 10 日 ( 金 )

事業申込書

８月下旬 事業内定通知

10 月５日

　　　　　～ 10 月７日

全体研修会 （アーティストプレゼンテーション） の開催

　開催場所 ： 横浜赤レンガ倉庫 1 号館

10 月中旬 事業実施計画案の作成 事業実施計画案

12 月上旬 派遣アーティスト、 担当コーディネーターの決定 ・ 通知

時期 （予定） 内　　容 提出書類

4 月上旬 事業決定通知

4 月～ 個別研修 （現地下見） の実施

事業実施

2 か月前

・ 事業内容の確定、 事業実施計画書の作成

・ 主催団体、 派遣アーティスト、 地域創造の三者で契約の締結
事業実施計画書

事業終了後

30 日以内

・ 実績報告

・ 負担金の請求

事業実績報告書

公演負担金請求書

（Ｂプログラム及びＣプロ

グラムのみ）
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　　  　別紙２

公演負担金対象経費（対象経費の 2/3 以内で上限 50万円）
※Ｂプログラム及びＣプログラムのみ対象

１　対象経費

　

　　※対象経費としての判断が困難な項目等は、 関係者間で協議し決定する。

２　対象外経費
　　　①　事業実施団体以外の者が支出した経費

　　　②　  事業実施団体及び申請者が請求者となっている経費 （例 ： 利用料金 （地方自治法第 244 条の 2 第

8 項の規定によるもの） を収受する指定管理者が自ら当該施設を使用して事業を実施した場合に、

自身に支払う形となる利用料金等）

　　　③　地域創造負担を超えるアシスタント ・ 共演者等に係る経費

　　　④　打ち上げ費、 その他飲食関係費 （ケータリングを含む）

　　　⑤　手土産代、 記念品代、 出演者等への花束代等物品による謝礼費用

　　　⑥　事務局経常費 （事務所維持費、 職員給与等）

　　　⑦　登録アーティスト等の現地移動にかかる交通費

　　　⑧　その他、 対象経費として適当でないと地域創造が判断したもの

文芸費 現地舞台監督料、 現地における照明 ・ 音響プラン料、 調律料、 著作権使用料など

設営 ・ 舞台費
現地舞台仕込等人件費、 現地照明 ・ 音響等オペレーター人件費、 照明 ・ 音響等機
材費、 舞台設営費、 リノリウム借上料、 市民参加作品に関わる経費 （衣裳費、 舞台
美術費、 メイク費、 小道具費、 運搬費など） など

会場費 会場借上料

謝金 ・ 旅費 ・ 通信費
地元出演者等謝金、 会場整理等賃金、 地元出演者等交通費 ・ 宿泊費 ・ 日当費、 通

信費など

宣伝 ・ 印刷費
広告宣伝費、 チラシ ・ ポスター ・ プログラム ・ チケット製作費、 チケット販売手数料な

ど

記録費 録画費、 写真費、 記録映像作成費ほか

消耗品費 事業に係る消耗品費

保険料 ワークショップ参加者等保険料ほか
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●小岩秀太郎（東京鹿踊代表／縦糸横糸合同会社代表）
　　 1977 年岩手県出身。 郷土芸能 「鹿踊」 伝承者。 （公社） 全日本郷土芸能協会 （東京都） に入職し、 芸能の魅力発信や

災害復興支援、 コーディネートに携わる。 東日本大震災を契機に、 出身者 ・ 首都圏在住者が芸能でつながる 「東京鹿踊」

プロジェクトならびに東北仙台にて 「縦糸横糸合同会社」 を立ち上げる。 地域に伝わる “縦糸” の文化を選り出し、 他分野

他視点の“横糸”が交差する場のコーディネートと、次世代への伝達方法を検討・実践する企画提案を東北内外で行っている。

東北と東京の二拠点で活動中。

●神前沙織（NPO法人ジャパン・コンテンポラリーダンス・ネットワーク (JCDN)　チーフ・コーディネーター、ディレクター）

　　 2005 年より JCDN にて 「踊りに行くぜ！！」 等のプロダクション ・ マネージャーを担当。 2009 年より、 子供から大人まであら

ゆる人を対象とした 「コミュニティダンス」 の全国的な普及に携わり、多数の市民参加公演をコーディネート。 2012 年より、沖縄・

大阪 ・ 滋賀など各地の小中学校にダンスアーティストを派遣。 高齢者 / 児童福祉施設、 少年更生機関などと連携しダンスプ

ログラムの企画 ・ コーディネート。 ほか、 振付家、 ファシリテーター育成事業など、 京都を拠点にダンスと社会をつなぐ様々

なプログラムを行っている。

●坂田雄平（NPO法人いわてアートサポートセンター　プロデューサー）
　　 宮古市民文化会館館長補佐 ・ プロデューサー、 岩手県文化芸術コーディネーター （県央 ・ 沿岸）、 三陸国際芸術祭のディ

レクター、 調査 ・ コンサルティング事業などを担当。 2003 年より桜美林大学パフォーミング ・ アーツ ・ インスティテュートに所

属、 芸術地域通貨 ARTS を開発 ・ 運用や附属劇場の企画 ・ 運営などを行う。 2007 年より財団法人地域創造にて演劇事業

や調査研究事業に携わる。 2012 年より北九州芸術劇場にて演劇・ダンス事業や領域横断型の文化芸術プロジェクトを担当し、

現職。

●中冨勝裕（公益財団法人横浜市芸術文化振興財団）
　　 2006 年より横浜赤レンガ倉庫１号館にて、 国際的なダンスフェスティバル 「横浜ダンスコレクション」 を始め、 海外との共同

制作や数々のダンス公演を担当。 アーティストの育成、発信や活動場所拡充のため、国内外の劇場やフェスティバル等のネッ

トワーク構築、 連携に力を入れている。 また舞台芸術の新たな観客創造を目指し、 地域 ・ 企業と劇場をつなぐ事業を手がけ

ている。 Seoul Choreography Contest 審査員 （2010 年韓国）、 WIFI Body Festival New Choreographers Competition 審査

員 （2014 年フィリピン） も務めた。

●中西麻友（NPO法人芸術家と子どもたち　事務局長）
　　 1980 年大阪生まれ。 成安造形大学デザイン科写真クラス卒業。 2006 ～ 2008 年大阪市内の小学校に教諭として勤

務。 その後１年半のイギリス留学を経て、2011 年３月より「NPO 法人芸術家と子どもたち」に勤務。 ワークショップ・コー

ディネーターとして、 学校 ( 特別支援学級含む ) や幼稚園、 保育園、 児童養護施設、 障害児入所施設等での事

業を担当。

●宮久保真紀（Dance�New�Air チーフプロデューサー）
　　 1997 年〜 2015 年、 スパイラル／㈱ワコールアートセンターに勤務。 パフォーミングアーツを担当する他、 スパイラル内外の

展覧会やイベント企画に携わる。 ２年に一度、 東京 ・ 青山を中心に開催している国際ダンスフェスティバル 「Dance New Air」

には前身のダンスビエンナーレトーキョー 2004 から参画。 劇場空間をはじめ、 屋外スペースやサイトスペシフィックな空間、

映画館、 書店、 プラネタリウムなど、 様々な場所を舞台にダンスを通して新たな可能性を提案している。 15 年８月より （一社）

ダンス ・ ニッポン ・ アソシエイツ代表理事。

コーディネータープロフィール
（2022 年 4月現在）
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